
 金沢城史料叢書 42

金沢城跡切石積石垣確認調査報告書

石川県金沢城調査研究所

2 0 2 2

金
沢
城
跡
切
石
積
石
垣
確
認
調
査
報
告
書

஧
ࠐ
஧
஧
ᖺ
୕
᭶

▼
ᕝ
┴
㔠
ἑ
ᇛ
ㄪ
ᰝ
◊
✲
ᡤ



 金沢城史料叢書 42

金沢城跡切石積石垣確認調査報告書

石川県金沢城調査研究所

2 0 2 2



i

ݶ　ྭ
̏　ຌॽͺɼ੶ઔ؛ࢤୖۜݟ͹಼ஏ಼ͶॶͤࡑΖ࢛੽ۜୖ৕੽͹ດ଄ชԿ֮ࡔ೟௒ࠬๅࠄॽͲ͍Ζɽ

�� ̐　௒ࠬ͹൥ҕͺɼۜ ୖ৕੽ʤݟҪ੽൬ߺ������ɼۜ ͹಼ஏ಼ଠʥΝଲেͳͪ͢ɽ؛ࢤୖ
̑　ຌॽͺɼฑ੔��೧ ʤౕ����ʥʛྫ࿪ݫ೧ ʤౕ����ʥͶ͖͜ͱɼۜ ୖ৕௒ࠬۂࣆڂݜͶܐΖ৕ִఋԄ
౵͹総ۂࣆڂݜ߻͹Ҳ؂ͳ͢ͱͪͮߨ઀੶੷੶֮֠೟௒ࠬ͹੔ՎΝफ࿧ͪ͢΍͹Ͳ͍ΖɽۂࣆͶ
ͯ͏ͱͺɼ੶ઔୖۜݟ৕௒ࠬڂݜॶ͗ชԿு͹ঁึށࠅΝಚͱࣰͪ͢ࢬɽ

غஏ௒ࠬ͹ݳ　̒ ʤؔ൅۹ۂࡠʥͳ୴౲৮ҽͺ࣏͹ͳ͕ΕͲ͍Ζɽ
　ฑ੔��೧ ʤౕ����ʥ
��ฑ੔　ؔ　غ　　೧ʤ����ʥ೧݆̔��ೖʛ̖݆��ೖ
　　୴౲ं　୎ઔ॑ಛʤकײʥɼ੤ీҰ೭ʤ௒ࠬڂݜ઒໵ҽʥɼஎీਇҧࢢʤඉ৙ۊ০୙ʥ
　ฑ੔��೧ ʤౕ����ʥ
ฑ੔��೧ʤ����ʥ５݆��ೖʛ̖݆��ೖ　ؔ　غ　　
　　୴౲　ं୎ઔ॑ಛʤ同上ʥɼ੤ీҰ೭ʤ同上ʥɼಕݶਸسʤඉ৙ۊ০୙ʥ
　ྫ࿪ݫ೧ ʤౕ����ʥ
����೧ʤݫ࿪ྫ　ؔ　غ　　ʥ５݆̕ೖʛ̗݆̑ೖ
　　୴౲ं　୎ઔ॑ಛʤ୴౲՟ௗʥɼ੤ీҰ೭ʤ同上ʥɼ川名俊（主任主事）、எీਇҧࢢʤ同上ʥ
５　ड़ౖ඾੖ཀྵͺɼྫ ࿪̐೧ౕͶޮӻࡔ஄๑ਕ੶ઔݟດ଄ชԿࡔιϱνʖͶҗ୙͢ͱࣰͪ͢ࢬΆ͖ɼ
௜ӨͲҪ෼͹ࣺਇࡳӪٶ;Ҫ෼͹ึଏࣰ଎Νͪͮߨɽ

̔　ๅࠄॽ͹ࡠ੔ͺɼ୎ઔ॑ಛͳ੤ీҰ೭ʤकײʥ͗ ୴౲͢ɼ第̏章第１⠇ʀ第̒章第 ʀ̐̑ ઇɼ第５章
ͺ୎ઔ͗ࣧජ͢ɼͨ ΗҐ֐͹ࣧජͳฦॄͺ੤ీ͗ͪͮߨɽ

　　ΉͪɼҪ෼ࣺਇࡳӪͺஎీਇҧࢢͳ⁍ਁ༟ඔࢢʤඉ৙ۊ৮ҽʥɼҪ෼ࣰ଎ͺీڛ಺௣ࢢʤඉ৙ۊ০
୙ʥɼਦ൝౵ࡠ੔ͺɼ߁ଡඔ߀ʤඉ৙ۊ০୙ʥ͗ ึঁͪ͢ɽ

̕　௒ࠬͶؖͤΖى࿧ʀड़ౖ඾ͺ੶ઔୖۜݟ৕௒ࠬڂݜॶͲฯ؇͢ͱ͏Ζɽ
̖　௒ ʀࠬๅࠄͶ͍ͪΕɼҐԾ͹ؽ ʀؖݺਕ͹ࢨ಍ʀঁ Νಚͪɽྙڢɼݶ
　ชԿுชԿࡔ第್՟　ۜୖۆཱིࢤઔਦॽؙ　金沢大学附属図書館　౨ښ୉ָ総߻ਦॽؙ
　ޮӻࡔ஄๑ਕ઴ీүಛճ　๹Ӷ঴๹Ӷڂݜॶક࢛ڂݜιϱνʖ　石川県立図書館

　石川県立歴史博物館

࢚ߌએీՇദ　஦ଞཤଉ　੔ੋ　߃ฯஒٳ　ช　ۜీ໎୉　๼֠ᡑҲ࿢　๼໼ദ࢚ߔઔࢤ　
　੤໎ୣܙ　ඊీ൥෋　ฑҬ੡　ຉ಼ऴध　ٸ཮ָ　ਁౣ߃༦　ԥཾࢃদ　٤Ԯ߃ைʤܡসྲྀʥ
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ຎ　ྭ
̏　ຌॽ஦Ͷࣖͪ͢ਭฑخ६ͺքൊ߶Ͳ͍Εɼ౨ښ࿹ฑۋք໚ඬ߶ʤ7�3��ͶΓΖɽ
̐　๏Ғͺ࠴ඬ๼Ͳ͍Εɼ࠴ඬͺިౖࠅ௪঴ࣖࠄ͹ೖຌ଎ஏܧ第ᶟܧͶ६ͪ͢ڎɽ
̑　ౖ૜஭ى͹৯௒ͺɼ೸ྜྷਭࢊ঴೸ྜྷਭٗࢊढ़ճࣆ٠ແ؄ۃरh ৿൝ඬ६ౖ৯ி Νɦ࢘༽͢ͱ͏Ζɽ
̒　Ҫߑਦ஦͹ίώझΏતझͺԾى͹h ฑ໚ਦતझන ͹ɦͳ͕ΕͲ͍Ζɽ
５　ҪߑਦʀҪ෼ਦ౵͹क़ऊͶͯ͏ͱͺɼ֦ ਦ஦Ͷࣖͪ͢ɽ
̔　本文中で౑用する石垣用ㄒについてࡣ、「石垣用ㄒ表」及び「石垣名称ซ౛図」のとおりで࠶るࠋ

̕　遺物名ࡣ次の␎号を౑用したࠋ㹎㸸陶磁ჾ・土ჾ　㹒㸸瓦　㹋㸸金属〇ရ　㹑㸸石〇ရ

̖　Ҫ෼ࣰ଎ਦ൝ʀࣺ ਇ͹Ҫ෼൬ߺͺɼβερέର͗ຌๅࠄ൬ߺΝࣖ͢ͱ͕Εɼຌชʀ؏ࡱනͳ΍ڠ௪
ͤΖɽ໎ ௉ରͺࣰ଎൬ߺͲ͍Ζɽ

̗　Ӏ༽ʀߡࢂชݛͶͯ͏ͱͺɼҲ括͢ͱת຦Ͷͪ͢ࡎىɽ
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㑇≀ほᐹ表ィ 㒊఩凡例

底面ࡀᖹらࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟
ͤ஧ḟ調整ࡶࡿࡍのࡶ含む

底面をᖹら࠸࡞ࡋ࡟

底面ࡀᖹら࡟調整ࡿ࠸࡚ࢀࡉ
࠸多ࡀሜࠖの้༳ࠕͤ

ᑠᆺ࡛断面ࡣὸ࠸─≧を࿊ࡿࡍ
ᖹ面ᙧ≧࡛⣽ศྍ

෇ᙧࡣ࠸ࡿ࠶᪉ᙧのᏍࠊഃ⦕࡛
ࡿࡼ࡟く୰ኸ࡞ࡣ

᪉ᙧพ

෇ᙧพ

෇ᙧพ

⦪㛗พ

෇ᙧ㈏㏻
（௬⛠）

特　徴大分類（平面系）

㸿

㹀

㹁

㹂

㹃

小分類（断面形）

上➃⥺㸭下➃⥺

石(ᇙἐ部ศ) ୍Ⅼ㙐⥺

ᐇ⥺࣭ࡋ࡞ࣂࢣ

㑇ᵓ壁の
ഴᩳኚ᥮⥺

㛗࣭▷ࣂࢣ
(下➃⥺ࡋ࡞)

㑇ᵓ௨እ
(土㉁ቃ)

✀ࣂࢣ✀ࣂࢣ 上➃⥺㸭下➃⥺

㛗࣭▷ࣂࢣ

୍Ⅼ㙐⥺

(壁の࡛ࡳ☜ㄆ
（㑇ᵓࡓࢀࡉ

㛗࣭▷ࣂࢣ
(下➃⥺ࡋ࡞)

㑇ᵓ(ᮍ᏶᥀)

㑇ᵓ(検出のࡳ)
㛗࣭▷ࣂࢣ
(下➃⥺ࡋ࡞)

✀ࣂࢣ 上➃⥺㸭下➃⥺

ᓴࣂࢣ

ᐇ⥺

ࣂࢣ▷࣭▷

ᐇ⥺

㛗࣭▷ࣂࢣ

ᐇ⥺
㏆ୡ௨前

ࢳࣥࣞࢺ

㏆௦௨ᚋ

ᖹ㠃図⥺✀表
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ษ石 ࡋ࠸りࡁ 面࡛ࡲ➃ྜࡸをຍᕤࡓࡋ石ᮦ

⢒ຍᕤ石 ࡋ࠸࠺ࡇらか࠶ 割石を࣑ࣀ➼࡛⢒くຍᕤࡓࡋ石ᮦ

割石 ࡋ࠸りࢃ 割ࠊ࡚ࡗ኱ࡉࡁを整ࡓ࠼りࠊ面をసࡶࡓࡗの

⮬↛石　 ࡋ࠸ࢇࡐࡋ ຍᕤ࠸࡞࠸࡚ࡋ石ࠋ㔝面石࣭Ἑᕝ㌿石とࡶゝ࠺

┒土 ࡝りࡶ ᮏ᮶の地面の上࡟┒らࡓࢀ土

ᤞ石 ࡋ࠸࡚ࡍ

り࡝ࢃ

りࡣ࠺ࡻࡕ

ࡋࡔࡳらࡣ

ࡋࡔりࡏ

ࡋ࠸ࡵࡘ࠺ࡻࡌࡓ࠸

ࡁࡀࡋ࠸ࡁࡲࡕࡣ

࠺ࡇか࠸࠺ࡹࡋ

ᰩ石のෆ部࡟ᢲ࠼ࡉ石࣭௓石࡟㐺࠸࡞ࡉ≧ែ࡛⨨かࡓࢀ石ᮦ

௓石 かࡋ࠸࠸ 石ᮦのᅛᐃཬࡧゅᗘ調整のࡵࡓᤣ࠼⨨く石ᮦ

ᢲ࠼ࡉ石 ࡋ࠸࠼ࡉ࠾ 石ᇉを⿵ᙉ࡟ࡵࡓࡿࡍ⿬㎸࡟ࡵ入ࡓࢀ石ᮦ

ᰩ石 ࡋ࠸りࡄ ⠏石の⿬㎸࠸⏝࡟࡝࡞ࡵらࡿࢀ෇♟

ྜ➃ ࡤ࠸࠶ 石ྠኈの᥋Ⅼ

⬗ ࠺࡝ 石ᮦの面とᑼの㛫

石ᑼ りࡌࡋ࠸ 石ᮦのᚋࢁഃ

᥍ ࠼かࡦ 石ᮦのዟ⾜ࡁ

ᑠ面 ら࡙ࡇ ゅ石の⟬ᮌ✚࡛ࡳ౑⏝ࡓࡋ石ᮦの⾲面のࠊࡕ࠺᥍ࡀᑠ࠸ࡉ面

኱面 ら࡙࠾࠾ ゅ石の⟬ᮌ✚࡛ࡳ౑⏝ࡓࡋ石ᮦの⾲面のࠊࡕ࠺᥍ࡀ኱࠸ࡁ面

面 らࡘ 石ᮦの⾲面のࠊࡕ࠺石ᇉの⾲面࡟఩⨨ࡿࡍ部ศ

໙㓄 ࠸ࡤ࠺ࡇ 石ᇉのゅᗘࠋ┤⥺のࣜࣀと᭤⥺のࣜࢯからࡿ࡞

┠地 ࡌࡵ 石ᮦྠኈの㝽㛫

ゅ⬥石 ࡋ࠸ࡁࢃࡳࡍ ゅ石のഃ࡟఩⨨ࡿࡍ石ᮦ

ゅ石 ࡋ࠸ࡳࡍ 隅ゅ部࡟౑⏝ࡿࡍ石ᮦ

ワ石 ࡋ࠸ࡵࡘ ⠏石の㝽㛫࡟ワࡿࡵᑠ᣺りの石

⠏石 ࡋ࠸ࡁࡘ 石ᇉをᵓ⠏ࡿࡍ石ᮦࠊᖹ石（ࡦらࡋ࠸）とࡶゝ࠺

根石 ࡋ࠸ࡡ 石ᇉの᭱下部の石

ࡪࡑࡍ 石ᇉࡀ地面と᥋ࡿࡍ部ศ

ኳ➃石 ࡋ࠸ࡤࢇ࡚ 石ᇉの᭱上部の石ᮦ

ኳ➃ ࡤࢇ࡚ 石ᇉの上面

石ᇉのᢡࢀ部ศࠊእഃ࡟ᢡࡶࡿࢀのを出ゅ(࡛ࠊ（ࡳࡍෆഃ࡟ᢡࡶࡿࢀのを入ゅ(࠸りࡳࡍ)と࿧ࡪ隅ゅ部 ࡪかく࠺ࡄ

⠏石部 ࡪࡋ࠸ࡁࡘ 石ᇉの面部ศ

ဇųᛖ ᛠųǈ ᚐųᛟ

〈部

⟬ᮌ✚ࡳ ࡳ࡙ࡂࢇࡉ

ࡳ࡙ࡋと࠾

出隅をᵓᡂ２ࡿࡍ面࡟㛗࠸石ᮦの㛗㎶を஺஫ࡳ✚࡚ࡅྥ࡟上ࡳ✚ࡿࡆ᪉

ࡳ✚㇂ ࡳ࡙࡟ࡓ 石ᮦの㛗㍈を஺஫࡚ࡋ࡟ࡵᩳ࡟✚む✚ࡳ᪉

஘✚ࡳ らࡳ࡙ࢇ ᶓ┠地ࡀ㏻らࠊࡎ୙つ๎࡟✚む✚ࡳ᪉

ᕸ✚ࡳ ࡳの࡙ࡠ

から࡙ࡳ

ࡳり࡙ࡡ

石ᮦをᶓ᪉ྥ࡟୪ࡀ࡞࡭ら✚む✚ࡳ᪉

石垣用語表

ࡳ✚✵ 石ᮦを⥭⤖࣭᥋╔ࡔࢇ✚࡛࠸࡞ࡋᕤ法

ゅࢠࣀࢩ ࡳࡍࡂのࡋ 出ゅの୍ࠊ࡛ࡘ㕌ゅ≧ࡿࢀࡲ⤌࡟

ⴠとࡳ✚ࡋ 下の石の㇂�く࡬�ࡳࡰ石をⴠ࠸࡚ࡋく✚ࡳ᪉

ࡳ✚⦏ ᕤ法ࡓࡵᅛ࡚ࡋ⏝౑࡟ࡵ⿬㎸ࡸの᥋ྜ面ࡳ✚を石➼ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ

㍯࡝り

࿘ᅖຍᕤ

୎ᙇ

㖊ᕳࡁ石ᇉ ᩳ面上部࡟ࡅࡔ㖊ᕳ≧࡟石ᇉを⠏ࡶࡓ࠸のᩳࠋ面〈部࡟ࡅࡔ⠏ࡓ࠸石ᇉを⭜ᕳ石ᇉと࠺࠸

Ꮞࡳ出ࡋ ኚᙧの୍ࠋࡘ⭾ら࡛ࢇᙇり出ࡓࡋ≧ែ

㏕出ࡋ ༢యの石ᮦࡀ石ᇉ面から㣕ࡧ出ࡓࡋ≧ែ

石ᇉᬑㄳ᫬࡟石✚の㏻りࡸ໙㓄を♧࡟ࡵࡓࡍᙇࡿỈ⣒ࡸᯈ

ษ石の石面のᅄ᪉を୍ᐃᖜ࡛ᖹ࡞࡟⁥らࡍຍᕤࠋ࿘ᅖࡘࡣりとࡶゝ࠺

ᯈ≧ワ石 石ᇉ面をᖹ࡟⁥ぢࠊࡵࡓࡿࡏ石ᮦの㝽㛫࡚ࡏࢃྜ࡟ຍᕤࡓࢀࡉᯈ≧の石ᮦをワ石とࡿࡍᢏ法

石ᇉの壁面をᘼ≧࡟‴᭤ࡿࡏࡉᵓ⠏᪉法

石垣名称凡例図

板状詰石

盛土

介石

栗石層（裏込め層）栗石層（裏込め層）

（小面）（小面） （大面）（大面）

根石掘方

前面盛土

角脇石角脇石角石角石

詰石

築石築石

根石根石

天端石天端石

隅角部

築石部

地山

修築掘方修築掘方
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― 1 ―

第１章　調査の経緯と経過

第１節　調査に至る経緯

１．金沢城跡埋蔵文化財確認調査の推移

近世において加賀藩前田家の居城であった金沢城は、明治期に入り兵部省（後陸軍省）の管轄となり、

第二次大戦後は国立金沢大学のキャンパスとして利用されてきたが、大学の郊外移転を受け、平成８年

（1996）３月、石川県は国から用地を取得し、城跡を都市公園として利用するべく公園整備事業を進める

こととなった。

平成９年度（1997）には、整備事業の柱となる城郭建造物の復元に着手し、石垣解体・積み直し等

を含む大がかりな調査・整備を経て、平成 13 年（2001）９月、金沢城公園二ノ丸における内堀・菱櫓・

五十間長屋・橋爪門続櫓等の復元事業が竣工した。

この動きの中で、今後の金沢城跡の保存・活用を図る上で専門的な調査研究機関の必要性が認識さ

れ、復元整備事業が最終段階に至った平成 13 年７月、県教育委員会の文化財課の中に、金沢城研究

調査室が設置されることとなった。調査室では平成 14 年度（2002）から、絵図・文献、埋蔵文化財、

建造物、石垣等伝統技術の４つの分野より、学術的価値の確立を通じ保存と活用に資することを目的

に調査研究事業に着手した。

調査研究を進めるにあたり、金沢城跡の変遷と構造の解明という全体課題を設定したが、とりわけ

寛永８年（1631）の大火以前の状況については、絵図・文献・建造物による情報が乏しいことから、

埋蔵文化財分野においては、初期金沢城の構造追求を当面の課題とした。これに基づき、平成 14 年

度（2002）から国庫補助を得て、初期の中枢であった本丸とその周辺を対象に、埋蔵文化財確認調査

を実施することとなった。

この間、平成 19 年 (2007) ４月には、金沢城研究調査室は、石川県金沢城調査研究所に改組された。

また平成 20 年（2008）６月 17 日、金沢城跡は国の史跡指定を受けた。

本丸一帯を対象とした確認調査については、平成 20 年度まで発掘調査を継続し、その後もボーリ

ング調査を実施する中で、平成 19 年度及び平成 25 年度に調査報告書を刊行し、とりまとめを行った

[石川県金沢城調査研究所 2008d・2014d]。

　調査成果における特に重要な所見として、史料にみえる元和６年（1620）の本丸火災と翌年の普請

をめぐり、発掘調査でその前後の実態が確認されたことが挙げられる。元和６年以前の本丸は、自然

地形を生かし、周囲に深い堀、高い石垣を配備した堅固な防御性が目立っていたが、元和７年（1621）

の普請ではこれを大きく改め、本丸周囲の堀を埋め立て、本丸と周辺の郭を拡張していることが明ら

かとなった。ここに戦国期・織豊期を通じ発達してきた城郭構造が変質する転換点を認め、今後の課

題として、変質後＝近世城郭としての金沢城の構造を積極的に捉え直す視座の構築を挙げた。

２．城郭庭園等の総合研究事業

　埋蔵文化財分野では、以上のように初期金沢城の構造解明から次の目標への移行を図ることとした

が、これは金沢城調査研究事業の第２期事業計画（H24 ～ H33）の一環をなすものであった。第２期

事業計画では、金沢城の学術的価値と特徴の深化、及び史跡の本質的価値の保存・継承を目標に掲げ、

基礎的調査の充実・発展とともに、分野を超えた総合研究の進展を取り組みの課題とした。この枠組

みと、初期金沢城の調査成果を踏まえた研究視座の交点にある対象として、城郭に関連する庭園に注

目した。庭園は、御殿等とともに、近世城郭の構造とその変容の意義を捉え直すのに有効な素材であり、
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近世城郭の多様性を体現する構成要素と目される。また遺構だけでなく文献・絵図史料も多く、庭園

遺構の実態を把握するためにはその検討が不可欠であり、総合研究にふさわしい対象と言えた。

すでに本丸・東ノ丸の発掘調査において、従来ほとんど知見のなかった初期の庭園遺構を部分的で

はあるが確認していた（第１図）。また土木部が主管する都市公園整備事業においても、近代以後、

その景観を失った城内の庭園、玉泉院丸庭園の復元整備事業が着手されたところであり（平成 20 年

度確認調査開始、第２図）、金沢城に関連する庭園に係り総体として取り組む機運が生じつつあった。

加えて金沢においては大名庭園の典型として名高い兼六園が所在する。近年になって文献史による実

証的な研究が進められ、一定の指針となった。

以上から、本丸の確認調査成果の取りまとめと並行させつつ、平成 24 年度から、庭園について総

合的に検討することにより、金沢城の特質を一層明確にし、併せて城郭の構成要素としての庭園の意

義の解明に資することを目的に、「城郭庭園等の総合研究」に取り組むこととした。

「城郭庭園」の用語については明確な定義はなく、一般に城郭に内包される位置にある庭園を指す

ことが多いようである。本事業においてもとくに一定の様式等を念頭に置かず、城郭との関連が深く、

その構成要素たる性質が窺える庭園を対象とし、城内に位置する本丸・東ノ丸、二ノ丸、玉泉院丸、

金谷出丸等と、城域に隣接する兼六園（蓮池庭・竹沢庭）について検討することとした。以上の取り

組みは、平成 29 年度をもって一旦取りまとめるとともに、並行して庭園の構成要素である切石積石

垣を対象とした確認調査に着手した。

３．切石積石垣確認調査

前項の通り「城郭庭園等の総合研究事業」では、金沢城の庭園について、城郭構造との関わりを軸

に、各庭園の特徴と、全体の変化傾向を把握することに努めた。その事業成果のとりまとめにおいて、

平成 29 年度以後の課題として、庭園を形づくる個々の構成要素に立ち戻り、これらを成立させてい

る技術・機能・意匠等がどのように作用しあっているのか等を掘り下げることを挙げた。この点を踏

まえると、金沢城の庭園において、デザイン性の高い切石積石垣は、全国的にも類のない、金沢城な

らではの特色を示しており、もっとも注目するべき構成要素の一つである。

加賀前田家では、元和６年（1620）の大坂城公儀普請において、すでに切石積石垣を構築していたが、

金沢城では、石垣編年５期（寛永年間（1624 ～ 1643）頃）、より具体的には、寛永８年（1631）の大

火後に採用されたことが判明している。しかしこの出現期切石積石垣は、五十間長屋・橋爪門続櫓下

部、つまり御殿や御殿に至る門付近で確認されたのみであった。玉泉院丸庭園において、現状で地上

部分で見られる切石積石垣の多くは、17 世紀後半の特徴を有しており、庭園築造当初である寛永期

の状況は不明であった。

なお石垣自体については、調査研究事業当初から重点的に調査を実施し、分類・編年の大綱は整理

されてきたところであったが [ 石川県金沢城調査研究所 2012c]、上記の課題は、石垣調査における

課題という側面も持ち合わせていた。平成 29 年度は、金沢城調査研究 20 年計画の終盤（第２期事業

後半）にあたり、残された課題に取り組む節目として位置付けられ、切石積石垣は、その点でもここ

で取り上げるべき対象として認識されたのである。

以上から、城郭庭園等の総合研究・石垣の調査研究双方の課題として、玉泉院丸庭園周辺の切石積

石垣を対象とし、その出現期の様相を発掘によって探り、金沢城の城郭構造全体の解明につなげるこ

とを目標に、切石積石垣確認調査に着手することとした。ただし、当初その存在を想定していた寛永

期切石積石垣は、玉泉院丸庭園では構築されなかったことが判明し、切石積石垣の展開、ひいては城

郭の構造にとって、17 世紀後半の重要性が浮き彫りになったことは、以下に報告する通りである。
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第２節　調査の経緯

１．概要

　本事業は、前節でも述べたように平成 24 年度から

行われた「城郭庭園等の総合研究」の取組みの一環

として、金沢城の庭園の構成要素である切石積石垣

の実態を明らかとするため平成 29 年度より５か年の

計画で確認調査を進めてきたものである。

　平成 29 ～令和元年度にかけて現地調査を実施し

（H29 数寄屋屋敷北、H30 玉泉院丸南東、R1 玉泉院丸北・

第 24 図参照）令和２年度に出土品整理委託、令和３

年度に報告書の作成・刊行を行った。

２．体制

　金沢城の調査研究事業については、総合的、専門

的視点からの指導を置受けるため、金沢城調査研究

委員会を設置している。また分野ごとに調査研究へ

の参画及び専門的な見地からの指導。助言を得るた

め、金沢城調査研究専門委員会を設置している。本

事業については、調査研究委員会の総括的指導の下、

主に埋蔵文化財専門委員会と伝統技術（石垣）専門

委員会より指導・助言を得た。調査研究委員会・専

門委員会の構成は下記のとおりである。

金沢城調査研究委員会

　平井　聖（委員長、建築）　

  嶋崎　丞（美術工芸、～令和元迄）

　中村　利則（建築、～令和２迄）

　飛田　範夫（庭園）

　吉岡　康暢（考古）　

  脇田　修（文献、～平成 29 迄）

金沢城調査研究埋蔵文化財専門員会

　吉岡　康暢（委員長）

　久保　智康　　

  千田　嘉博

　森島　康雄

金沢城調査研究伝統技術（石垣）専門委員会

　北野　博司（委員長）　　

  市川　浩文

　金田　明大

　西形　達明

　宮里　学

第 1図　平成 29 年度調査

第 2図　平成 29 年度現地指導

第 3図　平成 30 年度調査

第 4図　平成 30 年度現地指導
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３．年次経過

平成 29 年度（2017）　　予算額　4,878 千円　

　調査期間　平成 29 年６月 19 日～８月 31 日　　　　

　調査面積　20 ㎡

　平成 29 年度は二ノ丸数寄屋屋敷北を対象として発

掘を行い、雛土蔵下石垣と数寄屋屋敷北石垣の構造

等を確認した。

平成 30 年度（2018）　　予算額　4,406 千円　

　調査期間　平成 30 年５月 21 日～８月 31 日　

　調査面積　38 ㎡

平成 30 年度は玉泉院丸の南東部を対象として発掘

を行い、寛文期に行われた玉泉院丸庭園の再整備と

ともに切石積石垣が築かれたことを確認した。８月

25 日には現地公開を行った。

令和元年度（2019）　　予算額　6,350 千円　

調査期間　令和元年５月７日～９月３日

調査面積　15 ㎡

令和元年度は玉泉院丸の北、色紙短冊積石垣の東

面周辺を対象として発掘を行い、玉泉院丸庭園を代

表する色紙短冊積石垣は平面的な設計プラン寛文期

に新設されたことを確認した。８月 25 日には現地公

開を行った。

令和２年度（2020）　　予算額　4,799 千円

　現地調査は実施せず、出土品整理を行った。出土

品整理については、洗浄と陶磁器類の実測の一部を

直営で行ったが、その他の大部分は（公財）石川県

埋蔵文化財センターに委託して実施した。

　洗浄 15 箱、記名・分類・接合 69 箱、

　記名・接合（瓦）33 箱、実測・トレース 138 点

令和３年度（2021）　　予算額　1,620 千円

　平成 29 年度から令和元年度にかけて現地調査を行

った成果について報告書を作成、刊行した。

第 5図　平成 30 年度現地公開

第 6図　令和元年度調査

第 7図　令和元年度現地指導

第 8図　令和元年度現地公開
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第２章　位置と環境

第１節　金沢城と周辺の歴史的環境

金沢市街地のほぼ中央を占める金沢城跡は、南東の山地帯より流れ出す犀川・浅野川によって形成さ

れた、細長く伸びる小立野台地の先端部に位置する。城外との比高差は、低所に位置する新丸において

は約10ｍ、最高所である本丸で30ｍ以上を測る。本丸からは、低地の金沢平野のみならず小立野台地方

面へも眺望がきく。また、城のある台地先端部とその南東に続く台地本脈との間には、自然谷が形成さ

れていたらしく[藤1999]、城付近の地形は、人の手が加わる以前から独立丘的な状況を呈していたよう

であり、城は自然地形を巧みに利用して築かれたことが推察される。

城下町は、金沢城を中心に小立野台地を含む河岸段丘から沖積平野に展開している。外堀としての内

惣構堀、外惣構堀が城を遠巻きに二重に囲み、旧北国街道は金沢城を東に迂回するよう城下町を通る。

それらを基幹として城下町と各地を繋ぐ街道や街路が整備された。これら城下町の基本的な構造は、現

在の市街地に引き継がれ、城下町の町並を色濃く反映している様態は、歴史都市・金沢を特徴づける要

素の一つになっている。

金沢城跡周辺は、絵図等の資料から近世以降の市街化が確認できるものの、それ以前の様相について

は文献等からの推定にとどまっていたが、城跡自体や城地に隣接する前田氏（長種系）屋敷跡地点[石川

県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター2002e]、広坂１丁目遺跡[金沢市（金沢市埋蔵文化財セン

ター）2004a・2005c・2006a・2007a・2009a]・丸の内７番地点[石川県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財セ

ンター2014a・2015a]の発掘調査、惣構堀復元整備に伴う確認調査［金沢市（金沢市埋蔵文化財センター）

2008b・2011a・2011b・2012d・2013b・2014c］や市街地再開発等に伴う諸所の発掘調査等により、その姿を

垣間見ることが可能となった。また平成23年４月１日には、第３図の赤破線内の範囲が金沢城下町遺跡

として周知されている。

旧石器時代の遺跡は、城外縁の車橋、石川門前土橋、丸の内７番地点の調査で数点の石器が出土して

いる。県内において数少ない当該期の遺跡のあり方を示すものとして注目される。

縄文時代の遺跡は、丸の内７番地点で草創期の有舌尖頭器が採取されている他、城内の幾つかの調査

区で遺物の出土が確認されるとともに、前田氏（長種系）屋敷跡地点で、後期の陥穴が検出されている。

城下町の調査でも、まとまった面積の調査が実施された地点では遺物の出土がみられ、今後その実態が

明らかになることを期待したい。

弥生時代は、前田氏（長種系）屋敷跡地点で弥生時代後期後半～終末期の墳丘墓が確認され、広坂１丁

目遺跡では中期の土器が出土し、後期後半の竪穴建物等が検出されている。古墳時代は、高岡町地点[

石川県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター2002d、金沢市教育委員会（金沢市埋蔵文化財センタ

ー）2001a、金沢市（金沢市埋蔵文化財センター）2003a]で前期の竪穴建物が確認され、下本多町遺跡[金

沢市埋蔵文化財センター1999]や彦三町一丁目地点[金沢市（金沢市埋蔵文化財センター）2007b]では中

期の遺構が、広坂１丁目遺跡では前期、後期の土器の他、車輪石や勾玉等の遺物が出土しており、後に隆

盛となる集落の母体が出来上がっていたものと考えられる。

古代では、城内の平成９年度の調査において８～９世紀代の掘立柱建物跡が検出された他、断片的で

はあるが、幾つかの調査区で遺構、遺物が確認されている。城下では高岡町地点で７世紀後半の竪穴建

物や、半瓦当を含む古式瓦、奈良、平安時代の掘立柱建物と、円面硯、帯金具、奈良三彩等が確認されて

いる。県庁跡地（堂形）[石川県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター 2010・2012、石川県教育委員

会・（公財）石川県埋蔵文化財センター 2014c]でも７世紀後半から10世紀初頭の遺物が出土し、竪穴建
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金沢城跡

金沢市

石川県 国土地理院の電子地形図25000を使用

金沢城下町遺跡の範囲
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第 9図　金沢城跡の位置と周辺の近世遺跡
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№ 遺跡名 調査年度
遺跡の特徴

文献
主要地種 特記事項

1 金沢城跡 （別掲） 城郭 （別掲） （別掲）

2 兼六園 （別掲） 庭園 （別掲） （別掲）

3 木ノ新保遺跡（久昌寺遺跡） H8(1996)・H9(1997) 寺院（墓地） 近世墓 292 基
増山 1997、金沢市埋蔵文化財センター
2004c

4 木ノ新保遺跡
H5(1993) 
H6(1994)・H7(1995)

寺院？（墓地）→足軽組地→ 
下級武家地、町人地、百姓地

近世墓、水利施設（管井戸・竹樋）、 
溝（堰・しがらみ）、建物跡（土蔵基礎、木柱）

(財 )石川県埋蔵文化財センター 2002b 
金沢市埋蔵文化財センター 2005c

5 醒ヶ井遺跡 H7(1995) ～ H10(1998) 百姓地→下級武家地
前田氏（直之系）下屋敷 
水路、水利施設（竹樋・溜升）

金沢市埋蔵文化財センター 2001c 
谷口・増山 2004

6 長田町遺跡 H6(1994) 下級武家地 金沢市埋蔵文化財センター 1998

7 昭和町遺跡 H5(1993) ～ H7(1995) 町人地・下級武家地 延宝５年（1677）火災資料出土、近世鞍月用水
金沢市埋蔵文化財センター 2001b・2003a・
2004a

8 本町一丁目遺跡
H2(1990)・H6(1994)・
H9(1997)・H15(2003)

町人地
廃棄土坑、墨書木製品多数、焼成遺構、 
鍛冶関連遺物（鞴羽口、椀型鉄滓）

金沢市教育委員会 1995・1997b 
金沢市埋蔵文化財センター 2003c・2006c

9 瓢箪町遺跡 S61(1986) 上級武家地 前田氏（主膳系）上屋敷、整地層から遺物多数出土 金沢市教育委員会 1991

10
金沢城下町遺跡（安江町地区　安
江町１番地点）

H3(1991) ～ H5(1993) 
H30(2018) ～ R1(2019)

町人地・中級武家地
板塀跡（布堀土坑）、墨書木製品多数、「乾山」銘向付出土、
道跡、堀、溝、建物跡、井戸、土坑

金沢市教育委員会 1997a・2019a・2020a

11 金沢城下町遺跡（彦三町地点） H11(1999) 中級武家地 金沢市埋蔵文化財センター 2002

12 三社町遺跡 H3(1991)・H9(1997) 百姓地→町人地 道路・側溝、肥溜め群、操人形かしら
(財 )石川県埋蔵文化財センター 2001b・
2007

13 元菊町遺跡 S62(1987)・H1(1989) 百姓地→町人地
石川県立埋蔵文化財センター 1990 
( 公財 )石川県埋蔵文化財センター 2014d

14 穴水町遺跡 H8(1996) 下級武家地 長氏下屋敷 金沢市埋蔵文化財センター 1998

15 金沢城下町遺跡（高岡町地点）
H8(1996)・H10(1998) ～
H11(1999)・H9(1997)

上級町人地、水溜
礎石建物、桶棺墓、廃棄土坑、瓦溜り 
（鬼瓦を桟瓦で囲む）、石灯篭基壇、椀形鉄滓

金沢市埋蔵文化財センター 2001a・2003b 
( 財 ) 石川県埋蔵文化財センター 2002d

16
金沢城下町遺跡 
（前田氏（長種系）屋敷跡地点）

H8(1996)・H27(2015) 町人地→上級武家地 寛永以前の町屋遺構
(財 )石川県埋蔵文化財センター 2002e 
金沢市埋蔵文化財センター 2019c

17 長町遺跡 H8(1996) 中級武家地 金沢市埋蔵文化財センター 1998

18 広坂 1丁目遺跡
H8(1996) ～ H12(2000) 
H14(2002)・H17(2005)

中～上級武家地
寛永の大火火災資料、大型土坑 
（廃棄土坑、地下室、池等）、楽焼窯道具、 
惣構跡、紀年銘木製品等の基準資料検出

金沢市埋蔵文化財センター 
2004b・2005b・2006b・2007c・2009b

19 下本多町遺跡 H4(1992) 下級武家地→上級武家地 宝暦の大火による火災資料 金沢市埋蔵文化財センター 1999

20
金沢城下町遺跡（本多氏屋敷跡地
区）

S55(1980)・H21(2009)・
H22(2010)・H26(2014)・
H27(2015)・H28(2016)・
H29(2017)

上級武家地、武家地
溝、階段（地下室？ ) 
本多家上屋敷、塀基礎石積、門跡、石垣、道跡

石川県立埋蔵文化財センター 1992 
金沢市埋蔵文化財センター 2012b・2018d 
( 公財 )石川県埋蔵文化財センター 2016・
2020

21
金沢大学宝町遺跡 
（医学部附属病院地点）他 16 地点

H9(1997) ～ H14(2002) 
H23(2011)

下～中級武家地等 地下室多数
金沢大学埋蔵文化財調査センター 
2000・2002・2003・2017

22
金沢大学宝町遺跡 
（医学部保健学科地区）

H10(1998)・H11(1999) 
H13(2001)

下～中級武家地等
金沢大学埋蔵文化財調査センター 
2000・2002・2003・2017

23 経王寺遺跡 H9(1997)・H10(1998) 寺院（墓地）・中級武家地 近世初期の灰塚、池状遺構、塀跡 (財 )石川県埋蔵文化財センター 2002c

24 野田山墓地
H12(2000) ～ H14(2002) 
H16(2004) ～ H19(2007) 
H20(2008) ～ H24(2012)

墓地 藩主家の墓所を中核とした近世墓地
金沢市埋蔵文化財センター 
2003d・2008b・2012a・2012d・2013a

25 片町二丁目遺跡 H15(2003)・H23(2011) 武家地 金沢市埋蔵文化財センター 2005a

26 妙国寺門前遺跡 H15(2003) 寺院、参道 金沢市埋蔵文化財センター 2006a

27 三宝寺前遺跡 H16(2004) 寺院、参道 金沢市埋蔵文化財センター 2005d

28
金沢城下町遺跡（彦三町一丁目地
点）

H16(2004) 武家地 廃棄土坑 金沢市埋蔵文化財センター 2007a

29 金沢城下町遺跡（下堤・青草町地点）H17(2005) 町人地 金沢市埋蔵文化財センター 2007b

30
金沢城下町遺跡 
（金沢城西外惣構跡武蔵町地点）

H17(2005)・H21(2009) 惣構 築造当初の堀、堀の改変状況  土居盛土 金沢市埋蔵文化財センター 2008a・2011c

31
金沢城下町遺跡（兼六元町  
兼六元町７番地点　兼六元町 15 番
地点 )

H17(2005)・H23(2011)・
H30(2018)

武家地 井戸、土坑、石組溝、石垣、石列
金沢市埋蔵文化財センター 2007a・2018b・
2020c

32
金沢城下町遺跡 
（金沢城東内惣構跡枯木橋北地点）

H18(2006) 惣構 堀の改変状況 金沢市埋蔵文化財センター 2008a

33 玉川町遺跡 H18(2006) 武家地 土坑、溝 金沢市埋蔵文化財センター 2016b

34 東山一丁目遺跡 H20(2008) 町人地 鍛冶関連遺構・遺物（炉跡、鞴羽口、椀形鉄滓等） 金沢市埋蔵文化財センター 2010b

35
金沢城下町遺跡 
（金沢城西内惣構跡主計町地点）

H20(2008) 惣構 素掘の堀、室町～戦国期の鍛冶関連遺物 金沢市埋蔵文化財センター 2011a

36
金沢城下町遺跡 
（金沢城西外惣構跡升形地点）

H20(2008) ～ H22(2010) 
H30(2018)

惣構 堀、升形遺構、建物跡、石垣
金沢市埋蔵文化財センター 2012e・2013c・
2018a

37
金沢城下町遺跡（本多町三丁目地
点）

H22(2010) 武家地 道路、水路（辰巳用水分流） 金沢市埋蔵文化財センター 2012c

38
金沢城下町遺跡 
（西外惣構跡本多町三丁目地点）

H21(2009) 惣構（西外惣構起点付近） 堀、土居基部 金沢市埋蔵文化財センター 2012b

39
小立野四丁目遺跡 
（旧天徳院加賀藩主前田家墓所）

H22(2010) 寺院、墓地 堀 金沢市埋蔵文化財センター 2013b

40 金沢城下町遺跡（丸の内７番地点） H21(2009) ～ H23(2011) 武家地（公事場、屋敷） 庭園遺構（石組池状遺構、景石等）
(公財 )石川県埋蔵文化財センター 2014a・
2015a

41 小立野ユミノマチ遺跡 H22(2010) ～ H24(2012) 武家地 階段付大型土坑
(公財 )石川県埋蔵文化財センター 2014b・
2015b

42 金沢城下町遺跡（長氏屋敷跡地区）
H24(2012) ～ H25(2013) 
R1(2019)

上級武家地、武家地 長氏上屋敷、柱穴、建物基礎、土塀基礎 金沢市埋蔵文化財センター 2015b・2020a

43 片町二丁目遺跡（５番地点） H23(2011) 武家地 地下室、井戸、建物跡（石列基壇、礎石 )、水路、土坑 金沢市埋蔵文化財センター 2014b

44
金沢城下町遺跡（東兼六町５番地
点）

H25(2013) ～ H27(2015) 墓地 土坑（甕棺墓、木棺墓等）、石列（墓石区画） (公財 )石川県埋蔵文化財センター 2017

45 金沢城下町遺跡（飛梅町３番地点） H25(2013) ～ H27(2015) 武家地
前田氏（長種系 )・大音氏下屋敷 
土坑（粘土採掘跡、地下室 )、井戸

金沢市埋蔵文化財センター 2019b・2020b・
2021

46
金沢城下町遺跡 
（金沢城東内惣構跡枯木橋南地点）

H24(2012) 惣構 堀 金沢市埋蔵文化財センター 2014c

47 柿木畠遺跡 H28(2016)・H29(2017) 武家地
曲水遺構、建物跡（土台、礎石 )、区画溝、 
方形石組遺構、石列、池跡、土坑、井戸

金沢市埋蔵文化財センター 2017・2018a

48 金沢城下町遺跡（大手町３番地点） H29(2017) 武家地（人持組津田玄蕃邸跡 ) 石敷き、井戸、土坑 金沢市埋蔵文化財センター 2018c

49 長町三丁目遺跡 H29(2017) 武家地 土塀基礎、井戸、溝、土坑 金沢市埋蔵文化財センター 2021

50 森山二丁目遺跡 H29(2017) 武家地（足軽屋敷） 道路、石敷遺構、ゴミ穴 金沢市埋蔵文化財センター 2018a

51
金沢城下町遺跡 
（尾張町１丁目７番地点）

H30(2018) 惣構（東内惣構） 石垣、堀、土坑 金沢市埋蔵文化財センター 2019a

52 金沢城下町遺跡（袋町２番地点） R1(2019） 町人地 土坑、溝、石列 金沢市埋蔵文化財センター 2021

53 菊川１丁目遺跡（２番地点） R1(2019） 町人地 屋敷地、道路、井戸 金沢市埋蔵文化財センター 2020a

54
金沢城下町遺跡（尾張町１丁目１
番地点）

R2(2020） 町人地 井戸、ゴミ穴 金沢市埋蔵文化財センター 2021

55 金沢城下町遺跡（橋場町２番地点） R2(2020） 武家地 ゴミ穴、建物礎石、石列 金沢市埋蔵文化財センター 2021

56
金沢城下町遺跡（石引４丁目 10 番
地点）

R2(2020） 武家地 ゴミ穴、柱穴 金沢市埋蔵文化財センター 2021

57 芳斉２丁目遺跡（３番地点） R3(2021） 武家地 井戸、ゴミ穴 金沢市埋蔵文化財センター 2021

※金沢市埋蔵文化財センター :2001 年は金沢市教育委員会 (金沢市埋蔵文化財センター )、2002 年以降は金沢市 (金沢市埋蔵文化財センター )
( 財 ) 石川県埋蔵文化財センター :石川県教育委員会・(財 )石川県埋蔵文化財センター (2013 年度から公益財団法人 )

第 1 表　近世遺跡一覧表
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物、掘立柱建物等の遺構が確認されている。広坂１丁目遺跡では７世紀初め頃から11世紀の遺物が確認

されるとともに、藤原宮式、平城宮式に準拠した大量の瓦、「佛」刻書土器、「寺」刻書瓦、仏器等が出土

し、矩形の区画溝、掘立柱建物、竪穴建物等が確認され、古代寺院が造営されたと考えられている。また、

前田氏（長種系）屋敷跡地点、丸の内７番地点でも古代の土器が出土し、城跡周辺では兼六園のある小立

野台地側や、反対の尾山神社側等にまだ空白部はあるが、律令初期から金沢城跡を取り囲むように遺跡

が展開していたと想定され、地域の拠点となっていたと考えられる。

中世では、広坂１丁目遺跡で区画溝や礎石建物、墓地等が確認され、13世紀後半頃～14世紀代に盛期

を持つ居館、室町末～17世紀初頭は寺内町内の有力者の居住域か施設が想定されている。また、西側の

県庁跡地（堂形）では、16世紀後半の館ないし寺院の区画施設と推定される溝、土塁が確認されている。

一方、城の反対側に位置する丸の内７番地点では遺構は不明であるが13世紀頃から17世紀初頭の遺物

が出土し、隣接する石川橋白鳥堀調査区では16世紀第３四半期頃に築造されたと考えられる鍛冶関連

遺構が確認されている。高岡町地点では薬研堀状の溝が確認され館跡の一部と考えられている。

文献資料からは14世紀には現在の久保市乙剣宮付近に「山崎窪市」が成立し、天文15年(1546)には現

在の城地に金沢御堂（金沢坊舎）が創建され寺内町が展開し、加賀地域における政治・宗教・経済の拠点

として発展したとされている。遺跡からはまだまだ当時の様相を具体的に述べるほどの資料は得られ

ていないものの、古代から引き続き、それらのベースとなった集落の展開がうかがわれる。やがて金沢

御堂（金沢坊舎）は織田政権の前に陥落し、佐久間氏・前田氏など織豊政権の大名による支配が始まるが、

この段階を遺跡ではうまく捉えきれていない。

徳川氏が幕府を創始し、豊臣氏を滅ぼして名実ともに統一政権を確立した慶長・元和期頃、金沢城周

辺では大名前田氏の支配の下、城下町の整備が進行する。現在、市街各所で調査された城下町の遺跡地

点数は50か所を数えるが（第３図・第１表）、まとまった量の遺構・遺物が見られるようになるのは、この

頃以後のことである。なお慶長年間に築造された内・外惣構の一部についても発掘調査が行われており、

当初の構造や、規模を縮小しつつ存続・再生が図られる変遷過程が判明している［金沢市（金沢市埋蔵文

化財センター）2008b・2011b・2011c・2012d・2013b・2014c、木越2013a］。城下町はその後度重なる火災等の

災害（寛永８年（1631）・同12年（1635）の大火等）に見舞われ、また一方で計画的整備を繰り返しながら、

寛文年間（1661～1672）までにほぼ骨格が整い、以後明治時代の初めまで、三都に次ぐ大都市として発展

する。

先にもあげたが、城下中枢に位置する遺跡として広坂１丁目遺跡、前田氏（長種系）屋敷跡地点、丸の

内７番地点がある。広坂１丁目遺跡は、17世紀前半における性格はなお検討の余地はあるものの、陶磁

器の優品が多く出土し、また17世紀中頃以降は高級武家の屋敷として、多様な遺構・遺物が検出されて

いる。城下町遺跡として最大の面積が調査されており、火災の比定等、今後基準となる所見が蓄積され

ている点も大きく評価できよう。前田氏（長種系）屋敷跡地点は、寛永16年（1639）以後、標記の重臣屋敷

となったところであるが、これ以前の遺構・遺物が充実しており、初期城下町の屋敷跡と考えられてい

る。丸の内７番地点では、16世紀後半～17世紀初頭の町屋→17世紀初頭～寛永８年大火頃の町屋→大火

以降から万治２年の武家屋敷→万治２年以降の公事場・武家屋敷という城下町遺跡の成立、変遷が捉え

られている。

これらの外側に位置する安江町・本町一丁目遺跡の各遺跡は、性格を異にするが、城下町の一般的な

在り方を示す。安江町遺跡［金沢市・金沢市教育委員会1997a］は中級藩士・町人居住地が対象となる調査

であるが、町人の物質的な優位性が読み取れる、興味深いデータが得られた。本町一丁目遺跡［金沢市教

育委員会1995］は町人の居住地に該当し、富籤の突札等、生活臭の強い遺物が目を引く一方、建物・井戸・

土坑（粘土採取坑・廃棄土坑）等の遺構配置から、屋敷地の空間構造も追究されている。木ノ新保（久昌寺

含む）・三社町の各遺跡は、城下縁辺に所在する。久昌寺遺跡［金沢市（金沢市埋蔵文化財センター）2004b］



― 9 ―

では同名の曹洞宗寺院の墓地に該当する約300基に達する墓が調査され、城下の墓制を考える上で重要

な成果をあげている。木ノ新保遺跡［石川県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター2002b］では、墓

地・農地から足軽・下級武士の屋敷地への変容をうかがうことができ、三社町遺跡［石川県教育委員会・

（財）石川県埋蔵文化財センター2007］でも、農地から町人地への変化が遺構より捉えられている。いず

れも城下縁辺における都市域の拡大を示す良好な事例である。

その他に城下町から離れるが、関連する遺跡として戸室石切丁場跡、野田山墓地、辰巳用水が挙げら

れる。戸室石切丁場跡［石川県金沢城調査研究所2008e・2013c］は金沢市東部の戸室山・キゴ山周辺に広

がる採石関連遺跡群であり、城内石垣の９割強を占める石材産地である。悉皆踏査により丁場の分布範

囲と保存状態が確認され、戸室石の特性を踏まえた総合的な調査研究により丁場の構造と変遷、戸室石

の石割技術など様々な点が明らかにされた。野田山墓地では、墓地移転に伴う山麓部分の調査や藩主前

田家墓所の測量・試掘調査等が実施されている[金沢市（金沢市埋蔵文化財センター）2003d・2008a・

2012e]。辰巳用水［金沢市（金沢市埋蔵文化財センター)2009b］は寛永９年（1632）に開削され、終着点で

ある金沢城では堀や庭園の水源として利用された。調査でも導水管（木樋、石樋）が確認されている。上

流部では用水法面を保護するための三段石垣や隧道など当時の土木技術を良好に留めた遺構が残る。

「御城中壱分碁絵図」（横山隆昭氏蔵）文政13年(1830)
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第　図　近世後期の金沢城全体図

第 10 図　近世後期の金沢城全体図
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第２節　金沢城の沿革

金沢城の沿革については既刊の『金沢城跡埋蔵文化財確認調査報告書Ⅰ』[石川県金沢城調査研究所

2008d]が詳しく、参照されたい。ここでは、次頁の年表（第２表）をもって代え、若干の補足を付加して

おきたい。

年表では、金沢城の歴史を４期に区分し、造成・災害・修築等を中心に記載した４つの時期については、

利家による城内整備から寛永の大火までを「初期金沢城」、寛永大火後の城内整備から宝暦の大火まで

を「寛永の大火後」、宝暦大火後の城内整備から廃藩までを「宝暦の大火後」、廃藩から現在までを「近代

以降」とした。

初期金沢城とそれ以前については、その様相を窺うに足る絵図・文献は極めて少なく、埋蔵文化財調

査の所見が重要となる。

画期となった災害のうち、寛永8年（1631）の大火は、金沢城の骨格を変える契機となった。それまでは

本丸が中心であったが、大火を契機に二ノ丸が拡大され、ここに壮麗な御殿が営まれた。この二ノ丸を

中心として定まった縄張りが、現在まで受け継がれることとなる。一方、宝暦9年（1759）の大火は、全盛

期の終わりを象徴する災害で、三階櫓や辰巳櫓といった本丸の櫓群は、二度と再建されることなく、石

川門・河北門・橋爪門のいわゆる三御門も、再建までに10～30年の長期を要した。

廃藩後では、明治14年（1881）に二ノ丸御殿が焼亡したほか、あらたに城地を管轄した陸軍の手により

旧来の建物は次々に撤去された。また城の外堀・内堀の多くは埋め立てられ、松原屋敷・金谷出丸など縁

辺が削平され往時の形状が失われた郭もある。戦後、金沢大学の敷地になってからも様々な改変を受け

ている。

第　図　近世初期の金沢城

「加州金沢之城図」（東京大学総合図書館蔵）近世初期

第 11 図　近世初期の金沢城
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時期 年号 西暦 出　来　事

前 天 文 15 年 1546 本願寺別院として金沢御坊（金沢坊舎）を設置、金沢城の前身

初
期
金
沢
城

天 正 ８ 年 1580 佐久間盛政が入城、土塁や堀を整備

天 正 11 年 1583
賤ヶ岳の合戦において佐久間盛政が敗北 
前田利家が入城し、これ以後前田家が 14 代にわたり金沢城主をつとめる

天 正 14 年 1586
天守築造、翌年に南部藩家臣北信愛が前田利家のもてなしを受け、天守をはじめ、 
城内の案内をされる

天 正 15 年 1587 石垣職人の穴太源介に知行 100 俵を与え召抱える

文 禄 元 年 1592 戸室石を利用した本格的な石垣構築を開始、東ノ丸東面・北面、本丸西面の石垣を構築

慶 長 ７ 年 1602 落雷により天守焼失

慶 長 期 本丸南面・三ノ丸北面・尾坂門の石垣を構築

元 和 期 東ノ丸附段・百間堀縁などの石垣を構築

元 和 ６ 年 1620 本丸焼失、翌年本丸御殿などを再建

寛
永
の
大
火
後

寛 永 ８ 年 1631
城下町から出火、辰巳櫓に飛び火し本丸御殿など城内も延焼　【寛永の大火】 
大火後二ノ丸を造成拡張し御殿を造営。現在の縄張りに近い状態になる

寛 永 ９ 年 1632 犀川上流から取水する辰巳用水を施工、城内に引水され城内外の堀が水堀化

寛 永 11 年 1634 玉泉院丸に泉水や築山、御亭などを造営

寛 永 20 年 1643 北ノ丸に東照宮を造営

寛 文 元 年 1661 5 代綱紀がはじめて入国、城内及び城下町整備や新田開発、文化振興等をすすめる

寛 文 ２ 年 1662
城内の損傷著しい石垣を修築。玉泉院丸色紙短冊積石垣もこの頃に構築か 
鉛瓦が普及

～

寛 文 11 年 1671

宝
暦
の
大
火
後

宝 暦 ９ 年 1759
城下町で一万軒以上が焼失、金沢城内でも本丸・二ノ丸・三ノ丸などの主要部が全焼する
被害　【宝暦の大火】

宝 暦 10 年 1760 幕府に城再建と石垣修築を願い出て、修築

宝 暦 11 年 1761 河北門石垣を修築

宝 暦 12 年 1762 橋爪門を再建

宝 暦 13 年 1763 五十間長屋石垣を修築、10 代藩主重教二ノ丸御殿に入る

明 和 ２ 年 1765 石川門石垣を修築

安 永 元 年 1772 河北門を再建

天 明 ８ 年 1788
五十間長屋や石川門などを再建 
橋爪門続櫓台修理

文 化 ５ 年 1808 二ノ丸火災

文 化 ６ 年 1809 橋爪門を再建、12 代斉広二ノ丸御殿に移徙

寛 政 11 年 1799
地震による石垣被害が大きく、石垣修築を願い出る

安 政 ２ 年 1855

安 政 ５ 年 1858 三十間長屋を再建

近
代
以
降

明 治 ４ 年 1871 兵部省（のち陸軍省）の所管となり、多くの建物が払い下げ

明 治 ９ 年 1876 河北門二ノ門の渡櫓や櫓台石垣を撤去するよう進達

明 治 14 年 1881 二ノ丸御殿から出火し、御殿の他、菱櫓・五十間長屋・橋爪門など焼失

明 治 15 年 1882 河北門一ノ門を解体、代わりに矢来門を設置

明 治 17 年 1884 鼠多門焼失

明 治 40 年 1907 本丸南の高石垣が崩落、石垣上部を幅 200m、高さ 2/3 にわたり撤去して改築

昭 和 24 年 1949 戦後、金沢大学の敷地として利用

平 成 ７ 年 1995 金沢大学の敷地を城外へ移転

平 成 ８ 年 1996 石川県が土地を取得し、公園整備に着手

平 成 13 年 2001 金沢城公園供用開始、菱櫓・五十間長屋・橋爪門続櫓を復元

平 成 20 年 2008 国史跡に指定、金沢城土蔵（鶴丸倉庫）が国重要文化財に指定

平 成 22 年 2010 河北門を復元、いもり堀の段階復元

平 成 27 年 2015 橋爪門を復元、玉泉院丸庭園を再現復元

令 和 ２ 年 2020 鼠多門を復元、鼠多門橋を整備

第 2表　金沢城の沿革
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第３節　玉泉院丸の来歴

玉泉院丸の変遷については、『金沢城跡－玉泉院丸庭園Ⅰ－』［石川県金沢城調査研究所2015d］や『金

沢城庭園調査報告書』［石川県金沢城調査研究所 2018b］で詳細に述べられているので、そちらも参照い

ただき、本節では郭の来歴と、庭園築造と石垣普請について概略を述べたい。

１．概要

玉泉院丸は金沢城の南西、二ノ丸と金谷出丸の中間にあたる郭である。郭の標高は西辺石垣上（鼠多

門続土蔵下 6110W・6100W）で約33ｍを測り、北東の二ノ丸（標高約49ｍ）より約16ｍ、東ノ本丸附段（約55

ｍ）より22ｍ、南西の薪ノ丸（41ｍ）より８ｍ低く、堀を挟んだ西の金谷出丸（約27ｍ）より６ｍ高い。

郭全体の面積は約17,000 ㎡で、このうち６割超の約11,000 ㎡が池と石垣からなる庭園空間、その他

が露地役所、鼠多門、同続土蔵等の建物空間及び通路である。

 郭縁辺部は南・西・北の三方がいもり堀に囲まれている。堀に面した斜面上には鉢巻石垣が廻り、北東

～東側には玉泉院丸庭園の景色として取り入れられた意匠的な切石積石垣が連なっている。

２．近世初期～西ノ丸から玉泉院丸へ～

玉泉院丸は当初、西ノ丸とよばれ、村井長頼や長連龍といった重臣達の屋敷地であったとされ、初期

の景観を描いたとされる「加州金沢之城図」（東京大学総合図書館蔵）には、近藤大和守、上坂又兵衛とい

った名前がみられる。慶長19年（1614）に高岡で二代前田利長が没した後、その正室であった永姫（織田

信長娘）が高岡より金沢城の西ノ丸に移住した。郭名もそれにちなみ玉泉院丸と呼ばれるようになった

とされる。

この頃の玉泉院丸ついては断片的な情報しかないが、庭園の池の原型と推定される堀や、溝・土坑等

が確認されている［石川県金沢城調査研究所2015d］。また、解体調査を行った玉泉院丸南西石垣の背後

からは、郭側をむいた近世初期と推測する石垣が確認されている［石川県金沢城調査研究所2010b］。郭

の西縁にあたる鼠多門続土蔵下石垣では、現状で見える最下段の一部に、慶長期頃とみられる石材が遺

存している。主郭以外の外縁部では、土羽上部を取り巻く鉢巻石垣が造られるが、玉泉院丸周辺ではこ

の頃に外縁部を画する鉢巻き石垣が造られた可能性がある。

元和期にはいると、玉泉院丸南東側にあるいもり堀縁に石垣が築かれている。

３．近世前期～庭園と石垣整備～

寛永８年（1631）の大火を契機に御殿が本丸から二ノ丸へと移動した。これに伴い大規模な土地造成

を伴う縄張変更も行われ、併せて石垣普請も進められることとなり、現在とほぼ同じ金沢城の姿が完成

する。玉泉院丸でも鼠多門続土蔵下石垣において修理痕跡を伺える。また、北東～東側の二ノ丸・本丸

附段側となる庭園の石垣は寛永11年の作庭に伴い創建されたと考えられる。江戸より帰国した三代前

田利常は、玉泉院丸の作庭に取りかかっており(「三壺聞書」)、玉泉院の屋敷跡に露地を築くことを命

じ、土をならして泉水にすべきところの土を町中に下されると触れて金沢町から人夫を集めて作業を

させたのだという。利常の思い入れは強く、毎日普請場へ出て進捗を見守ったようである。こうして、

それまでは二ノ丸との間に堀をもつ防御空間として存在していた玉泉院丸は、「庭園の郭」として姿を

変えることになった。

現状で寛永期の石垣は視認できないが、色紙短冊積石垣周辺の石垣群の調査成果として、寛文期以前

に遡る可能性がある根石を確認している。

寛永16 年（1639）に利常が小松城に隠居して以降、金沢城は四代光高の早逝や五代綱紀が幼少で江戸

住まいが長かったことなどから、藩主が国元に不在の状態が20 年続いた。その間、金沢城は手をいれら
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れないままであったが、寛文元年（1661）に五代綱紀が初入国してからは、城内各所で盛んに石垣修築が

行われることとなった。傷んだ石垣だけでなく、大雨や地震といった災害による石垣修理も度重なって

おり、現在でも城内各所で、寛文期に修築された石垣が確認できる。

玉泉院丸に関しては、寛文２年（1662）に、玉泉院丸土蔵建設の際の地響きにより「玉泉院丸北之石垣」

が幅16間（約29ｍ）、高さ４間（約７ｍ）にわたり崩れたとされる（第12図№３）。「玉泉院丸北石垣」は、現

状で丸の内園地に面した粗加工石積の石垣が遺存するが近代の改変により、中央部が撤去されるなど

の改変をうけている。同じ寛文２年の修理願いには、地震による被災石垣が提出されており、城内各所

で被害があったことがうかがえる。

また、寛延４年（1751）に「玉泉院様御丸鼠多門続御露路之方塀下御石垣」（第12図№６）の「押直」した、

という記録がみられる。詳細な地点までは特定できないが、玉泉院丸西側から南側にかけて二重塀下の

石垣修理が行われたと推測する。

寛永期に作庭された玉泉院丸庭園についても手が入れられており、それに伴い石垣も改築されてい

ったとみられる。玉泉院丸庭園の石垣の中にあって、ひときわ目立つ色紙短冊積石垣もこの頃と考えて

おり、角石サイズの石材を縦に配し、黒色の溶結凝灰岩である坪野石を上部の石樋やその周辺に設置し

た特徴的、かつ独創的な石垣がつくられるのもこの頃である。

４．江戸中後期～宝暦の大火と安政の地震～

18世紀代に入ると、大規模な石垣改変は行われないが、石垣の維持管理のための小規模な修理が行わ

れている。また、火災や地震等による災害復旧のための石垣修理も度々行われている。

宝暦９年（1759）寺町台地に位置する寺院からの火災により、城の大半を焼失したが、玉泉院丸は罹災

をまぬがれた。ただし、玉泉院丸の北東側、二ノ丸との境にあたる数寄屋門や松坂門周辺は被災してお

り、石垣とあわせて宝暦10年提出の修理願いに記載されている。現状の石垣にもその際の修理によると

みられる。

その後の天明３年（1783）には「玉泉院丸之内二重塀下御石垣」（第12図№15）の「押直」の記録があり、

玉泉院丸南側にある石垣の修理が行われたようだが、地点の特定はできない。本報告の南石垣や、過去

に解体修理を行った南西石垣のいずれも、調査の結果複数回の修理を経て現在に至っていることが判

明しており、天明３年の押直が含まれている可能性も高い。

寛政11 年（1799）に金沢は直下型の地震がおきており、城内でも複数箇所の石垣修理願いが出されて

いる。玉泉院丸周辺でも、「松坂高石垣」が崩れたり、「玉泉院丸之内石垣（鼠多門続櫓）」が孕み出すなど

している。鼠多門続櫓については、地震との因果関係は不明だが、文化年中に崩れ、文化７年（1810）に

修理が完了している。

安政期には全国的にも地震が相次いでおり、金沢でも安政２年（1855）２月１日に強震（飛騨地震）に

見舞われた。「玉泉院様丸御武具土蔵後御堀縁石垣」が長さ15 間程崩落や、二ノ丸の御居間先御庭に地

割れなどが生じている。被害が出た「玉泉院様丸御武具土蔵後御堀縁石垣」は「玉泉院丸北之方石垣」と

して幕府に届け出て修築の願を出し、許可がおりている。この石垣は寛文２年にも土蔵建設の地響きで

石垣が崩れたとしている箇所である。

次いで安政５年（1858）の地震では「御居間先柵下石垣」が孕み増したとの記録がある。色紙短冊積石

垣周辺の石垣群は、比較的保存状態が良好だが、柵下にあたる石垣（2601S、2602S）は、現状でいずれも中

央部分が面的に弧を描くように孕み出している。この変形と安政５年の地震との関係も不明である。

５．近代の変貌 ～軍用施設、県の体育施設から再び庭園へ～

明治をむかえ、金沢城でも明治２年（1869）の版籍奉還によって旧藩主慶寧は、この年の11月、城を出
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て八家本多邸に移った。ついで同４年（1871）の廃藩置県により、城内は兵部省ついで陸軍省の所管とな

った。玉泉院丸には明治４、５年頃から御雇い外国人であったオランダ人医師スロイスの邸宅が存在し

たとされている。玉泉院丸に存在したスロイスの邸宅は、明治７年（1874）の離任後、同８ないし９年頃

に解体され、その後「益智館」に移築されたようである（今井1996）。

庭園は、明治13年（1880）に兼六園に作られた「明治紀念之標」の土台として庭石が撤去、持ち出されて

いる。

玉泉院丸には明治17年までには金沢陸軍監獄署が置かれ、「鼠田門櫓」が監獄署倉庫・囚徒作業場とし

て使われていた（明治17年 「大日記鎮台 10 月 陸軍省総務局」）。しかし火災で焼失、門の開口部は新た

に石垣を構築し、閉塞された。

明治40年には郭の南方斜面が鋤きとられ、堀の埋め立てが行われた。いもり坂が造成されたのもこの

頃と考えられる。

戦後、城内には国立金沢大学が置かれ、城内の主要部は大学用地として利用された。玉泉院丸には昭

和30年10月に、石川県スポーツセンターが建てられるも、昭和38年の「38豪雪」で倒壊、２年後の昭和40

年４月に石川県体育館として再建された。この際に石垣の一部が開削、撤去され通路となっている。平

成20年には体育館が取り壊され、石川総合スポーツセンターとして金沢市稚日野町に移転し、体育館跡

地となった玉泉院丸は庭園として平成27 年３月に暫定的に整備されるにいたった。
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年代 内容 出典

近

世

初

期

天正 19 年 (1591) 頃 重臣村井長頼の屋敷が西ノ丸に置かれていた。
「三壺聞書」（県図森田）、「亜相公夜話」（加越能）、 
「新山田畔書」（加越能）

慶長５年 (1600) 頃
関ヶ原合戦ののち、重臣長連龍の屋敷が西ノ丸に置かれたと
伝える。

「長谷部信連記」（加越能）、
『金沢古蹟志』、「可観小説」（加越能）

慶長後半期 (1605 ～ 14）
金沢城の絵図に、西ノ丸に近藤大和守・上坂又兵衛、三ノ丸に
長連龍の屋敷が描かれる。

「加州金沢之絵図」（東大図）ほか

元和元～３年 (1615 ～ 17)
玉泉院（二代前田利長正室 永、織田信長娘）の屋敷が造営され、
ここに移る。 

「御歴代御書写」一（加越能）、「本藩歴譜」『金沢市史』

元和９年 (1623) 金沢城内で玉泉院没する。 「三壺聞書」、「本藩歴譜」　　　　　

近

世

前

期

寛永８年 (1631) 大火を契機に二ノ丸御殿を造営する。 「加藩国初遺文」（加越能）

寛永９年 (1632) 辰巳用水を開削し城内に引水する。 「金城深秘録」（県図森田）

寛永 11 年 (1634) 京都の庭師剣左衛門を招いて作庭する。
「三壺聞書」、 
「菅家見聞集」（加越能）

寛文元年 (1661) 玉泉院丸に厩を建設し、「池」を掘らせる。 「政隣記」（加越能）、「日帳」（県図森田）

元禄元年 (1688)
馬廻組番所を撤去し、千宗室に御亭や露地の整備を指示する。 
同年９月厩を取り壊し、御亭や花畑を整備する。

「葛巻昌興日記」（加越能）

宝暦８年 (1758) 鼠多門周辺の石垣が崩れているのが確認される。 「御城御巡見御道筋」（加越能）

近

世

中

後

期

宝暦９年 (1759) 玉泉院丸、大火による焼失をまぬがれる 「金沢城類焼後普請等被仰付候絵図」（加越能）

明和２年 (1765) 鼠多門橋を架け替える。 「政隣記」

文化９年 (1812) 鼠多門長屋を修理する。 「御触抜書」（玉図奥村）、『加賀藩史料』

文化 13 年 (1816) 鼠多門を玉泉院様丸御門と改称する。 「御城方御親翰御加筆物写」『加賀藩史料』

文政４年 (1821) 武具土蔵を新築する。 名倉氏採取文書（金沢大）

天保３年 (1832) 斉泰、カラカサ亭の設置を命ずる。 「温敬公日記」（育徳会）

安政２年 (1855) 地震で鼠多門続土蔵に被害が及ぶ。 「御用方手留」『加賀藩史料』

近

代

明治４年 (1871) 頃 オランダ人医師スロイスの邸宅が置かれる（～明治８又は９年頃）『金沢古蹟志』

明治 10 年 (1877) 鼠多門橋、老朽化により撤去される。 『稿本金沢市史』

明治 13 年 (1880)
兼六園に設置された明治紀念之標の土台石組みに玉泉院丸の庭石
を転用する。

『稿本金沢市史』

明治 15 年 (1882) 金沢営所囚獄（16 年より金沢陸軍監獄署と称す）を新築する。 国立公文書館文書

明治 17 年 (1884)
盛り土地盤沈下のため、新築した陸軍監獄署が傾く。
鼠多門が焼失する。

「陸軍大日記」（防衛研究所）

明治 31 年 (1898) 鼠多堀埋め立てが完成する。 『金沢の百年』

明治 40 年 (1907) 玉泉院丸の南方斜面を削平する。 「陸軍大日記」（防衛研究所）

大正 13 年 (1924) 頃 玉泉院丸に馬関連施設を設置する。 「第９師団関係資料（建造物履歴表）」『金沢市史』

戦

後

昭和 24 年 (1949)　 金沢大学が開学、玉泉院丸跡に薬草園を設置。 『金沢大学五十年史 通史編』

昭和 30 年 (1955)　 県スポーツセンター竣工。40 年県体育館竣工。 『石川県体育協会 20 年の歩み』

平成 20 年 (2008)　 県体育館閉館、解体撤去。 「玉泉院丸庭園」石川県ＨＰ

平成 27 年 (2015)　 暫定整備のもと玉泉院丸庭園復元。 「玉泉院丸庭園」石川県ＨＰ

令和 2年（2020） 鼠多門、鼠多門橋完成。

＊出典欄の略称は次のとおり

〔史料蔵書機関〕

県図森田＝石川県立図書館森田文庫、加越能＝金沢市玉川図書館加越能文庫、東大図＝東京大学総合図書館、玉図奥村＝金沢市立玉川図書館奥村文庫、

防衛研究所＝防衛研究所戦史研究センター、育徳会＝（公財）前田育徳会、石川歴博＝石川県立歴史博物館、金沢大＝金沢大学文学部日本史研究室

〔図書〕

『金沢古蹟志』＝歴史図書社（1976 年）、『金沢市史』＝『金沢市史』資料編３ 近世一、『稿本金沢市史』（金沢市役所 1973 年復刻版）、『金沢の百年』（金

沢市史編さん室編 1965）、『金沢大学五十年史 通史編』（金沢大学創立 50 周年記念事業後援会 1999 橋本確文堂）、『石川県体育協会 20 年の歩み』（石

川県体育協会 1968）

第 3 表　玉泉院丸年表
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4（天和2・崩）4（天和2・崩）

23（文化5・災損）
     （安政2・願）

23（文化5・災損）
     （安政2・願）

10（宝暦9・災損）
（安政2・願）

10（宝暦9・災損）
（安政2・願）

23（文化5・災損）（安政2・願)23（文化5・災損）（安政2・願)

9（宝暦9・災損）9（宝暦9・災損）

12（宝暦9・災孕)12（宝暦9・災孕)

11（宝暦9・災孕）11（宝暦9・災孕）

22（文化5・災損）22（文化5・災損）

13（宝暦9・災損）13（宝暦9・災損）

16（寛政11・震崩）16（寛政11・震崩）

17（寛政11・震地割）17（寛政11・震地割）

18(寛政11・震孕）18(寛政11・震孕）

14（安永3・積直)
　　　　　（安永4・孕,寛政11・震孕,文化年中・崩）
14（安永3・積直)
　　　　　（安永4・孕,寛政11・震孕,文化年中・崩）

8（宝暦2・押直）8（宝暦2・押直）

1（寛永8・許）1（寛永8・許）

2（寛永8・許）2（寛永8・許）

21（文化5・普請）21（文化5・普請）

3（万治4・願）
（寛文2・出来）
（安政2・震崩,願）

3（万治4・願）
（寛文2・出来）
（安政2・震崩,願）

7（宝暦2・押直）7（宝暦2・押直）

20（享和元・出来）20（享和元・出来）

15（天明3・押直）15（天明3・押直）
6（寛延4・押直）6（寛延4・押直）

19（享和元・普請）
（安政5・震孕増）

19（享和元・普請）
（安政5・震孕増）

5（元文4・押直）5（元文4・押直）

数字 第４表の「位置番号」に対応
 ●  城郭修補願図に則した箇所

 例　９（正保元・普請）
　　 29（寛文２・震崩,願,許）
　　 36（寛文４・出来）
　　正保元年に石垣普請、寛文２年に地震で崩れたため、　
　　修理願が出され、許可を受ける。寛文４年に修築。

200 10 30 40 80m

第 12 図　石垣被災 ・修築
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位置
番号 年代 場所

誘因
履歴

参考文献

種別 内容 規模 史料番号 -頁 論文番号 -頁

寛永８年 (1631) 寛永の大火 4.14 災 1b

1
寛永８年 (1631)

芳春院丸境石垣
許可 9.1 13b

c-54 
d-70,762 「北明候門脇石垣」（裏口門ヵ）

3

万治４年 (1661) 「玉泉院丸北之石垣」 地響き崩、地盤が悪い
拾六間高サ四間 (28.8 ｍ、高さ
7.2 ｍ )

願 1.16 13c
c-52 
d-69,76

寛文２年 (1662)
「玉泉院様御丸北之方」 普請 7-4

c-50 ～ 52 
d-65,67,76

「玉泉院様御丸北之方御石垣」 出来 14 a-45,46

4 天和２年 (1682)
「薪御丸、玉泉院様御丸之間カシ (から )堀
之高崩御石垣」

崩(※被害報告書の年代、
詳細は不明）

14 a-46

5 元文４年 (1739) 「玉泉院様御泉水之高御石垣」 崩
高弐間半幅四間半 (高さ 4.5 ｍ、
幅 8.1 ｍ )

押直 11
月

6 寛延４年 (1751)
「玉泉院様御丸鼠多門続御露路之方塀下御石
垣」

押直閏 6
月

宝暦２年 (1752) 「強地震」 2.11 災 35a,39 災 1

7
宝暦２年 (1752)

「二之御丸御数寄屋御門之内御膳水井戸後通
塀下御石垣」

押直 8月 8-82

8 「二之御丸御風呂屋御門之内土留御石垣」 押直 8月 8-82

宝暦９年 (1759) 宝暦の大火

9

宝暦９年 (1759)

切手門東石垣 大火 損シ
高壱間長折廻シ拾間 (高さ 1.8 ｍ、
長さ折廻し 18 ｍ )

9 e

10 切手門西石垣 大火 損シ
高壱間長折廻シ三間 (高さ 1.8 ｍ、
長さ折廻し 5.4 ｍ )

11 数寄屋丸唐門下石垣 大火 孕
高五間之内中程八尺四方 (高さ 9
ｍ、2.42 ｍ四方 )

12 数寄屋丸西下段石垣 大火 孕
高四間長五間 (高さ 7.2 ｍ、長さ
9ｍ )

13 松坂門下石垣 大火 損シ
高二間三尺長折廻シ拾五間 (高さ
4.5 ｍ、長さ折廻し 27 ｍ )

14

安永年間 「玉泉院様丸御門続御櫓台」 積直 5-154

安永３年 (1774) 「鼠多御門続御櫓台」
「出来無間茂孕地震ニ大
孕文化年中崩申候」

積直 4b-322

15 天明３年 (1783) 「玉泉院様丸之内二重塀下御石垣」 押直 6-197,198

寛政 11 年 (1799)
「強地震」 
「古来稀成大地震」

5.26、
7.2、
8.28

災 3e,13 ～
15

災 3

16

寛政 11 年 (1799)

「松坂者高石垣」 地震 崩れ 3d-890

「松坂高石垣」 地震 崩れ 15 g-94

17 二ノ丸御居間先周辺 地震 地割れ 3d-889

18 「玉泉院丸之内石垣」(鼠多御門続櫓台） 地震 孕 3d-895,896

19
享和元年 (1801)

「二ノ丸御居間先柵下石垣」
普請開始
5.10

3e-40 b

20 「松坂門続櫓台」 出来 10-451 f

21 文化５年 (1808) 二ノ丸御居間先土蔵下石垣 普請 11-478 f

文化５年 (1808) 文化の大火 1.15
災
3f,5b,17,18

22 文化５年 (1808) 御雛土蔵 大火 破損 高弐間弐尺 (高さ 4.2 ｍ )

安政元年 (1854)
「強き地震」 
「大地震」

6.15 
11.4

災 27 ～ 29, 
30b,33

災 1

安政２年 (1855) 「余程強地震」 2.1 災30a,31,32

10

安政２年 (1855)

７ 切手門西石垣 大火 願 12 e

23 １ 切手門左方土塀下石垣 大火 文化５年 (1808) 被災未
修理箇所

願 12 e

22 ２ 御雛土蔵下石垣 大火 願 12 e

3 「玉泉院丸北之方石垣」 地震 崩
高四間長拾五間 (高さ 7.2 ｍ、長
さ 27 ｍ )

願 12 e

3

「玉泉院様丸御武具所役所後御土蔵と右御丸
御門並之御土蔵間之御石垣」(玉泉院丸北之
方石垣？ )

地震 崩落、2.1
長拾弐 ,三間 (長さ 21.6 ～ 23.4
ｍ )

2-670

「玉泉院丸北之方石垣」 地震 崩、2.1 1-672,673 b

安政５年 (1858) 「強地震」 2.26 災 21b,33

19 安政５年 (1858) 「御居間先柵下石垣」 地震 孕増、2.26 16 a-88

安政６年 (1859) 「強地震」 1.13 災 30b,38 災 1

【史料】

1「公私日記」『加賀藩史料』藩末編上巻 ,2「御用方手留」『加賀藩史料』藩末編上巻 ,3d「政隣記」『加賀藩史料』第 10 編 ,3e「政隣記」『加賀藩史料』第 11 編 ,4b「高石垣等之事」（「宝

暦九年四月御城御焼失同十年ゟ安永年中迄御石垣積直御出来ケ所積方等善悪之事」）『金沢城郭史料』,5「古伝書」『金沢城郭史料』,6「文禄年中以来等之旧記」『金沢城郭史料』,7「先

祖由緒并跡々勤方等之覚」『金沢城郭史料』,8「勤方之覚」『金沢城郭史料』,9 宝暦 10 年「金沢城図」(( 公財 )前田育徳会蔵 ),10 享和元年「(松坂門続櫓台 )石垣東南根水之図」「松

坂御門続櫓台石垣出来指図絵図」『金沢城郭史料』,11 文化５年「二之丸御居間土蔵下石垣縄絵図」『金沢城郭史料』,12 安政３年「金沢城石垣破損絵図」(金沢市立玉川図書館

蔵 ),13「古より公儀江被上候御城絵図・御国絵図改申品々之帳」『公儀へ被上候御城并御国絵図品々帳』,13b 寛永８年江戸幕府年寄連署奉書 (９月１日 ),13c 万治４年前田綱

紀石垣修理願書 (１月 16 日 ),14「御普請会所役付等覚書」(河内山勲文書 ),15「寛政十一巳未年五月大地震記」『北國地震記』,16「地震之節心得」『御普請奉行諸事留』

【論文】

a石川県金沢城調査研究所 2013『金沢城普請作事史料１』,b 石川県教育委員会 1991『金沢御堂・金沢城調査報告書Ⅰ』（金沢城史料編）,c 木越隆三 2003「資料紹介：古より

公儀江被上候御城絵図・御国絵図改申品々之帳」『研究紀要　金沢城研究』創刊号 ,d 木越隆三 2003「元和～寛文期の金沢城修築について」『研究紀要　金沢城研究』創刊号 ,e

木越隆三 2004「金沢城全域絵図の分類と編年 -金沢城絵図調査報告Ⅰ -」『研究紀要　金沢城研究』第２号 ,f 北野博司 2001「加州金沢城の石垣修築について」『東北芸術工科

大学紀要』№８東北芸術工科大学 ,g 前川哲朗 1996「近世の金沢地域における震災史料について」『市史かなざわ』第２号　金沢市

第 4 表　主な災害・修築記録年表（玉泉院丸周辺）
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２.寛文２（1662）年　「寛文二年金沢御城御普請の絵図並奉書（別題「加州金沢城絵図」)」金沢大学附属図書館蔵

１.慶長 16（1611）年頃　　　　　　　　　　　　　　　「加州金沢之城図」　東京大学総合図書館蔵

第 13 図　玉泉院丸と周辺絵図１
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１.寛文７（1667）年 　「寛文七年金沢御城二丸石垣御普請の絵図付奉書」金沢大学附属図書館蔵

２.延宝年間（1673 ～ 1681）　  「金沢御城絵図」（公財）前田育徳会蔵

第 14 図　玉泉院丸と周辺絵図２

Administrator
長方形
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１.延宝４～元禄年間（1676 ～ 1704）　 　「金沢城絵図幅」石川県立歴史博物館蔵

２.元禄元年（1688）以降 　「金沢城絵図」石川県立歴史博物館蔵

第 15 図　玉泉院丸と周辺絵図３
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１.18 世紀前半 　「金沢城図（奥村家鎧袋内・箱入」）　金沢市立玉川図書館蔵

２. 文政 13（1830）年 　「御城中壱分碁絵図」　横山隆昭氏蔵

第 16 図　玉泉院丸と周辺絵図４
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１.嘉永３（1850）年  「御城分間御絵図」　（公財）前田育徳会蔵

２.明治 40（1907）年 　「金沢城之図」　防衛研究所戦史研究センター蔵

第 17 図　玉泉院丸と周辺絵図５

Administrator
長方形
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１．昭和 20（1945）年 「第五十二師団司令部図」　石川県立歴史博物館蔵

第 18 図　玉泉院丸と周辺絵図６
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第４節　既往の調査成果

１．金沢城の発掘調査（第 23 図、第５・６表）

金沢城跡における埋蔵文化財調査は、昭和43年の金沢城学術調査委員会が実施した本丸・二ノ丸等の

学術調査が端緒である。昭和50～ 61年には金沢大学が主体となり、大学施設設置工事に伴う調査を実

施している。

平成４～６年には県土木部が所管する都市計画道路整備に伴い、石川県立埋蔵文化財センターが石

川門前土橋、車橋門の一部で調査を実施している。平成８年に石川県が金沢城跡の用地を国から取得し

たことに始まる金沢城公園整備事業に伴い、平成９～13年にかけて石川県立埋蔵文化財センター（平成

10年以降は（財）石川県埋蔵文化財センター）が二ノ丸内堀・菱櫓、本丸附段、三ノ丸等の調査を実施した。

平成13 年、石川県教育委員会文化財課に金沢城研究調査室（平成19 年度に石川県金沢城調査研究所

に改組）が開設され、翌年より絵図・文献、埋蔵文化財、建造物、石垣等伝統技術の４分野から総合的な調

査研究が開始された。埋蔵文化財確認調査事業は初期金沢城の解明を目的として平成14年度から継続

的に実施されている。調査では本丸・東ノ丸を中心にして石垣の構築過程、本丸大手通路（虎口）の変遷

過程、本丸の造成状況、庭園遺構の検出など多くの成果がある。

平成15 年度以降は公園整備事業に係る調査が再開され、いもり堀・河北門・玉泉院丸庭園・橋爪門・鼠

多門で復元整備にかかる確認調査が実施された。このほか、都心軸整備推進事業として（財）石川県埋蔵

文化財センターが城の外郭部にあたる堂形で調査している。

令和２年度からは、二ノ丸御殿復元にむけて確認調査が進められている。

２．玉泉院丸とその周辺の調査

（１）昭和 52 年度（二ノ丸学術調査）

昭和52年に金沢大学が学術調査として、数寄屋屋敷の一部の調査を行っており、建物の礎石及び石組

排水溝や、明治14年の二ノ丸火災とみられる焼土層を確認している［佐々木達夫1981］。

（２）平成 13 年度（風呂屋口門等）

平成13年度に（財）石川県埋蔵文化財センターにより、金沢城公園の園路整備に伴う発掘調査を数寄

屋屋敷で実施している。調査では、現存する風呂屋口門の石段の一部が近代以降改修されていること

や、切手門周辺で近代以降の石組溝や、近世段階の建物に付随する施設の可能性がある敷石状遺構を確

認した［金沢城調査研究所2016ｄ］。

（３）平成 17 ～ 19 年度調査（玉泉院丸南西石垣）

平成17年度から金沢城研究調査室（平成19年度より

金沢城調査研究所）による玉泉院丸南西石垣の修築に

伴う上面遺構調査及び石垣解体調査を実施した。

主な調査成果として、石垣の上面遺構として二重塀

の基礎構造を確認し、解体範囲の石垣において近・現代

を含め改修は４～５回行われたことを確認した。また、

東側法面では、近世初期の自然石を積んだ石垣を検出

した。[県土木部公園緑地課・金沢城調査研究所2010]

（４）平成 20 ～ 24 年度調査（玉泉院丸庭園）

平成20年度から、旧県体育館跡地の玉泉院丸整備に

先立ち、遺構確認調査を行い、平成23年度から玉泉院丸の復元のための調査を行った。

玉泉院丸北部の第１地点において、池跡東岸の石垣根石、作庭以前の堀跡等の一部を検出し、北部の

池が作庭以前の堀を利用し構築されたこと、東岸の石垣が作庭時に構築されたこと等が判明した。

第 19 図　玉泉院丸南西石垣 （整備後）
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西部の第２地点・第３地点では、池跡、護岸石垣、中島（大）、出島、

作庭以前の溝、竪穴状遺構等の一部を検出した。西部の池が作庭以

前の盛土や地山を掘り窪めて造成されたこと、池の造成に伴い、中

島（大）や出島を削り出していたこと等が明らかとなった。この他、

ボーリング調査も実施しており、玉泉院丸全域の旧地形や主要な遺

構の分布状況・変遷等を確認した。

池泉北東部とその東側斜面の第４地点では、池跡、護岸石組、滝

石組および滝石組に至る導水路等を検出した。滝石組は４段程度の

段落ちの滝とみられる。

色紙短冊積石垣周辺の第５地点では、色紙短冊積石垣下から滝

壺、滝壺に伴う石組、石組の松坂側溝、護岸石垣、護岸石垣下に作ら

れた暗渠等を検出した。色紙短冊積石垣及び周辺の石垣の調査で

は、創建時期の特定には至らなかったが、石加工の特徴等から寛文

年間頃の可能性が考えられる。［金沢城調査研究所2015d、2018d］

（５）平成 25 年度調査（玉泉院丸南石垣等）

玉泉院丸外周石垣整備に伴い、玉泉院丸南石垣で石垣の復元と、修築に伴う上面遺構調査と石垣解体

調査を行った。また、石垣修景のため部分修理と詰石

補修を４地点で行った。主な調査成果として、上面遺

構では、二重塀の控柱跡や出窓の柱礎石を検出した。

石垣解体調査では少なくとも近・現代を含め４回の改

修が行われたことを確認した。[県土木部公園緑地課・

金沢城調査研究所2017]

（６）平成 26 ～ 30 年度調査（鼠多門・鼠多門橋）

鼠多門及び鼠多門橋の復元整備に伴い、埋蔵文化財

確認調査を実施した。

鼠多門では、側壁石垣（下部）の遺存、そして中央大柱

礎石及び鏡柱・脇柱・背面大柱礎石の抜取痕跡を確認

し、８本の柱位置を確定したほか、櫓の束柱礎石、中柱

礎石の抜取痕跡、石垣に残る痕跡等から、その規模と

構造を明らかとした。

鼠多門の東側にある紅葉橋へと至る坂道では延石の

抜取痕跡、西側にある金谷出丸へと繋がる鼠多門橋で

は、最終段階に属する橋脚を構成する木柱や前段階の

橋脚痕跡等も確認した［金沢城調査研究所2020d、

2021c］。

（７）平成 30 ～ 31 年度調査（切石積石垣）

金沢城調査研究事業「城郭庭園等の総合研究」に係る

切石積石垣確認調査について、平成29年度に数寄屋屋敷北、平成30年度に玉泉丸庭園南東部の平成31年

度は色紙短冊積石垣周辺を対象に調査を実施した。［石川県金沢城調査研究所2018e、2019d］詳細は本書

にて報告する。

第 20 図　玉泉院丸庭園　第５地点 （滝壺）
※撮影：奈良文化財研究所

第 21 図　玉泉院丸南石垣 （整備後）

第 22 図　鼠多門 ・鼠多門橋調査区 （全景）
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№ 調査箇所 調査年度 調査主体 調査原因 備考 文献

1 本丸 昭和 43(1968) 金大金沢城調委 学術調査 四脚門・礎石建物跡
井上 1969・吉岡 1985・増山
1999

2 本丸附段 昭和 43(1968) 金大金沢城調委 学術調査
井上 1969・吉岡 1985・増山
1999

3 三ノ丸 昭和 43(1968) 金大金沢城調委 学術調査 川原石石積
井上 1969・吉岡 1985・増山
1999

4 二ノ丸 昭和 43(1968) 金大金沢城調委 学術調査 能舞台跡・台所跡・極楽橋付近建物跡
井上 1969・吉岡 1985・増山
1999

5 二ノ丸 昭和 44(1969) 県教委・金大 校舎増築 殿舎跡・排水施設・用水路
県教委 1970・吉岡 1985・増
山 1999

6 本丸 昭和 44(1969) 県教委・金大 学術調査 三階櫓・三十間長屋跡
県教委 1970・吉岡 1985・増
山 1999

7 四十間長屋 昭和 50(1975) 金大 学生会館別館建設 長屋礎石・櫓石垣
上野 1976・吉岡 1985・増山
1999

8 二ノ丸 昭和 52(1977) 金大 学術調査 明治 14 年焼失の御殿跡
佐々木 1981・吉岡 1985・増
山 1999

9 三ノ丸～四十間長屋間通路 昭和 54(1979) 金大考古学研究室 無線アンテナ設置 大型礎石
佐々木 1980・吉岡 1985・増
山 1999

10 藤右衛門丸北側法面裾部 昭和 56(1981) 金大考古学研究室 擁壁設置 石垣列・瓦 貞末ほか 1986・増山 1999

11 黒門横北側懸崖部 昭和 61(1986) 金大考古学研究室 境界崖部崩落防止工事 石垣列・切石側溝、瓦 貞末ほか 1989

12 兼六園（江戸町推定地） 平成元年 (1989) 県埋文センター 店舗改築 17 世紀初期の遺構面（礎石建物等） 県埋文センター 1992

13 石川門前土橋（石川橋） 平成 4-6(1992-94) 県埋文センター 道路整備
土橋の形成過程　16 世紀後半頃の鍛冶
関連遺構等

県埋文センター 1997・1998

14 車橋 平成 6(1994) 県埋文センター 道路整備 石垣 県埋文センター 1996

15 内堀第１次・菱櫓 平成 9(1997) 県埋文センター 公園整備（復元整備）
堀・橋脚（埋置された刀・鏡・銭）・菱
櫓礎石等

金沢城調査研究所 2011d・
2012b

16 本丸附段
平成 10・12(1998・
2000)

( 財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 階段跡 金沢城調査研究所 2019c

17 三ノ丸第１次 平成 10(1998) ( 財）県埋文センター 公園整備（施設建設） 鉄砲所跡（鍛冶場遺構）、鉄砲部品 金沢城研究調査室 2006b

18 いもり堀第 1次 平成 10(1998) ( 財）県埋文センター 公園整備（復元整備）
天正～元和頃の堀・土橋、元和以後の堀・
櫓台

金沢城調査研究所 2020c

19 五十間長屋
平成 10-11(1998-
99)

( 財）県埋文センター 公園整備（復元整備）
石垣内部構造　櫓・長屋礎石、17 世紀
初頭の遺構面

金沢城調査研究所 2011d・
2012b

20 内堀第２次 平成 11(1999) ( 財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 西半北側石垣の構造把握
金沢城調査研究所 2011d・
2012b

21 新丸第１次 平成 11(1999) ( 財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 近代に埋没した堀の範囲確定 金沢城調査研究所 2016d

22 三ノ丸第 2次 平成 11(1999) ( 財）県埋文センター 公園整備（施設建設） 礎石建物（番所跡）、石組井戸 （財）県埋文センター 2002a

23 鶴ノ丸第１次 平成 11(1999) ( 財）県埋文センター 公園整備（施設建設） 木樋・石樋（辰巳用水） 金沢城調査研究所 2016d

24 新丸第２次 平成 11(1999) ( 財）県埋文センター 公園整備（施設建設） 16 世紀後半から末期頃の遺構面 （財）県埋文センター 2002a

25 橋爪門外橋橋脚基礎 平成 11(1999) ( 財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 橋脚基礎の構造把握
金沢城調査研究所 2011d・
2012b

26 二ノ丸園路 平成 11(1999) ( 財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 礎石、石組遺構 金沢城調査研究所 2016d

27 三ノ丸第３次 平成 11(1999) ( 財）県埋文センター 公園整備（設備設置） 土坑
金沢城調査研究所 2011d・
2012b

28 鶴ノ丸第２次 平成 12(2000) ( 財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 16 世紀末期頃の遺構面 金沢城調査研究所 2015c

29 いもり堀第２次 平成 12(2000) ( 財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 慶長後半から元和年間の石垣 金沢城調査研究所 2020c

30 北ノ丸第１次 平成 12(2000) ( 財）県埋文センター 公園整備（園地整備） 火葬遺構、空堀跡、石瓦等 金沢城調査研究所 2019c

31 いもり堀第３次 平成 12(2000) ( 財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 元和以前の堀・土橋・土俵護岸　金箔瓦 金沢城調査研究所 2020c

32 三ノ丸第４次 平成 12(2000) ( 財）県埋文センター 公園整備（園路整備）
河北門石垣台・礎石、16 世紀後半～末
頃の遺構面

金沢城調査研究所 2011c

33 新丸第３次 平成 12(2000) ( 財）県埋文センター 公園整備（園路整備）
尾坂門石段、16 世紀後半～末期頃の遺
構面 
36 と合わせて尾坂門調査として報告

金沢城調査研究所 2016d

34 風呂屋口門等 平成 13(2001) ( 財）県埋文センター 公園整備（園路整備）
石段、石組溝 
数寄屋屋敷調査区として報告

金沢城調査研究所 2016d

35 橋爪門枡形 平成 13(2001) ( 財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 土坑、ピット 金沢城調査研究所 2015c

36 尾坂門 平成 13(2001) ( 財）県埋文センター 公園整備（植栽）
石組溝、路面 
33 と合わせ尾坂門調査として報告

金沢城調査研究所 2016d

37 本丸周辺 平成 14(2002） 金沢城研究調査室 保存目的調査 本丸虎口変遷の把握 金沢城調査研究所 2008d

38 本丸周辺 平成 15(2003） 金沢城研究調査室 保存目的調査 三十間長屋続櫓台石垣の調査等 金沢城調査研究所 2008d

39 いもり堀 平成 15(2003） 金沢城研究調査室 公園整備（復元整備） 鯉喉櫓台の検出 金沢城調査研究所 2020c

40 本丸周辺 平成 16(2004） 金沢城研究調査室 保存目的調査 寛永大火以前の２面の遺構面 金沢城調査研究所 2008d

41 いもり堀 平成 16(2004） 金沢城研究調査室 公園整備（復元整備） 築城当初の堀の規模を確認 金沢城調査研究所 2020c

42 本丸 平成 17(2005） 金沢城研究調査室 保存目的調査 本丸三階櫓石垣 金沢城調査研究所 2014d

43 玉泉院丸（南西石垣） 平成 17(2005） 金沢城研究調査室 公園整備（石垣修築）
近代の改修、石垣上部の二重塀の基礎
構造の把握

公園緑地課・調査研究所 2010

44 本丸 平成 18(2006） 金沢城研究調査室 保存目的調査
元和期の大規模造成、初期金沢城の礎
石建物

金沢城調査研究所 2014d

45 玉泉院丸（南西石垣） 平成 18(2006） 金沢城研究調査室 公園整備（石垣修築） 部分修理の把握、初期金沢城石垣 公園緑地課・調査研究所 2010

46 河北門 平成 18(2006） 金沢城研究調査室 公園整備（復元整備） 残存状況、規模、改修、創建時期の把握 金沢城調査研究所 2011c

47 いもり堀 平成 18(2006） 金沢城研究調査室 公園整備（復元整備） 南岸の位置確認 金沢城調査研究所 2020c

48 本丸 平成 19(2007） 金沢城調査研究所 保存目的調査 寛永８年大火以前の大型遺構 金沢城調査研究所 2014d

49 石川門（右方太鼓塀） 平成 19(2007） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 控柱跡の確認 金沢城調査研究所 2014c

50 玉泉院丸（南西石垣） 平成 19(2007） 金沢城調査研究所 公園整備（石垣修築）
改修範囲と時期、初期金沢城石垣の変
遷の確認

公園緑地課・調査研究所 2010

第 5 表　金沢城発掘調査一覧（１）



― 28 ―

№ 調査箇所 調査年度 調査主体 調査原因 備考 文献

51 河北門 平成 19(2007） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備）
枡形門創建前 (慶長後期以前 )の遺構
確認

金沢城調査研究所 2011c

52 いもり堀 平成 19(2007） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 南岸の位置確認 金沢城調査研究所 2020c

53 本丸 平成 20(2008） 金沢城調査研究所 保存目的調査 寛永８年大火以前の大型遺構 金沢城調査研究所 2014d

54 石川門（右方太鼓塀） 平成 20(2008） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 控柱跡の確認 金沢城調査研究所 2014c

55 河北門 平成 20(2008） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 石垣解体調査（ニラミ櫓台、一ノ門頬当）金沢城調査研究所 2011c

56 いもり堀 平成 20(2008） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備）
堀の南岸、辰巳用水石管、近世初期の
石垣、石列等

金沢城調査研究所 2020c

57 玉泉院丸（泉水） 平成 20(2008） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 泉水北部の遺構確認 金沢城調査研究所 2015d

58 玉泉院丸（いもり坂石垣） 平成 20(2008） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 石垣変形箇所の基底部試掘 金沢城調査研究所 2019c

59 兼六園栄螺山 平成 21(2009） 金沢城調査研究所 文化財修理（石垣修築）石垣解体調査 管理事務所・調査研究所 2012

60 いもり堀 平成 21(2009） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備）
鯉喉櫓台石垣東部の残存状況確認、一
部解体

金沢城調査研究所 2020c

61 玉泉院丸 平成 21(2009） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認）
泉水中央部、北部の遺構確認（中島、出
島、景石等）

金沢城調査研究所 2015d

62 兼六園栄螺山 平成 22(2010) 金沢城調査研究所 文化財修理（石垣修築）石垣解体調査 管理事務所・調査研究所 2012

63 石川門 (左方太鼓塀） 平成 22(2010) 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 控柱跡の確認 金沢城調査研究所 2014c

64 橋爪門 平成 22(2010) 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 二ノ門礎石根固坑、石組暗渠 金沢城調査研究所 2015c

65 玉泉院丸 平成 22(2010) 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認）
泉水北東部の遺構確認（護岸石組・景
石等）

金沢城調査研究所 2015d・
2018d

66 兼六園栄螺山 平成 23(2011） 金沢城調査研究所 文化財修理(石垣修築）石垣・石造物の解体調査 管理事務所・調査研究所 2012

67 石川門 (左方太鼓塀） 平成 23(2011） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 控柱跡の確認 金沢城調査研究所 2014c

68 橋爪門 平成 23(2011） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備）
二ノ門礎石根固坑、石組暗渠、近世初
期遺構

金沢城調査研究所 2015c

69 玉泉院丸 平成 23(2011） 金沢城調査研究所
公園整備 
（遺構確認・復元整備）

色紙短冊積石垣下の遺構確認 金沢城調査研究所 2018d

70 橋爪門 平成 24(2012） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 石組暗渠、石垣台、枡形路面 金沢城調査研究所 2015c

71 玉泉院丸 平成 24(2012） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備）
色紙短冊積石垣周辺と滝石組上部の遺
構確認

金沢城調査研究所 2018d

72 玉泉院丸（南石垣） 平成 25(2013) 金沢城調査研究所
公園整備 
（石垣修築・復元整備）

石垣の解体調査、近世初期の土塁確認 公園緑地課・調査研究所 2017

73 東ノ丸 平成 26(2014) 金沢城調査研究所 保存目的調査 東ノ丸庭園の遺構確認 金沢城調査研究所 2018c

74 玉泉院丸 平成 26(2014) 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門・鼠多門橋の遺構確認
金沢城調査研究所 2020d・
2021c

75 玉泉院丸 平成 27(2015) 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門の遺構確認
金沢城調査研究所 2020d・
2021c

76 金谷出丸 平成 27(2015) 金沢市埋文センター 建物新築 塀または柵跡、瓦廃棄土坑、石組遺構
金沢市埋蔵文化財センター
2016a

77 玉泉院丸 平成 28(2016） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門・鼠多門橋の遺構確認
金沢城調査研究所 2020d・
2021c

78 数寄屋屋敷北 平成 29(2017） 金沢城調査研究所 保存目的調査 切石積石垣確認調査 金沢城調査研究所 2018a

79 玉泉院丸 平成 29(2017） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門・鼠多門橋の遺構確認
金沢城調査研究所 2020d・
2021c

80 玉泉院丸（南東） 平成 30(2018） 金沢城調査研究所 保存目的調査 切石積石垣確認調査
金沢城調査研究所 2018e・
2019a

81 玉泉院丸 平成 30(2018） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門の遺構確認
金沢城調査研究所 2020d・
2021c

82 玉泉院丸（北） 令和元 (2019） 金沢城調査研究所 保存目的調査 切石積石垣確認調査
金沢城調査研究所 2019d・
2020a

83 数寄屋屋敷西 令和 2(2020） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 石垣保全に係る試掘調査 金沢城調査研究所 2021a

84 二ノ丸 令和 2(2020） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 御殿建物の遺構確認
金沢城調査研究所 2020e・
2021a

85 数寄屋屋敷西 令和 3(2021） 金沢城調査研究所 公園整備（石垣修築）
石垣上面の遺構確認、斜面上部の石垣
基部確認

86 二ノ丸 令和 3(2021） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 御殿建物の遺構確認 金沢城調査研究所 2021d

A 県庁跡地（堂形） 平成 15(2003） ( 財）県埋文センター
都心地区整備（確認調
査）

焼米（堂形米蔵関連遺物）、近世初期以
前土塁遺構

（財）県埋文センター 2010

B 県庁跡地（堂形） 平成 16(2004） ( 財）県埋文センター
都心地区整備（確認調
査）

足軽番所、堂形馬場 （財）県埋文センター 2010

C 県庁跡地（堂形） 平成 19(2007） ( 財）県埋文センター
都心地区整備（施設建
設）

古代～近世の遺構面 （財）県埋文センター 2012

D 県庁跡地（堂形） 平成 20(2008） ( 財）県埋文センター
都心地区整備（施設建
設）

堂形建物、石垣、堀跡、古代～中世の
遺構面

（財）県埋文センター 2012

E 県庁跡地（堂形） 平成 24(2012） （財）県埋文センター
都心地区整備（施設建
設）

石列、石組遺構 （公財）県埋文センター 2014c

県教委：石川県教育委員会
県埋文センター：石川県立埋蔵文化財センター　　（財）県埋文センター：石川県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター（2013 年度から公益財団法人）
金沢城研究調査室：石川県教育委員会事務局文化財課金沢城研究調査室　　金沢城調査研究所：石川県金沢城調査研究所
管理事務所・調査研究所：石川県金沢城・兼六園管理事務所　石川県金沢城調査研究所　

第 6 表　金沢城発掘調査一覧（２）
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第̑章　Ҫߑ

第１⠇　調査の概要

㸯㸬ㄪᰝࡢ┠ⓗ

　金沢城調査研究所でࡣ、平成 24 年度௨後、金沢城の特質に῝く関わると考えࢀࡽる城内の庭園（城

郭庭園）遺構を主࡞ᑐ㇟として城郭庭園等の総合研究として調査に取り組んできており、平成 29 年

度に成ᯝの取りまとめを⾜い、報告書を刊⾜したࠋ

　切石積石垣確認調査事業ࡣ上記の成ᯝかࡽ、金沢城を特ᚩづける遺構で࠶り、庭園ࡸ御殿✵間の重

要࡞構成要⣲で࠶る切石積石垣について᭦に調査を῝めるため、とくに地上部分に࡯ࡣとん࡝ṧࡗて

い࡞い出現期について、発掘調査によりព匠ࡸ⠊ᅖ、出現᫬期等を確認するࡇととしたࠋ

㸰㸬ᑐ㇟⟠ᡤ࡜ㄪᰝ༊ࡢタᐃ

　平成 29 年度ࡣ数寄屋屋敷北、平成 30 年度ࡣ玉泉院丸南東、そして令和元年度ࡣ玉泉院丸北をᑐ㇟

とした（第 24 図）ࠋ平成 29 年度の数寄屋屋敷北ࡣ、㞮土蔵下石垣ࡣ上部が布築積、下部が四方積、

数寄屋屋敷北石垣ࡣ金場取ṧ積といࡗた、ᚑ来 17 世紀後༙とホ౯していたࡽࢀࡇの石積について、

より古い⑞跡が認めࢀࡽるか࠺࡝かを確認するために୧石垣のධ角部に調査区をタ定したࠋ平成 30

年度ࢀࡇ、ࡣまで玉泉院丸庭園でࡣ北部の泉水ࡸ㞮ቭ石垣周辺での発掘調査において石垣の創建᫬期

に関する所ぢをᚓていたが、南東部のエࣜ࢔についてࡣ調査の手が及んでい࡞かࡗたࡇとかࡽᑐ㇟と

したࠋ令和元年度の玉泉院丸北ࡣ、平成 24 年にⰍ⣬▷෉積石垣南面を調査しているが、遺構保ㆤの

ため江戸後期の面で発掘を೵Ṇしており、石垣の創建に関する所ぢをᚓ࡞ࢀࡽかࡗたࡇとかࡽ௒回ࡣ

東面についてᑐ㇟としたࠋいࢀࡎ調査も切石積石垣の根元部分で小つᶍࣞࢺ࡞ンチをタ定しており、

地上部の石垣のᵝ相もࡩまえ࡞がࡽ調査地点を㑅定したࠋ

㸱㸬ㄪᰝࡢ᪉ἲ

　調査区のタ定後ࡣ、現地表面かࡽ手掘りによࡗて近代௨㝆の埋土を㝖ཤしたࠋたࡔし、平成 30 年

度ࡣ公園整備᫬の造成土がཌくሁ積していると᝿定さࢀたので、その部分ࡣ重ᶵ掘๐を⾜ࡗたࠋ

　調査ࡣ、石垣の創建᫬のᵝ相を確認するため、石垣表面の加工⑞ࡸ石積みの変化ࡸ土層観ᐹを⾜い

き出しにࡴるため、根石が࡞特に根石付近の掘๐とࠋたࡗていࢀ๭りをධࡕて断ࡌᚲ要にᛂ、ࡽが࡞

ࠋたࡗ⾜をࡆ掘り下ࡽが࡞留ពし、࠺めるよ࡝る部分を᭱小㝈にと࡞

　調査記録ࢹ、ࡣジタࣝ一║ࣞフ࣓࢝ラによる෗┿᧜ᙳと手実測による土層断面図の作成を直営で

委ク業務としており、三ࡣ調査区平面図及び石垣立面図・断面図（᪤存の石垣図面に合成）ࠋたࡗ⾜

次元ࣞーࢨー計測によࡗて⾜ࡗたࠋまた、石垣石ᮦࣞࢺ、ࡸンチ内の石加工といࡗた記録についてࡣ、

通常の計測௨外にもさࡽにヲ⣽ࢹ࡞ータ取ᚓを目的としてࣁン࢕ࢹス࢟ࣕナーによる計測ࡸ、一部、

試㦂的に 3' ࠋたࡗ⾜ンタ出ຊをࣜࣉ

　調査区が小つᶍ࡞ため、ࣜࢢッࡣࢻタ定ࡎࡏ、遺物ࡣ、調査区の形≧ࢮ࢔ࡸを区切りとして、層ࡈ

とに取り上ࡆたࠋ遺構についてࡣ、ಶ別名称をつけて取り上ࡆたࠋ

　調査⤊஢後の調査区についてࡣ、調査前の≧ἣに᚟ᪧとしており、ᇶ本的にࡣ掘๐による発生土に

よる埋めᡠし作業を⾜ࡗたࠋたࡔし、௒回の調査による掘๐⠊ᅖࡸ῝さを記録資料ࡔけで࡞く、現地

にも表♧するため、遺構面の保ㆤのために、断面ࣞࢺࣈࢧࡸンチにࡣ土の࠺をධࢀ、発掘೵Ṇ面にࡣ

୙織布ࡸ㯤ᶳⰍ◁を敷く࡝࡞したࠋ
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第２⠇　数寄屋屋敷北調査区

㸯㸬ㄪᰝ༊ࡢ఩⨨࡜ㄪᰝࡢᴫせ㸦➨ ��・�� ᅗ㸧

　本調査区ࡣ、二ノ丸⿬口門の㞮土蔵下石垣の西面（2710:）と数寄屋屋敷北石垣（2800N）の東端と

が᥋し、ධ㝮部とࡗ࡞ている⟠所に࠶たるࢀࡇࠋより北側ࡣ三ノ丸、南側が二ノ丸と࡞るࠋ

௒回の調査でࡣ、金沢城の切石積石垣のึ現期のᵝ相を探るࡇとを目的としており、ᑐ㇟とした㞮

土蔵下石垣（2710:）と数寄屋屋敷北石垣（2800N）についてࡣ、ᚑ来、17 世紀後༙のᵝᘧとしてホ

౯していたが、୧石垣の埋ἐ部分に、より古い᫬期の⑞跡が認め࡞ࢀࡽいか確認するࡇととしたࠋ

近世段㝵かࡽ現ᅾに⮳るまで、絵図をみると、城内のⅆ⅏ࡸ、地㟈といࡗた⅏ᐖによࡗて、ఱ回か

の石垣修理㢪いが出さࢀているが（第 12・44 図）、堀ࡸ石垣といࡗたᇶ本的࡞㓄置に大き࡞変化ࡣみ

る（第࠶で࠺いよ࡞ࢀࡽ 43 図）ࠋ

調査区ࡣ㞮土蔵下石垣西面（2710:）ἢいに、南北７㹫、東西２㹫のࣞࢺンチをタ定したࠋ調査の

㐍ᤖにకい、堀ᗏの一部で数寄屋屋敷北石垣（2800:）にἢࡗて西側にࣞࢺンチを 1.5 㹫ᣑ張したࠋ

調査ࡣ表土㝖ཤかࡽ全てேຊ掘๐で⾜ࡗたࠋ調査でࡣ౽ᐅ的に法面上の平ᆠ部と、法面、堀ᗏに区

分して遺物の取り上ࡆを⾜ࡗたࠋ

㸰㸬ᇶᮏᒙᗎ

　本調査区の層ᗎࡣ、Ⅰ㸸近代௨㝆の埋土層、Ⅱ㸸近世の整地土に大別したࠋ

Ⅰ層ࡣ㹟・㹠層に⣽別し、㹟㸸公園整備᫬の造成土、㹠㸸近代௨㝆の造成土としたࠋ㹠層について

７層までが大学期のࡽ遺構の≧ἣかࡣるが、調査区内でࢀ金沢大学期と陸㌷期に⣽別ྍ能とᛮわ、ࡣ

ྍ能ᛶが高いが、明確࡞面としてとࡽえるࡇとが出来࡞かࡗたࡇとかࡽ一ᣓしたࠋ

　Ⅱ層についてࡣ㹟～㹡に⣽別でき、㹟㸸堀ᗏのሁ積土ࡸ整地土、㹠㸸堀に直஺する石組水路内の埋

土、㹡㸸石垣にక࠺整地土ࡸ石組水路構築᫬の⿬㎸め土࡝࡞としたࠋ

第 2㻡 図　ᩘᐤᒇᒇᩜ໭ㄪᰝᆅⅬ඲ᬒ 䠄ㄪᰝ๓䠅
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㸱�㑇ᵓ

数寄屋屋敷北堀（第 28 図）

　調査地点の現≧ࡣ東と南を石垣に、西ࡣ✵堀がᘏびているࠋ調査区ࡣ南側が✵堀の中で一段పくࡗ࡞

ており、郭面の北側とࡣ比高ᕪ⣙１㹫を測るࠋ近世段㝵かࡽ堀・✵堀として絵図にᥥかࢀており、ᇶ

本的࡞఩置ࡸ形≧ࡣ࡝࡞変化してい࡞いが、調査の⤖ᯝかࡽ、ఱ段㝵かの変遷がࡗ࠶たࡇとが明ࡽか

とࡗ࡞たࠋ（௨下、㞮土蔵下石垣西面㸸2710:、数寄屋屋敷北石垣㸸2800N）

調査区の造成土等についてࡣ、Ⅰ層についてࡣ法面上と法面、堀ᗏでそࢀࡒࢀሁ積≧ἣが␗࡞るた

め、その３区画に分けて、Ⅱ層についてࡣ、堀ᗏのみで確認しているので分けࡎに記㏙していきたいࠋ

Ⅰ a 層ࡣ調査区全体に広がる公園整備᫬の造成土で、１か４ࡽ層がそࢀに࠶たるࠋ法面上の平ᆠ部

でࡣཌさ５੉程度の㯤〓Ⰽの◁質土（クࣜ࢝ラ土）とࢥンクࣜーࢺ◚片࡝࡞をྵࡴᬯ〓～黒〓Ⰽ◁質

土の┒土層か࡞ࡽるࠋ北側でࡣሷビ管がṧ置さࢀており、埋タの掘方がⅠ㹠層とした整地土層の一部

を掘り㎸んでいるࠋ　　
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第 29 図　2710㼃 䞉 2800㻺㻌 石垣 䠄ㄪᰝ༊ෆ䠅　❧㠃図 䞉 䜸䝹䝋෗┿
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Ⅰ㹠層ࡣ、陸㌷期かࡽ金沢大学期と考えࢀࡽる┒土層で、５層かࡽ 26 層がࢀࡇに࠶たる５ࠋ層ࡣ

大学期の表土層とみࢀࡽ、直ᚄ５PP ～１੉大の小◁利を多くྵࡴ、しまりの࠶る黒〓Ⰽ土がᆒ一に

広がࡗており、ࡈくഹかで࠶ࡣるが調査区北端側かࡽ✵堀側にྥかࡗてഴᩳをもࡗているࠋ

５層を掘り下ࡆる㏵中で、㞮土蔵下石垣西面にἢࡗて、ᖜ 34 ੉、ཌさ７੉のࢥンクࣜーࢺがᡴタ

さࢀており、調査区の北端かࡽ長さ⣙ 1.2 㹫で㏵切ࢀているࢥࠋンクࣜーࡣࢺ上面でᶆ高が 45 ～

44.9 㹫と、金沢大学期とした表土層とࡰ࡯同ࣞ࣋ࣝで、大学期にࡣ⿬口門かࡽ 2710: の裾をᕠる側

⁁がࡗ࠶たࡇとかࡽ、そのṧḞのྍ能ᛶが࠶るࢥࠋンクࣜーࢺの下ࡣ、直ᚄ５੉程度の෇♟が敷かࢀ

ていたࡇࠋのࢥンクࣜーࢺ側⁁とみࢀࡽるその直下に、෇♟と整地土をᣳんで重」するよ࠺に凝灰岩

〇の石組⁁を検出したࠋ石組⁁８ࡣ層内にタ置さࢀており、周辺の整地と一体的につくࢀࡽているࠋ

８層か࢞ࡣࡽラス片等も出土しており、近代௨㝆にタ置さࢀたとみࢀࡽるࠋ

法面部分でࡣ、表土ⷧࡣく、そࢀを㝖ཤすると３層とした♟をྵࡴ層が法面形≧にἢࡗてሁ積して

いるࣉࠋラスチック࢞ࡸラス⎼の◚片をྵんでおり、ࢀࡇも公園整備の┒土層とみࢀࡽるࠋ

Ⅰ㹟層を取り㝖いていくと♟ΰࡌりの整地土中かࡽ、石積みが現ࢀる（第 45 図̺５）ࠋ石積みࡣ

ே㢌大の河原石を౑用しており、ᡴ๭によࡗて面を作ࡗている石ᮦも࠶る16・15ࠋ 層をᇶ┙層と

して構築さࢀており、16 層が西側にྥかࡗて高まるのと一⮴するよ࠺に、石積み下段の఩置も高

く࡞り、西側に⣙ 1.5 㹫伸びたとࢁࡇで㏵切ࢀるࠋ背後の⿬㎸め層ࡣみ12・９、ࡎࢀࡽ 層の造成

土と一体で築かࢀており、┒土でᔞ上ࡆする㝿の簡易࡞土留めとしてタ置さࢀたྍ能ᛶが࠶るࡇࠋ

の石積みの正面を埋めるよ࠺法面かࡽ堀ᗏにかけて♟をྵࡴ 10 層が広がࡗていくࠋ（第 45 図̺３）

　Ⅰ㹠層の 25・26 層にࡣ↝土ࡸⅣ化物がྵまࢀ、堀ᗏかࡽ法面方ྥにࡴかࡗてᩳめに立ࡕ上がࡗて

いるࠋ↝土ࡸⅣ化物の௚に、㔙⸆瓦を多くྵんでおり、出土≧ἣか２ࡣࡽ次的にධࡗたとい࠺より

も、ⅆ⅏後の片付けの㝿にᗫᲠさࢀたもののྍ能ᛶが高い26ࠋ 層中かࡣࡽ㌷㝲Ⲕ碗と࿧称する、࢔

ラビ࢔数Ꮠをᮒ書きで上絵付した染付碗が出土しているࡇと（第 94 図 Ｐ 04)、調査区東側の石垣ྎ

上にࡗ࠶た㞮土蔵ࡣ、文化７（1805）年のⅆ⅏後に土瓦ⵌきとさࢀているࡇとかࡽ［金沢城調査研究

所 2004b］、明治 14 年（1881）の二ノ丸ⅆ⅏後のᗫᲠ層と考えࢀࡽよࡇࠋ࠺の段㝵まで、堀ᗏࡣ⦆く

北側にྥかࡗてഴᩳをもࡗており、明治 14 年௨㝆に現≧のよ࡞࠺法面を造成したとみࢀࡽるࠋ

堀ᗏでࡣ、᭱上面に直ᚄ３～５੉大の෇♟が敷かࢀており、その表層にⷧくὶ土ࡸ⭉᳜土がሁ積し

ているࡇࠋの෇♟ࡣཌ手の୙織布の上にᆒ一に置かࢀており、公園整備᫬にタ置したものとみࢀࡽるࠋ

୙織布の下ࡣᥱりࡪࡇし大の♟ࡸࡸ、ࡸ大振り࡞戸室石片をྵんࡔ、⢓ᛶの࠶る黒〓Ⰽ土の 10 層

がみࢀࡽ、その下にࡣ、多量の♟をྵんࡔ、◁ΰࡌりのᬯ〓Ⰽ土で࠶る 21 層がཌくሁ積する（第 45

図̺４）ࠋまた、石垣前面において、直ᚄ５੉程度の෇♟と⇺瓦ࡸ㔙⸆瓦片が局所的に集中している

≧ἣを確認したࠋ

のሁ積土を取り㝖くとᙉ⢓ᛶ土と◁質土がΰᅾしたᬯ〓Ⰽ土（24ࡽࢀࡇ 層）と࡞るࡇࠋの面で㞮

土蔵下石垣にἢࡗて南北方ྥの簡易࡞石組⁁を検出した（第 45 図̺６）ࡣ⁁ࠋ堀ᗏかࡽ法面にྥかࡗ

て⦆くഴᩳしているが、法面部分でࡣ石組ࡣ確認でき࡞かࡗたࠋ法面上の凝灰岩〇の石組側⁁と連⤖

していたྍ能ᛶも࠶るࠋ石組⁁ࡣ凝灰岩ࡸ戸室石のᯈᮦと河原石を౑用しており、河原石ࡸࡸࡣᡥ平

で大ᆺのものࡣ側ቨとして小端立てした≧態で並ࢀࡽ࡭ているࠋᗏ面にもᡥ平࡞河原石が敷かࢀてい

たࠋ掘方ࡣみࡎࢀࡽ、⁁の外側にみࢀࡽる◁を多くྵࡴ整地土と一体的につくࢀࡽたとみࢀࡽるࠋ⁁

の内部ࡣ♟と◁、⢓質土がΰᅾする土がሁ積し、水がὶࢀたり⁫水したりを⧞り㏉していたࡇとが❚

えるࠋビーࣝ⎼の◚片࡝࡞がそ土中かࡽ出土しており、近代௨㝆にሁ積したものとみࢀࡽるࠋ

Ⅱ a 層ࡣ堀ᗏ部分の埋土及び⮬↛ሁ積層とした層で、27 ～ 31 層がᑐᛂするࠋ↝土ࡸ㔙⸆瓦を大量

にྵࡴ 26 層をቃにして、ሁ積土のᵝ相ࡣ大きく変化しており、27 層ࡣ水のὶࢀにより一᫬的にሁ積

した◁層とみࢀࡽる28ࠋ 層ࡣ同ᵝの◁と⢓質土がΰᅾしており、ࡣࡽࡕࡇ⁫水≧態と水がὶࢀ㎸ん
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玉◁利 ୙織布

1　10<55/3　にࡪい㯤〓Ⰽ土（◁質土、しまり࠶り）

2　10<52/2　黒〓Ⰽ土（♟を多くྵࡸࡸ、ࡴしまる）ሷビ管埋タ᫬の掘方

3　10<52/2　黒〓Ⰽ土（◁質土、しまり࠶り、５～ 10 ੉大の♟をྵࡴ、ビࢽー

ࣝ片をྵࡴ）

4　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（◁質土、しまり࠶り、ビࢽーࣝをྵࡴ層、ᚄ５੉大の

෇♟をᑡ量ྵࡴ）

5　10<53/2　黒〓Ⰽ土（◁質土、しまり࠶り、４～５ੈ大の◁利をྵࡴ）ᪧ表

土

6　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（⢓質土、しまり࠶り、Ⅳ化物⢏をࡈくᑡ量ྵ7、ࡴ 層よ

りࡸࡸởࢀた土）

7  10<52/3　黒〓Ⰽ土（⢓質土、しまり࠶り、0.5 ～２੉大の㯤ᶳⰍࣟࣈックを

（ࡴ瓦片（㔙⸆瓦）をྵ、ࡴྵ

8　10<52/2　黒〓Ⰽ土（⢓質土、しまり࠶り、Ⅳ化物をᑡ量ྵࡴ）石組⁁埋め 

    ᡠし土

9　10<53/2　黒〓Ⰽ土（⢓質土、しまり࠶り、１～２੉大の㯤ᶳⰍࣟࣈックを

石組⁁掘方埋土（ࡴラス片をྵ࢞、ࡴⅣ化物をྵ、ࡴྵ

10　10<52/2　黒〓Ⰽ土（⢓質土、10 ～ 20cP 大の♟を多くྵࡴ、

11　10<52/3　黒〓Ⰽ土（⢓質土、ࡸࡸしまる、♟・ࣞン࢞・いࡪし瓦をྵࡴ）

石組⁁の掘方

12　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（⢓質土、◁をྵ３～２、ࡴ੉大の♟をྵࡴ、Ⅳ化物・

２～３੉大の↝土・ࣞン࢞・㔙⸆瓦をྵࡴ）

13　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（⢓質土、♟を多くྵࡴ、Ⅳ化物⢏・↝土⢏をྵࡴ、㯤

〓Ⰽクࣜࢧ♟ᑡ量ྵࡴ）

14　10<53/1　黒〓Ⰽ土（⢓質土、◁♟をᑡ量ྵࡴ、ởࢀたឤࡌの土）

15　10<52/3　黒〓Ⰽ土（◁質土、同Ⰽの⢓質土をྵࡴ、↝土⢏をࡈくᑡ量ྵࡴ、

㔙⸆瓦をྵࡴ）

16　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（◁質土、ࡸࡸしまる、ᚄ 10 ～ 15 ੉大の෇♟をྵࡴ、

↝土⢏をྵࡴ、Ⅳ化物⢏をᑡ量ྵࡴ、㯤ⓑⰍ⢓土⢏（ᚄ１੉）ྵ 瓦（⇺・㔙⸆）、ࡴ

をྵࡴ）

17　10<52/2　黒〓Ⰽ土（◁質土、ⷧい⢓土層と஫層≧を࡞す）

18　10<52/3　黒〓Ⰽ土（⢓質土、ࡸࡸしまる、↝土⢏、Ⅳ化物⢏をᑡ量ྵࡴ、

ᚄ 15 ～ 20 ੉大の෇♟が並ࡪよ࠺にධる）

19　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（◁質土）

20　10<54/2　灰㯤〓Ⰽ土（◁質土、しまり࠶り）

21　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（◁質土）

22　10<53/2　黒〓Ⰽ土（◁質土、19・21・23 に比࡭るとしまりがᙅい）

23　10<53/2　黒〓Ⰽ土（◁質土、しまり࠶り）

24　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（⢓質土、しまり࠶り、◁♟・↝土⢏・㯤〓Ⰽ⢓土⢏・

㕲分ྵࡴ）

25　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（⢓質土、しまり࠶り、↝土⢏を多くྵࡴ、㔙⸆瓦ධる、

◁をྵࡴ）

26　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（⢓質土、ࡸࡸしまる、↝土⢏・㔙⸆瓦を多量にྵࡴ、

Ⅳ化物をᑡ量ྵࡴ、↝土層、㌷㝲Ⲕ碗ධる）

27　10<52/3　黒〓Ⰽ土（◁質土、⣽かい↝土⢏、Ⅳ化物⢏をわࡎかにྵ５、ࡴ

～ 10 ੉大の♟をྵࡴ）

28　10<52/3　〓Ⰽ土（⢓質土、同Ⰽの◁質土をྵࡴ、⣽かいⅣ化物・↝土⢏を

ᑡ量ྵࡴ、いࡪし瓦をྵࡴ）　

29　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（⢓質土、５～７੉の෇♟をྵࡴ、いࡪし瓦をྵࡴ）

30　10<52/2　黒〓Ⰽ土（⢓質土、Ⅳ化物・↝土⢏・ⓑⰍ⢓土⢏（いࢀࡎもᚄ３

～５ੈ）をྵࡴ、しまり࠶り）

31　10<55/3　にࡪい㯤〓Ⰽ土（⢓質土、10<53/2 黒〓Ⰽ⢓質土と஫層、いࡪし瓦

をྵࡴ、⢓ᛶがᙉい）

32　10<53/2　黒〓Ⰽ土（⢓質土、◁ΰࡌり、↝土⢏・Ⅳ化物⢏（ᚄ３ੈくࡽい）

をᑡ量ྵࡴ）

33　10<53/2　黒〓Ⰽ土（⢓質土、⢓ᛶᙉい、ࡈくわࡎかに◁をྵࡴが⢓ᛶ土༢

一の層）
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また、27ࠋるࢀࡽたと考えࡗ࠶態が≦ࡔ 層௨下かࡣࡽ㔙⸆瓦ࡣ出土しておࡎࡽ、⇺瓦のみと࡞るࠋ

31 層ࡣ後㏙する 2800N のᵽ門ᗫ⤯後の堀ᗏの整地土と考えており、32・33 層ࡣ、そのᵽ門かࡽ北方

ྥにᘏびる水路の埋土で࠶るࠋ（第 30 図）

堀ᗏ部分について29、ࡣ 層を取り㝖いた段㝵で、2710: と並⾜し、2800N に取り付くよ࡞࠺南北方

ྥの河原石ิを検出したࠋ石垣のධ㝮部において、2710: の根石を探るためにධ角部に断ࡕ๭りをධ

:く、2710࡞けでࡔ根石をᢲさえる、ࡣの石垣前面の造成土ࡇ、たがࢀ に並⾜してὶࢀる水路の石積

みの⿬㎸めも兼ࡡるよ࡞࠺もので࠶るࡇとがわかࡗた᭱ࠋ上層ࡣ地山質の⢓土⢏をྵࡴ、㠀常にしま

りの࠶るⲔ〓Ⰽ土で、２層との間に多量のே㢌大の♟と⇺瓦がみࢀࡽるࡇࠋの層ࡣ面的に広がࡗてお

り、下の層にࡣ連続し࡞いࡇとかࡽ、༢࡞る⿬㎸め層としてࡔけで࡞ࡣく᭱上面をᅛくᆒすための㦵

ᮦのよ࡞࠺目的もࡗ࠶たかもし࡞ࢀい（෗┿図版第 46 図̺６）ࠋධ角部分で石垣のᇶᗏ部を確認した

とࢁࡇ、୧石垣ࡣ、地上部でࡣ 2710: に、2800N が取り付くよ࠺に積み࠶がࡗているが、すく࡞くと

も根石部分において2800、ࡣN がඛ⾜してタ置さࢀているࡇとを確認したࠋ根石のࣞ࣋ࣝでࡣ 2800N

の根石が一段పく、その根石前面をᢲさえるᰩ石に 2710: の根石下に敷タしたᰩ石が஌ࡗてきているࠋ

S=1/40
1m0

1　10<54/2　灰㯤〓Ⰽ土（⢓質土、♟・Ⅳ化物⢏（0.5 ੉大）・㯤〓Ⰽ⢓土⢏

（0.5 ～１੉大）ྵࡴ、とてもしまり࠶る）ᪧ堀ᗏ᭱上面・2 層とのቃにே㢌

大の♟多くධる

2　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（⢓質土、◁をྵࡴ、いࡪし瓦片を多くྵࡴ（瓦ᙜも࠶り））

3　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（⢓質土、◁♟を多くྵࡴ、㕲分と明㯤〓Ⰽ⢓土⢏（0.5 ੉大）

をྵࡴ、いࡪし瓦の⣽片がධる）

4　10<53/2　黒〓Ⰽ土（⢓質土、◁♟を多くྵࡴ、明㯤〓Ⰽ⢓土⢏（１～２੉大）

を多くྵࡴ、とてもしまり࠶る）

5　10<53/2　黒〓Ⰽ土（⢓質土、◁♟を多くྵࡴ、しまり࠶り）

6　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（⢓質土、◁♟をྵࡴ、㕲分・㯤〓Ⰽ⢓質土・↝土⢏をྵࡴ）

堀ᗏの↝土層としていた層に࠶たる

7　10<54/2　灰㯤〓Ⰽ土（㠀常にᙉくしまる⢓質土、、Ⅳ化物⢏（0.5 ～１੉）を

（ࡴくᑡ量ྵࡈ

8　10<52/2　黒〓Ⰽ土（しまり࠶り⢓質土、、Ⅳ化物⢏・㯤〓Ⰽ⢓土⢏（いࢀࡎ

も 1.0 ੉௨下）をྵࡴ、⣚皿出土（元⚘期））

9　10<54/3　にࡪい㯤〓Ⰽ土（⢓質土、㕲分を多くྵࡴ、Ⅳ化物⢏（0.5 ～１੉

をྵࡴ））

10　10<54/2　灰㯤〓Ⰽ土（⢓質土、Ⅳ化物⢏（0.5 ～１੉大）を多くྵࡴ）>Ⅳ層ձ@

11　10<55/4　にࡪい㯤〓Ⰽ土（⢓質土、ᙉ⢓、㕲分をྵࡴ、᏶形の土ᖌჾ皿出土）

12　10<53/2　黒〓Ⰽ土（⢓質土、㕲分・Ⅳ化物⢏（0.5 ੉大）をྵࡴ）

13　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（⢓質土、しまり࠶り、Ⅳ化物⢏（0.5 ～ 2.0 ੉大とࡽࡤつく）

を多くྵࡴ）>Ⅳ層ղ@

14　10<53/2　黒〓Ⰽ土（⢓質土、Ⅳ化物⢏（0.5 ～１੉）をྵࡴ、㯤〓Ⰽ⢓土⢏（１

੉大）をࡈくᑡ量ྵࡴ）

15　10<54/2　灰㯤〓Ⰽ土（⢓質土、しまり࡞い土、◁を多くྵࡴ、Ⅳ化物⢏をྵࡴ）

16　10<55/2　灰㯤〓Ⰽ土（⢓質土、しまり࠶り、㕲分をྵࡴ）

17　10<54/1　〓灰Ⰽ土（⢓質土、Ⅳ化物⢏（0.5 ੉大）をᑡ量ྵࡴ）

18　10<55/3　にࡪい㯤〓Ⰽ土（⢓質土、◁・㕲分をᑡ量ྵࡴ、෇♟・いࡪし瓦片ධる）
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また、ᇶᗏ部をそ࠺௙上ࡆ土とみࢀࡽる 31 層が୧石垣面をそࡗているといࡗた点かࡽࡕ࡝、ࡽかが

後の付け㊊しࡸ改修を࠺けたとࡣみえࡎ、୧石垣ࡣ一体的に᪋工さࢀたと考えࢀࡽる（第 46 図̺７・

ࠋ（８

ಿ門ȷ൦ែ（第 31・32・47 図）

河原石を౑用した石積みࡣ、西側に平⾜した同ᵝの石ิが࠶り、ᖜࡣ⣙ 90 ੉でࡗ࠶たࠋまた、ࡇ

の水路が 2800N と直஺する地点ࠋࡣ石垣下部にᵽ門が࠶るࡇともุ明したࠋそのࡇとかࡽ数寄屋屋敷

北堀ࡣ、数寄屋屋敷東辺の堀と⧅がࡗていた段㝵と、ᵽ門ࡸ石組をもつ⁁が埋ἐした、現≧とࡰ࡯同

ᵝの形≧の段㝵がࡗ࠶たࡇとがわかࡗたࠋ

堀ᗏかࡽ検出した水路ࡣ、ᖜࡣ⣙ 90 ੉をࡣかり、長さࡣ⣙４㹫分検出したࠋ南北方ྥに長㍈をも

つが、南側ࡣ 2800N 下のᵽ門かࡽ数寄屋屋敷の郭内部に続き、北側ࡣ現≧の堀の法面よりも᭦に伸び

ているそのࡇとかࡽ、水路がᶵ能していた᫬期にࡣ堀の⫪部ࡣもࡗと北側にࡗ࠶たྍ能ᛶが高く、法

面周辺のሁ積土をみても近世段㝵でࡣ北にྥかい⦆く上がࡗていくが、明確࡞立ࡕ上がりࡣ確認でき

～元⚘９ࠋたࡗか࡞ 10（1697 ～ 98）年の二ノ丸御殿改修後の≧ἣを♧す絵図「金沢城ᗙ敷அ図二அ丸」

（金沢市立玉川図書館蔵）でࡣ、数寄屋屋敷北の堀かࡽそのまま㞮土蔵下石垣の北面まで周辺より一

段పい、土⩚とࡗ࡞ているよ࡞࠺ᥥき方をする၏一の絵図で࠶るが、௒回の調査所ぢかࡇ、ࡽのよ࠺

　ࠋる࠶たྍ能ᛶがࡗ࠶ἣが≦࡞

　水路の୧側に࠶る石積みࡣ、河原石を౑用しており５࡞いし６段程度遺存しているࠋ石ᮦࡣ角が丸

みをᣢࡗたே㢌大ࢬ࢖ࢧで、面部分をᡴ๭により作り出しているࠋ水路ࡣ内法が 90 ੉、ᵽ門の前面

で῝さが⣙ 90 ੉で࠶るࠋ長さࡣ石積上部のみを検出した部分もྵめて 3.6 㹫を確認したが、᭦に北

側に伸びており、全長等のヲ⣽ࡣ୙明で࠶るࠋ

　水路内部ࡣ黒〓Ⰽ土とⲔ〓Ⰽ土の஫層とࡗ࡞ており、Ⅱ b層としたࠋいࢀࡎの層も㠀常に⢓ᛶがᙉ

く、Ⅳ化物を多くྵࡴとい࠺特ᚩをもࡗているࠋ水路内の 18 層にࡣ◁がわࡎかにྵまࢀ、ᡥ平࡞෇

♟が敷かࢀたよ࡞࠺≧態を検出したࡇࠋの石敷きをṧすためと、18 層で 2800N の根石を確認したࡇ

とかࡽ、面的࡞掘り下ࡆを೵Ṇしたࡇࠋの下の≧ἣを確認するため、一部断๭りをධࢀたとࢁࡇ、灰

〓Ⰽ⢓質土、灰ⓑⰍ⢓質土、◁とⅣ化物を多くྵࡴ灰〓Ⰽ⢓質土がཌさ 20cP 程ሁ積し、そࢀ௨下ࡣ

◳くしまࡗた地山質の◁♟土と࡞るࡇとを確認したࠋ過ཤに⾜わࢀた✵堀の西側での࣎ーࣜンࢹࢢー

タかࡽ、周辺の地山ࣞ࣋ࣝࡣ 42.4 㹫で、ࡇの◁♟土のࣞ࣋ࣝも 42.4 㹫でࡗ࠶たࡇとかࡽ、地山（༲

辰山層）に達したとุ断したࠋ

　ᵽ門について2800、ࡣN と一体構造とࡗ࡞ており戸室石〇で࠶るࠋ内部ࡣ水路の断面同ᵝにᬯ〓Ⰽ

⢓質土と灰㯤〓Ⰽ⢓質土がሁ積しており、ධ口部でࡣ木組みも確認した２ࠋ本の⦪木に横方ྥのᮦを

㔥でᡴࡕ付けて࠶るࠋ横木ࡣ一方に切Ḟきがさࢀているが目的ࡣ୙明で、㌿用ᮦのྍ能ᛶも࠶るࠋ

2801㼃䠄Ỉ㊰石積す㠃䠅　 2801㻱䠄Ỉ㊰石積ᮾ㠃䠅
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水路内の８層かࡣࡽ 17 世紀後༙（元⚘期㡭）の⣚皿、11 層かࡣࡽ᏶形の土ᖌჾ皿が出土しているࠋ　

の堀のࡇ、ࢀࡽていたと考えࡗた数寄屋屋敷東石垣前面の堀と⧅がࢀࡽ江戸中期に埋めࡣの水路ࡇ

埋め立て᫬期とも大きく▩┪し࡞いࠋ

石ኵͨไ（第 33 ～ 35 図）

調査区北端かࡽ法面上の平ᆠ部で検出したࠋ㞮土蔵下石垣（2710:）にἢࡗて敷タさࢀた凝灰岩〇

のᯈ石を౑用した石組側⁁を確認したࠋ全長 295 ੉、ᖜ 38 ੉、内法ᖜ 19 ੉、῝さ 11 ੉前後を測るࠋ

石垣側と࡞る東側ቨの石ᮦࡣ長辺が 40 ～ 65 ੉前後とࡽࡤつくが、▷辺⣙ 21 ੉、ཌさが６੉前後で

長辺が１㹫を㉸える長ᑻのもので、▷辺がࡣ཯ᑐ側の西側ቨࠋる࠶ 20cP 前後、ཌさ 12 ੉前後と、長

さࡸཌみに㐪いが࠶るࠋᗏᯈについても、長さࡣ計測した３ಶ体の２ࡕ࠺つࡣ 84 ੉とࡰ࡯同ࡌᑍ法

でࡗ࠶たが、１つࡔけ 30 ੉とᴟ端に▷く、長辺ࡣ再利用のྍ能ᛶもྵめ、౑用᫬に長さを調⠇して

౑わࢀていたと考えࢀࡽるࠋᖜࡣ 17.6 ～ 19.1 ੉と側ቨᮦと比࡭てࡸࡸ小さく、ཌみ９ࡣ੉前後と、

西ቨと東ቨの中間の್でࡗ࠶たࠋ石ᮦࡣ⫗║観ᐹで࠶ࡣるが、いࢀࡎも緑Ⰽ凝灰岩（➖谷石）とみࡽ

た石組ࢀࡽも近代௨㝆につくࡽとかࡇ石組のᇶ♏部分にࣞン࢞を౑用して高さ調整をしているࠋるࢀ
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側⁁と考えࢀࡽるࠋまた、近世段㝵の絵図にࡇࡣの地点に⁁のᥥ෗࡞ࡣく、昭和 20 年（1945）の陸

㌷期の図面にのみ二ノ丸⿬口門かࡽ㞮土蔵下石垣を取り巻くよ࡞࠺側⁁の表現が認めࢀࡽるࠋ

調査の㐍ᤖによりࡇの石組側⁁ࡣ一᪦解体したが、調査⤊஢後に原఩置࡬᚟ᪧした࠺えで、埋めᡠ

しを⾜ࡗたࠋ

ಶ別石ᮦの観ᐹについてࡣ、観ᐹ࢝ーࢻをまとめたࠋ石ᮦࡣいࢀࡎも側⁁の内法に࠶たる面の加工

が㠀常に࡞めࡽかで、⢒加工した㝿に῝くධࡗたツࣝのลඛがわࡎかに❑みとࡗ࡞てṧるが、⢒加工

の⑞跡を࡯とん࡝ᾘして、平⁥にさࢀているࠋ一方で、外面に࠶たる部分ࡣツࣝによる῝い加工⑞が

みࢀࡽるࠋ部分的にࡇのツࣝ加工によるพฝを平ล工具で平⁥にしているが、石組⁁の構造とࡣ関係

ࠋたྍ能ᛶが高いࢀ௨前の౑用᫬に加工さࢀそ、ࡽとかࡇい࡞

　加工⑞として２種類の⑞跡が認めࢀࡽるࠋ一つࡣ断面が㹔Ꮠ形の⁁≧にධり、ඛ端部が่✺⑞とし

てṧるもので࠶るࠋ᯶付きでඛ端部がᑤࡗた「ツࣝ」≧の工具を᝿定しているࠋ

　も࠺一つࡣ、ᖜ３੉ᙅの平࡞⁥⑞跡で、ࡽࡕࡇも᯶付きでඛ端部が平ลを࿊する「チࣙウナ」≧の

工具を᝿定しているࠋᖜ３੉、長さ２੉程度の面的࡞⑞と、ᖜࡣ同ᵝࡔが⥺≧に近い⑞跡が確認でき

るが、ลのධり方࡝࡞をみると、同一の道具の౑用方法の㐪いによるものでࠋ࠺ࢁ࠶

㸲㸬▼ᇉ

　௒回の調査のᑐ㇟とした㞮土蔵下石垣西面（2710:）と数寄屋屋敷北石垣（2800N）ࡣ、「金沢城中

地๭絵図」（金沢市立玉川図書館蔵）において、そࢀࡒࢀ高さが二間五ᑻ（5.1 㹫）、六ᑻ二ᑍ（1.88 㹫）

と࠶るࠋその࡯かにࡣ、「加州金沢御城来ᅉ␎記」（金沢市立玉川図書館蔵）において、2710: の南側

で三間（5.4 㹫）ࡸ北側で一間五ᑻ（3.3 㹫）、2800N 一間༙（2.7ࡣ 㹫）と࠶るࠋ

௒回の調査の⤖ᯝかࡽ、石垣構築᫬の根石かࡽの高さ2710、ࡣ: が 5.8 㹫、2800N が 3.9 㹫、石組

水路構築᫬の石組天端を堀ᗏと௬定すると、そࢀࡒࢀ 5.4 㹫と 2.9 㹫と࡞り、来ᅉ␎記に近い数್と

ࠋたࡗ࡞

ᩇ土ᔺɦ石׽ᙱ᩿Ტ����9Უ（第 29・37 図）

2710: 根石下端までࡽ天端か、ࡣ 5.83 㹫、南北方ྥの天端での長さ 18.9 㹫を測るࠋ高さࡣ現地表

面までで 4.64 㹫、地表より⣙ 1.2 㹫下がると根石と࡞るࠋ南北方ྥで数寄屋屋敷北の堀に面してい

るのࡣ、石垣の北西角部かࡽ⣙ 6.5 㹫までで、ṧりの 13 㹫ࡣ数寄屋屋敷࡬とᘏびているࠋ上部６段

分ࡣ正面長方形、下部４段分（現≧３ࡣ段）ࡣ正面正方形の石ᮦを布積みとするࠋ上部ࡣ「布築積」、

下部ࡣ「四方積」と࿧ࢀࡤるࠋ㝮角部をྵめて、横目地が全て水平と࡞る点が特ᚩで、現ᅾ、目にす

るࡇとのできる石積としてࡣ城内でも၏一の石積で࠶るࠋ　

石ᮦの高さᑍ法についてࡣ、段ࡈとにⱝᖸ␗࡞るが、概ࡡ上部で 45 ੉前後（１ᑻ５ᑍ）、下部で

76 ੉前後（２ᑻ５ᑍ）を測り、同一の段でࡣ横目地のࣞࢬが࡞いよ࠺に調整さࢀている᭱ࠋ上段の

み高さが 48 ੉（１ᑻ６ᑍ）と࡞るࠋ上部６段分の高さが 2.76 㹫、下部４段分の高さが 3.02 㹫と、

近ఝした高さとࡗ࡞ているࠋ

石ᮦの横ᖜのᑍ法ࡣ、᭱下段の根石に⮳るまで 75.5cP ～ 76cP（２ᑻ５ᑍ）を測り、ㄗᕪࡣᴟめて

小さく、⦪方ྥの目地にもࡣࣞࢬ生ࡌておࡎࡽ、ཝᐦにつ

᱁さࢀているࡇとがఛえるࠋ

໙㓄ࡣ、᭱下段で 75.5rで᭱上段ࡣ 85rと࡞るࠋ根石

かࡽ一段ࡈとに角度を変えており、下部の四方積み部分で

1、ࡣ 石の築石の面で角度を変えて཯りを作ࡗているとみ

ておࡗ࡞つ໙㓄とࡰ࡯、ࡣ布築積みでࠋる࠶るものもࢀࡽ

り、四方積と布築積とのቃで石垣面が一᪦ᒅ᭤したよ࠺に

みえるࠋ 第 3㻢 図　2710㼃　᰿石㒊ศ
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石ᮦ加工ࡣ根石をྵめて全て切石で構成さࢀており、根石の下端部に面の᭱⤊加工をࡎࡏにṧした

３～５੉ᖜのฝ部がみࢀࡽるࠋ石面にࡣ⣽かい点≧の加工⑞がᐦにධり、金沢城石垣の中でも᭱上⣭

ともいえる㠀常に丁ᑀ࡞ノミ加工が᪋さࢀているࠋ石ᮦの側面ࡣ平ล工具（タタ࢟）による平࡞⁥合

端加工がみࢀࡽるࠋ

西面の数寄屋屋敷側の石積み６段のࡕ࠺上部３段までにࡣ、石ᮦ正面の周⦕部にࢥタタ࢟とよࢀࡤ

る加工がみࢀࡽるࡇࠋの周⦕部の加工ࡣ平ล≧工具によࡗて⾜わࢀ、金沢城石垣編年６期（宝ᬺ期）

௨㝆の切石ᮦの特ᚩで࠶るࠋ石面にࡣ、㖄が面全体をࡗ࠺すࡽとそ࠺よ࠺に付╔し、周⦕部にタタ࢟

によࡗて㖄を取り㝖いているものが᭱上段の石ᮦにみࢀࡽるࠋ城内で通常目にする㖄の付╔≧ἣࡣ、

屋根の軒ඛかࡽ㞵ᆶࢀが㝆りὀぐよ࡞࠺఩置に、㖄⁲も付╔するࡇとかࡽ、᭱上段にみࢀࡽるࡇとࡣ

第 37 図　2710㼃　石垣❧㠃 䞉᩿㠃図 䞉䜸䝹䝋෗┿
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⛥で࠶るࠋ㞮土蔵がⅆ⅏にࡗ࠶たྍ能ᛶࡣ、宝ᬺ 9

（1759）年、文化５（1808）年、明治 14（1881）年

の３回࠶るが、文化のⅆ⅏後に再建さࢀた㞮土蔵の

屋根ࡣ土瓦とࡗ࡞ているࡇとかࡽ、石垣に付╔して

いる㖄ࡣ、宝ᬺもしくࡣ文化のⅆ⅏の㝿に付╔した

と考えࢀࡽるࠋ

切石ᮦについてࡣ、ᚑ来周⦕部内の面加工が⢒い

ものが６期（宝ᬺ期）、⣽かく丁ᑀ࡞ものが７期（文

化期）としており、本石垣の石ᮦについても、７期

の石加工と考えてきており、現≧で変᭦࡞ࡣいࠋ

たࡔ近年、６期の切石積石垣に、場のᛶ᱁による石ᮦ加工の⢭⢒が࠶るྍ能ᛶが指᦬さࢀてきてい

るࡇとࡸ、文⊩史料との比較かࡽ改修年代をぢ直すᚲ要の࠶る石垣も࠶るࡇとかࡽ、ᚑ来のぢ解を௒

一度検ウするᚲ要が生ࡌてきており、௒後の課㢟で࠶るࠋ

石ᮦについてࡣ、戸室石（角㛝石安山岩）が࡯とん࡝を༨めるが、坪野石（⁐⤖凝灰岩）が１点認

めࢀࡽるࠋ㞮土蔵下石垣かࡽ数寄屋屋敷（数寄屋屋敷東石垣）࡬と同ࡌᵝᘧの石積みが連続するが、

現≧で地表面にわࡎかに㢌をのࡒかࡏる四方積石垣にも坪野石が点ᅾしており、㞮土蔵下石垣ࡔけで

㞮土蔵下石垣でも坪野石が確ࠋるࢀࡽく数寄屋屋敷まで一連の石垣として石ᮦを㓄していると考え࡞

認できるのࡣ西面のみで࠶るࠋまた、2800N にも３石で࠶ࡣるが坪野石を౑用しているࡇとかࡽ、石

垣ᮦとして坪野石を౑用するのࡇ、ࡣの数寄屋屋敷と玉泉院丸に面した石垣に㝈定さࢀ、戸室石の赤・

青とともに、坪野石の黒を㓄置した、Ⰽᙬをព識したព匠でࡗ࠶たと考えࢀࡽるࠋ

数寄屋屋敷北石׽Ტ����0Უ（第 29・48 図）

2800N ⣙ࡽ現≧の堀ᗏか、ࡣ 2.5 㹫、本調査で確認した石積み下端かࡽ天端までの高さが 3.56 㹫、

東西方ྥの長さ 44.7 㹫を測るࠋ現≧ࡣ石垣のࡰ࡯中ኸに切手門が࠶るが、近世段㝵でࡣ、堀の西側

にࡗ࠶たࠋ近代௨㝆に数寄屋屋敷内に作ࢀࡽた㌷㝲の建物の正面に門を⛣ືしたとみࢀࡽるࠋ

石積みࡣ「金場取ṧ積」と࿧ࢀࡤる切石積石垣で࠶るࠋ金場取ṧ積石垣ࡣ石ᮦ正面の周⦕部に３੉

程の一定のᖜで平ᆠにࡣつり、内側の面ࡸࡸࡣ⢒い加工をṧしたままで┒り上がࡗたよ࡞࠺≧態と

ノミ加工で、大ᆺの刻印をᣢつものがࡣᪧᮦの面ࠋているものが多いࢀており、ᪧᮦが再利用さࡗ࡞

多く、金沢城石垣編年４期（寛Ọ期）の石ᮦを㌿用したと考えࢀࡽるࠋ

　石ᮦࡣᪧᮦの正面をそのまま⦕取り加工をして౑用したものと、ᪧᮦの天地を㏫㌿したࡇとで面が

下をྥくよ࠺に㓄置したもの、ᪧ ᮦの側面を正面にし、横長のᮦとして㓄置したものࣂ、࡝࡞ラエ࢕ࢸ
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+6.0+4.00.0 +2.0 +8.0 +14.0 +16.0 +18.0+12.0+10.0

48.0

44.0

46.0

48.0

44.0

46.0

㉥戸室石
㟷戸室石
ᆤ㔝石

第 40 図　2710㼃 䠄㞮ᅵⶶୗ䠅 石ᮦのⰍㄪ

第 39 図　㖄௜╔≧ἣ
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にᐩんでいるࠋまた、ࡈく㝈ࢀࡽてࡣいるが坪野石も౑用しているࠋ

安政３年（1856）の地㟈による石垣◚ᦆ絵図でࡣ、石垣の◚ᦆについてࡣ文化５年にᒆ出ࡣしたも

のの、ᮍ修理のままでࡗ࠶たࡇとがわかる（第 43 図 � ぢࡣた◚ᦆࡗ目立ࡸᏎみࡣ現≧の石垣にࠋ（３

㖄ࠋる㖄瓦が⿕⇕⁐解したものが付╔しているࢀࡽていたとみࢀⅆ⅏の㝿に塀の屋根にⵌか、ࡎࢀࡽ

⁲ࡣ金場取ṧ石ᮦの⒗≧の上部に付╔しており、付╔後に積み直し等で天地がධ᭰ࢀわࡗたよ࡞࠺≧

ἣࡣみ࡞ࢀࡽい（第 41 図）ࠋ

石垣の上にࡣ二重塀が作ࢀࡽていたとさࢀ、宝ᬺと文化期の୧ⅆ

⅏後の修補㢪図でࡣいࢀࡎも瓦塀が↝ኻしたと記㍕さࢀており（「金

沢城அ図」（公財）前田育徳会蔵、「加賀ᅜ金沢城絵図」石川県立図

書館蔵）、文政 13 年（1830）の「御城中ኍ分◻絵図」でࡣ二重塀の

表現がみえるࠋ

現≧でࡣ塀ࡣṧࡗてい࡞いが、㞮土蔵下石垣の西面にࡣ塀の屋根

とみࢀࡽるᢔり㎸みがみࢀࡽるその⑞跡かࡣࡽ、石垣天端かࡽ高さ

⣙ 2.1 㹫、ᰕがࡗ࠶たと推定さࢀる఩置ࡣ天端石端部かࡽ内側に 22

੉で࠶るࠋ土ྎと࡞る石垣との఩置関係かࡽ、二重塀の屋根⑞跡と

い࠺よりࡣ、も࠺ᑡし簡易࡞塀と考えࢀࡽるが、いつの段㝵につけ

ࠋる࠶たものか୙明でࢀࡽ

㸳�ᑠ⤖

本調査でࡣ 17 世紀後༙（寛文期）とさࢀてきた 2710: よࢀそࡸ

りも後出すると考えていた 2800N について所ぢをᚓたが、ࡇࡇでࡣ、

改めて確認した事㡯を整理し、まとめとしたいࠋ

S=1/50
0 2m

0.0 +2.0

0.0

+1.0 +3.0 +5.0+4.0

+2.0+1.0 +3.0 +5.0+4.0

45.0

43.0

44.0

45.0

43.0

44.0

46.0 46.0

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

㖄の௜╔఩⨨
㉥㸸᩿㠃ࣛ࢖ン上
⥳㸸᩿㠃ࣛ࢖ンよりᕥྑ50㎝⠊ᅖ

第 41 図　2800㻺 䠄ᩘᐤᒇᒇᩜ໭䠅 㖄௜╔≧ἣ

第 42 図　ሟのྲྀ䜚௜䛝⑞
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ま2710、ࡎ: に直஺する 2800N して、正面を多角形に整形し、そ࡝࡞寛Ọ期の石ᮦを㌿用する、ࡣ

の周ᅖを切り合わࡏ、中ኸ部をᪧᮦの面のままとする切石積（金場取ṧ積）で࠶り、正方形またࡣ長

方形の石ᮦで整↛とした石積みをする 2710: とࡣᑐ照的࡞特ᚩをもつࠋ

石垣ᮦを஺஫にタ置して、ࡣ୧石垣、ࢁࡇ石垣のධ角部分の石垣ᇶᗏ部を確認したと࡞のᑐ照的ࡇ

いるࡇと、また前面の௙上ࡆ土が୧石垣面をそࡗており、஘さࢀてい࡞いࡇと等かࡽ、一体的に構築

さࢀたと考えているࠋ

石垣の構築᫬期について2800、ࡣN に用いࢀࡽている石ᮦが、寛Ọ期にみࢀࡽる大ᆺ刻印が刻まࢀ

たものを㌿用している点かࡽみて、寛Ọ８年（1631）㡭まで㐳るࡇとࡣ考え㞴い2710ࠋ: にみࢀࡽる

⢭⦓࡞調整加工ࡸ、ཝᐦ࡞つ᱁ᛶࡣ、そࢀまで知ࢀࡽていた五十間長屋下の切石積石垣と比較しても

␗౛で࠶るࠋ切石ᮦに関してࡣ根石と࡞る石ᮦの合端ࡸ⦕辺部に平ล≧工具が౑用さࢀている点も現

≧でࡣ、寛Ọ期に㐳る事౛ࡣ確認さࢀておࡎࡽ、寛文期の技法といえよࠋ࠺

出土遺物で᫬期を特定できるものࡣᑡ࡞いが、石垣ᇶᗏ部をᢚえる河原石積水路の⿬㎸土かࡣࡽ、

17 世紀前༙の瓦が出土しているࠋ

௨上の点かࡽ୧石垣ともに、ᙜึࡣ　寛Ọ 15 年（1638）の前田利常の書≧෗「御歴代御書அ෗二」

（金沢市立玉川図書館蔵）の記㍕かࡽ、寛Ọ期に㐳るྍ能ᛶも考えていたࠋたࡔ後㏙するその後の２

か年の調査成ᯝを㋃まえると、玉泉院丸庭園周辺の切石積石垣ᑟධが金沢城石垣編年４期（寛Ọ期・

17 世紀前༙）に㐳るࡇと࡞ࡣく、現≧５ࡣ期（寛文期・17 世紀後༙）に構築さࢀたとものと考えࡽ

:2710、ࡽとかࡇるࢀ と 2800N についてもᚑ来通り 17 世紀後༙（寛文期）の構築と考えࢀࡽるࠋ

୧石垣にࡣ、数量ࡇそᑡ࡞いが、坪野石と࿧ࢀࡤる黒Ⰽの⁐⤖凝灰岩を౑用しているࠋ城内でもࡇ

の石ᮦを石垣にព図的に౑用するのࡇ、ࡣの数寄屋屋敷と玉泉院丸庭園に面する切石積石垣に㝈定さ

ࠋとが❚えるࡇたࡗ࠶る郭の௙切り௨外のもので࡞の石垣のもつព࿡が༢ࡇ、ておりࢀ

2710: ておࡗとが分かࡇる࠶つ᱁ᛶを有した石垣で࡞天端に⮳るまで、ཝᐦࡽ下部の根石か᭱、ࡣ

り、ධ念࡞タ計に⿬ᡴࡕさࢀた石垣で࠶るࡇとが明確にࡗ࡞たが、その一方で、一体的に構築さࢀて

いた 2800N ᵝࡣࢀࡇࠋているࡗ࡞てもよい石垣とࡗ石加工が┿㏫といࡸた石積みࡗ金場取ṧ積といࡣ

ᘧの␗࡞る二つの石垣を㝿立たࡏるよ࠺、ព図さࢀたものと考えࢀࡽるࠋ

௨上のࡇとか2710、ࡽ: と 2800N 17、ࡣ 世紀後༙に構築さࢀたࡇと、㑅ᢥ的に石ᮦを౑用する点ࡸ

つ᱁、㞄᥋した石垣が␗ࡗ࡞た石加工の石ᮦを౑用する点࡝࡞、「ぢࡏる石垣」として明確࡞ព図をもࡗ

て造ࢀࡽたといࡇ࠺とが明ࡽかとࡗ࡞たࠋ

も࠺一つ௒回の調査でࡣ、数寄屋屋敷北の東西方ྥの堀と、数寄屋屋敷東側の堀とがᵽ門を௓して

⧅がࡗていた᫬期が࠶るࡇとが明ࡽかとࡗ࡞たࠋᵽ門と⧅がࡗていたのࡣ、堀ᗏより一段῝く࡞る石

積みㆤᓊをもつ水路で࠶るが、ࡇの水路ࡣ現≧の堀の中で西にᢡࢀたりࡎࡏに、そのまま北࡬とᘏび

ていくࠋさࡽにそのඛのᘏ長方ྥࡸ㊥㞳についてࡣ、௒回の調査でࡣ十分に㏣及できてい࡞いが、ᬯ

Ὼに࡞る࡝࡞して、さࡽに北方ྥにᘏびていたもしくࡣ、東におࢀて二ノ丸内堀࡬と続いていたと᝿

定しているࠋ

石積みの水路ࡣ江戸前期の内に埋め立てࢀࡽ、その後の堀についてࡣ、ඛ㏙の通り、㞮土蔵下石垣

の周辺のみ、⦆ࡸか࡞土⩚でࡗ࠶たྍ能ᛶが࠶るࠋ調査でࡣ堀ᗏかࡽ法面にかけてࡣ、北側にྥかࡗ

てࣞ࣋ࣝが高く࡞るഴྥが࠶るが、ࣞࢺンチ内でࡣ法面の明確࡞立ࡕ上がりを確認でき࡞かࡗたࠋ現

≧に近い形≧とࡗ࡞たのࡣ明治期、法面の┒土層の᭱下層にࡣ、↝土ࡸⅣ化物、㔙⸆瓦が、㌷㝲Ⲕ碗

と一⥴にሁ積しており、明治 14 年の二ノ丸御殿↝ኻ௨㝆とみࢀࡽるࠋ

　௨上、平成 29 年度の調査でࡣ、玉泉院丸庭園に面した石垣௨外についても、「ぢࡏる石垣」として

つくࢀࡽた石垣が࠶るࡇとが明ࡽかとࡗ࡞たࠋまた、ࢀࡇまで城内でࡣ検出౛が࡞かࡗたᵽ門を確認

したࡇと、数寄屋屋敷北の✵堀に変遷がࡗ࠶たࡇとについても所ぢをᚓるࡇとができたࠋ
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江戸前期「金沢城中地๭絵図　⏥号（⦰ᑻ⣙百五十分一）
二அ御丸・御数寄屋屋敷」金沢市立玉川図書館蔵

ᘏ宝年間（1673�1681）
「金沢御城絵図（北西部）」（公財）前田育徳会蔵

明治５年（1872）
「金沢ᪧ城ᗷ総図並建物部分図等」石川県立図書館蔵

17c 後༙㡭
「金沢城二அ丸ᗙ⯒அ図」金沢市立玉川図書館蔵

元⚘９～ 10 年（1697 ～ 98）の改修後
「金沢城ᗙ敷அ図二அ丸」石川県立歴史博物館蔵

１.

２. 天保 15 年（1844）　ᥥ෗内ᐜࡣ宝ᬺ９年௨前
「加州金沢御城来ᅉ␎記」石川県立図書館蔵

３.

４. ５.

６. 昭和 20 年（1945）
「第五十二ᖌ団司令部図」石川県立歴史博物館蔵

７.

石垣の㧗䛥　㞮ᅵⶶୗ 䠖 1 㛫 㻡 ᑻ 䠄3㻚3㼙䠅

切ᡭ㛛⬥ 䠖 1 㛫༙ 䠄2㻚7㼙䠅

第 43 図　ᩘᐤᒇᒇᩜ໭⤮図

Administrator
長方形
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文化５（1808）年「加賀ᅜ金沢城絵図」石川県立図書館蔵

安政３（1856）年「金沢城石垣◚ᦆ絵図」金沢市立玉川図書館蔵

宝ᬺ 10（1760）年「金沢城அ図」（公財）前田育徳会蔵１.

２.

３.

Ṉ
ᡤ
石
ᇉ
高
ኍ
㛫
㛗
ᢡ
ᘔ
シ

୕
㛫
ᦆ
シ

Ṉ
ᡤ
石
ᇉ
高
ኍ
㛫
㛗
ᢡ
ᘔ
シ

ᤞ
㛫
ᦆ
シ

第 44 図　ᩘᐤᒇᒇᩜ໭࿘㎶の⅏ᐖ⿕⅏≧ἣ

Administrator
長方形
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側⁁・凝灰岩〇石組⁁検出≧ἣࢺンクࣜーࢥ.２
（南西かࡽ）

１.Ⅰ層掘下ࡆ　石組⁁（南かࡽ） ３.法面の♟検出≧ἣ（南西かࡽ）

４.堀ᗏの♟検出≧ἣ（西かࡽ） ５.法面石積み（南かࡽ）

８.堀ᗏ石組⁁検出≧ἣ（西かࡽ） ７.堀ᗏ石組⁁ᇶ┙層（◁層）（北かࡽ）

第 4㻡 図　ᩘᐤᒇᒇᩜ໭㑇ᵓ෗┿１
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４.調査区東西壁

２.法面南北壁

５.東西壁　26層（焼土と瓦を多く含む）

３.堀底　南北壁

７.入隅部断割り（南西から）

６.入隅部断割り　2710Wと2800N根石前面の整地土検出
（北から）

８.2710W根石下部（西から）

１.法面上南北壁

第 4㻢 図　ᩘᐤᒇᒇᩜ໭㑇ᵓ෗┿２
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ᵽ門全景（北かࡽ）

２.ᵽ門掘り下ࡆ　遺物検出≧ἣ ３.ᵽ門内部のሁ積土（北かࡽ）

４.ᵽ門　木組（北かࡽ） ５.水路石積ᇶᗏ部（西かࡽ）

１.ᵽ門全景（北かࡽ）

第 47 図　ᩘᐤᒇᒇᩜ໭㑇ᵓ෗┿３
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１.水路検出≧ἣ（上かࡽ）

２.堀ᗏ部分全景（南かࡽ）

第 48 図　ᩘᐤᒇᒇᩜ໭㑇ᵓ෗┿４



第３⠇　玉泉院丸南東調査区

㸯㸬ㄪᰝ༊ࡢ఩⨨࡜ㄪᰝࡢᴫせ㸦➨ ��・�� ᅗ㸧

本調査区ࡣ、玉泉院丸の南東側に఩置するࠋ調査区周辺ࡣ、࣎ ーࣜンࢹࢢータにより、近世前期の絵

図でࡣ、前面に泉水の南端がᘏ伸しており、江戸後期にࡣ緑地としてᥥかࢀているࠋ現≧ࡣ発掘調査ࡸ

江戸後期の絵図をもとに玉泉院丸庭園が᚟元さࢀているが、本来の遺構面ࡣ現≧より⣙２㹫పく、かさ

上ࡆした≧態での整備のため、周辺の石垣群をྵめた景観ࡣ ᫬とࡗ࡞␗ࡣているࠋ石垣背後にࡣ明治

40年㡭につくࢀࡽた、いもり坂が南北方ྥに㉮ࡗており、現≧の石垣天端ࡣ、いもり坂造成᫬に坂の໙

㓄に࠶わࡏてᩳめに๐ࢀࡽたものとみࢀࡽるࠋ

石垣ࡣ玉泉院丸東かࡽ南側にᒎ㛤する石垣群の一角に࠶たり（石垣,' 1561:）、ᚑ来、17世紀後༙のᵝ

ᘧとしてホ౯してきたが、埋ἐ部分のᵝ相についても同ᵝ࡞のか、そࢀとも１段㝵古いᵝ相（玉泉院丸

庭園作庭᫬㸸17世紀前༙）をと࡝めるのかを確認するため、発掘調査を⾜ࡗたࠋ調査区ࡣᙜึ２㹫四方と

していたが、᝿定していたよりも石垣の埋ἐ部分が῝くࡗ࡞たため、ࣞࢺンチの῝さにᛂࡌて、㝶᫬調

査区もᣑ張し、段掘りをし࡞がࡽ作業を㐍めていࡗたࠋ

調査区の埋めᡠしࡣ、発掘೵Ṇ面を明♧するため、୙織布を敷いた後、㯤〓Ⰽ◁を5੉程のཌさにධࢀ

た上で、掘๐による発生土を౑用して埋めᡠしを⾜ࡗたࠋ

㸰㸬ᇶᮏᒙᗎ

本調査区の層ᗎࡣ、Ⅰ～Ⅳ層に大別したࠋⅠ層としたのࡣ近代௨㝆の造成土の層で、ࢥンクࣜーࡸࢺ

ே㢌大の♟をྵみ、調査区の北西側（庭園側）かࡽ土が┒ࢀࡽたሁ積≧ἣでࡗ࠶たࠋⅡ～Ⅳ層ࡣ、近世段

㝵と考えており、Ⅱ層ࡣ近世後期、Ⅲ層17ࡣ世紀後༙の玉泉院丸庭園の再整備にక࠺┒土層、Ⅳ層17ࡣ

世紀前༙の作庭ᙜึの┒土層としたࠋ᫬期を特定できるよ࡞࠺出土遺物ࡣ↓く、┒土と石垣のᵝ相をᑐ

ᛂさ࡞ࡏがࡽ᝿定したࠋ
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第 49 図　⋢Ἠ㝔୸༡ᮾㄪᰝᆅⅬ඲ᬒ 䠄ㄪᰝ๓䠅



― 56 ―

S=1/200
0 5m

い
も
り
坂

い
も
り
坂

4040

3939

3838

3737

3636

3535

3434

4040

3939

3232

3
3
3
3

3838

3333

3434

3535

3333

3
6
3
6

3636

3
5
3
5

3434

3434

3232

H28-28H28-28

32.9032.90

34.3734.37

33.7733.77

31.9631.96

38.9938.99

33.4833.48

40.5140.51

40.1840.18

39.4739.47
40.5140.51

40.5840.58

35.6335.63

37.9937.99

38.3538.35

35.1335.13

38.2738.27

37.9137.91

34.9934.99

32.3132.31

32.1832.18

36.4636.46

36.2636.26

36.7536.75

34.0934.09

31.7331.73

32.0932.09

32.7832.78

32.5432.54

33.1033.10

32.7232.72

32.4032.40

33.1733.17

36.4136.41

35.7335.73

35.9935.99

36.3536.35

34.2634.26

33.2033.20

32.8532.85

34.0834.08

35.9735.97

34.7934.79
32.4432.44

34.1834.18

35.2635.26

34.5534.55

32.7432.74

32.5132.51

33.1533.15

33.8033.80

32.8232.82

32.8332.83

35.9335.93

33.3233.32

35.6335.63

33.9333.93

36.3036.30

32.9032.90

1560S1560S

1560W1560W

1551W1551W

1810S71810S7

1561W1561W

aa

a’a’

+62.440+62.440

+62.445+62.445

+62.450+62.450

+62.455+62.455

+62.460+62.460

+62.435+62.435

+62.430+62.430

+62.425+62.425

+62.420+62.420

+62.440+62.440

+62.445+62.445

+62.450+62.450

+62.455+62.455

+62.460+62.460

+62.435+62.435

+62.430+62.430

+62.425+62.425

+62.420+62.420

-
4
5
.
2
9
5

-
4
5
.
2
9
5

-
4
5
.
2
9
0

-
4
5
.
2
9
0

-
4
5
.
3
1
5

-
4
5
.
3
1
5

-
4
5
.
3
1
0

-
4
5
.
3
1
0

-
4
5
.
3
0
5

-
4
5
.
3
0
5

-
4
5
.
3
0
0

-
4
5
.
3
0
0

-
4
5
.
3
2
0

-
4
5
.
3
2
0

-
4
5
.
2
9
5

-
4
5
.
2
9
5

-
4
5
.
2
9
0

-
4
5
.
2
9
0

-
4
5
.
3
1
5

-
4
5
.
3
1
5

-
4
5
.
3
1
0

-
4
5
.
3
1
0

-
4
5
.
3
0
5

-
4
5
.
3
0
5

-
4
5
.
3
0
0

-
4
5
.
3
0
0

-
4
5
.
3
2
0

-
4
5
.
3
2
0

玉泉院丸玉泉院丸

⸄ノ丸⸄ノ丸

➨ �� ᅗࠉ⋢Ἠ㝔୸༡ᮾㄪᰝ༊఩⨨ᅗ



― 57 ―

S=1/200
0 5m

㼍㻙㼍䇻ᆅᙧ᩿㠃図

䠄ே䛜いる䛾䛜い䜒りᆏ䚸䛭䛾ዟは⸄䝜୸䛾▼ᇉ⩌䚸ୖẁはᮏ୸㝃ẁ䛾୕༑㛫㛗ᒇ䚸ㄪᰝ༊は෗┿ྑഃ䠅

28.0

29.0

33.0

27.0

31.0

32.0

30.0

28.0

29.0

27.0

31.0

32.0

30.0

35.0

36.0

40.0

34.0

38.0

39.0

37.0

41.0 41.0

33.0

35.0

36.0

40.0

34.0

38.0

39.0

37.0

⦕石
⦕石

ᬯῺ近代

1561W

玉泉院丸

いもり坂

⸄ノ丸

a a’

➨ �� ᅗࠉ⋢Ἠ㝔୸༡ᮾ▼ᇉ࿘㎶ᆅᙧ᩿㠃ᅗ

第 㻡2 図　⋢Ἠ㝔୸༡ᮾㄪᰝ༊࿘㎶の石垣



― 58 ―

+62.448

+62.448

+62.446

+62.446

+62.444

+62.444

+62.448

+62.448

+62.446

+62.446

+62.444

+62.444

-4
5.
30
8

-4
5.
30
8

-4
5.
30
8

-4
5.
30
8

-4
5.
31
0

-4
5.
31
0

-4
5.
31
0

-4
5.
31
0

-4
5.
30
4

-4
5.
30
4

-4
5.
30
4

-4
5.
30
4

-4
5.
30
6

-4
5.
30
6

-4
5.
30
6

-4
5.
30
6

33.86
34.03

34.24

34.3234.41

34.60
34.64

34.66

34.7234.74

34.73

34.81

34.77
34.43

34.14

32.81
32.83

30.84

30.76

30.73
30.7830.78

30.79

30.81

30.84

30.80

30.80

28.62

28.91
28.85

28.89

28.62

28.65

28.8728.71

28.89

33.74

33.87
34.03

34.32
34.37

34.47

34.49
34.43

34.71 34.67

34.76 34.71

34.36

32.2432.20

32.87

32.53

30.80

30.77

30.77 30.80

30.80

30.82

30.82

30.82

28.68
28.62

28.6328.60

28.54

28.69

28.57

30.80

30.48

30.48

31.20

31.19

31.99

31.59

31.59

31.59

30.80

30.80

32.75

32.50

32
.5
0

34.
50

33.
75

34
.2
5

32.25

32.50

32.75

30.75

30.80

+62.448

+62.448

+62.446

+62.446

+62.444

+62.444

+62.448

+62.448

+62.446

+62.446

+62.444

+62.444

-4
5.
30
8

-4
5.
30
8

-4
5.
30
8

-4
5.
30
8

-4
5.
31
0

-4
5.
31
0

-4
5.
31
0

-4
5.
31
0

-4
5.
30
4

-4
5.
30
4

-4
5.
30
4

-4
5.
30
4

-4
5.
30
6

-4
5.
30
6

-4
5.
30
6

-4
5.
30
6

S=1/50
1m0

➨ �� ᅗࠉㄪᰝ༊ᖹ㠃ᅗ・࢜ࣝࢯ෗┿



― 59 ―

S=1/150
0 5m

+6.0+4.00.0 +2.0 +8.0

34.0

30.0

+14.0+12.0+10.0

+6.0+4.00.0 +2.0 +8.0 +14.0+12.0+10.0

32.0

34.0

30.0

32.0

❧㠃ᅗ

ᆶ┤᩿㠃ᅗ

Ỉᖹ᩿㠃ᅗ
ン࢖調査前の地表ラࡣڼ

+6.0+4.00.0 +2.0 +8.0

34.0

30.0

+14.0+12.0+10.0

+6.0+4.00.0 +2.0 +8.0 +14.0+12.0+10.0

32.0

34.0

30.0

32.0

34.0

32.0

30.0

34.0

32.0

30.0

5.01.51.00.5 10.0 15.0

DL=35.00

34.50

34.00

33.50

31.50

32.00

32.50

33.00

29.50

30.00

29.00

30.50

31.00

➨ �� ᅗࠉ:����ࠉ▼ᇉ❧㠃・᩿㠃ᅗ・࢜ࣝࢯ෗┿



― 6� ―

S=1/50
1m0

+10.0+8.0 +12.0

+7.0 +9.0 +10.0 +11.0

+7.0 +9.0 +11.0

+8.0 +12.0

32.0

30.0

29.0

31.0

29.0

31.0

32.0

30.0

0.23

0.28

0.24

0.30

0.34

0.37

0.42

0.33
0.35

0.29

0.32

0.23

0.26

0.24

0.27

0.30

0.34

0.33

0.39

0.420.42
0.43

0.36

0.30

0.25

0.27

0.25

0.28

0.31

0.37

0.40

0.43

0.49
0.49

0.56

0.58

0.57

0.59

0.64

0.69

0.66

0.71

0.61

0.64

0.57

0.59

0.55

0.51
0.51

0.44

0.37

0.31

0.35

0.250.25

0.31

0.36

0.36

0.44

0.52

0.55

0.58

0.61

0.72

0.82 0.83

0.77

0.72

0.71

0.65

0.63

0.61

0.57

0.55

0.52

0.49

0.43

0.40

0.37

0.32

0.27
0.26

0.27

0.31

0.32

0.39

0.46 0.460.47

0.41

0.34

0.36

0.28
0.29

0.35

0.37

0.42

0.43

0.480.47

0.45

0.42

0.36

0.40

0.32

0.30

0.28

0.22

0.26

0.20

0.21

0.230.24

+10.0+8.0 +12.0

+7.0 +9.0 +10.0 +11.0

+7.0 +9.0 +11.0

+8.0 +12.0

32.0

30.0

29.0

31.0

29.0

31.0

32.0

30.0

➨ �� ᅗࠉ:����ࠉ▼ᇉ㸦ㄪᰝ༊ෆ㸧❧㠃ᅗ・࢜ࣝࢯ෗┿



㸱㸬㑇ᵓ

調査区ࡣ玉泉院丸庭園の南東に࠶る⸄ノ丸かࡽのᩳ面地を画する石垣の根元を掘り下ࡆたࠋ石積み

現≧で高さ⣙ࡣ 2.2 㹫でࡗ࠶たが、現地表より下に⣙ 3.8 㹫まで続いており、６㹫を㉸える高さの石

垣で࠶るࡇとがุ明したࠋඛ㏙の通り石垣の天端部分ࡣ、明治 40 年㡭のいもり坂造成の㝿に、坂の

໙㓄に合わࡏてᩳめに๐平さࢀており、᧔ཤ部分の石積みをྵめると、本来の石垣高ࡣ現ἣの３ಸ௨

上(⣙7.5㹫 )と推測できるࠋ「金沢城中御石垣間数附絵図」（文化２年（1805）、金沢市立玉川図書館蔵）

でࡣ「高二間二ᑻ」（4.24 㹫）とࡗ࡞ており、᝿定した石垣天端かࡔࡽと、࡝࠺ࡻࡕ現地表面辺りで

江戸後期の高さと大きく変わ࡞ࡽいࡇとに࡞るࠋ

ࡽ表土か、ࡣンチࣞࢺ 1.5 㹫まで６ࡣ㹫四方の調査区で掘り下ࡆたࡇࠋのࣞ࣋ࣝまでࡣ、全てⅠ層

とした近代௨㝆の造成土で࠶る（第 57・58 図）ࠋ南ቨ１・２層ࡣ公園整備᫬の造成土、３層上面ࡣ県

立体育館がࡗ࠶た᫬期の地表面と考えࢀࡽるࠋ北ቨ１～４層が公園整備᫬の造成土と考えࢀࡽるࠋ陶

磁ჾ片ࡸ⇺瓦࡝࡞とともに࢞ラスࢥࡸンクࣜーࢺが出土したࠋ

Ⅱ層ࣞࢺࡣンチ土層の７～ 31 層がヱᙜし、黒〓Ⰽ⢓質土を主体とした┒土層で、北かࡽ南側にࡴ

かࡗてわࡎかにഴᩳしているࠋ出土遺物ࡣ磁ჾ片が１点のみで、᫬期ࡣ୙明ࡔが、Ⅰ層と比࡭てሁ積

土の土質ࡸ出土遺物のᅾり方が大きく変化するࡇとかࡽも近世後期かࡽ明治期のいもり坂造成㡭まで

と推測しているࠋ

石垣（,'1561:）ࡣ、୙定形࡞五～七角形の切石ᮦを஘積みした、「஘切合ࡏ」とも࿧ࢀࡤ金沢城石

垣においてࡣ寛文期の切石積石垣の典ᆺ౛の一つで࠶るࠋ現≧の石垣ࡣ、本来の天端が๐平さࢀてお

り、ṧ存部分の᭱高所ࡣ北側に続く 15606 とのධ㝮部でᶆ高 35.3 㹫で࠶るࠋ調査区内の石垣ṧ存部

分の天端ࡣᶆ高 34.5 㹫前後で、現地表の高さが 32.5 㹫前後ࡇ࡞とかࡽ、地上部にぢえるのࡣ高さ⣙

２㹫の石垣と࡞るࠋ調査でࡣᶆ高 28.6 㹫まで掘り下ࡆており、⣙４㹫下まで石垣ࡣ続いていたࢺࠋ

ࣞンチ内で確認した᭱下段ࡣ根石とみࢀࡽる石ᮦの上部を確認したにと࡝まࡗているため、根石下端

部までࡣも࠺ᑡし下がるࡇとと࡞るが、௒回の調査でࡣ、石積みの変化を確認するࡇとを目的として

いるࡇとかࢀࡇ、ࡽ௨上ࡣ掘り下࡞ࡆかࡗたࠋ

　石ᮦࡣᶆ高 29.6 㹫までࡣ、地上部かࡽの加工・調整ࡣ変化ࡎࡏ、そࢀ௨下で切石ᮦかࡽ⢒加工石

ᮦに変化しているࡇࠋの⢒加工石ᮦの石積みࡣᑡ࡞くとも２段続いており、面加工が丁ᑀに⾜わࢀて

いるࡇとࡸ、ワ石が㝽間に合わࡏて⢭加工さࢀたᯈ≧を࿊するࠋ金沢城石垣編年における５期石垣（寛

文期）にヱᙜし、その丁ᑀさかࡽも地表面に㟢出していたと考えࢀࡽるࠋ

　さࡽにその下、ᶆ高 29 㹫をቃにも࠺一つ石垣石が変化するࠋ上２段の⢒加工石積と比ࡸࡸ࡭面加

工が⢒くࡗ࡞ており、ワ石も⢭加工したᯈ≧ワ石かࡽ、෇♟と࡞る࡝࡞、上段とࡣᵝ相が␗ࡗ࡞てい

るࡇࠋの石積ࣞࢺ、ࡣンチ内で１ࡣ段分確認したが、その下に続く段の石ᮦが一部ぢえた≧態で、前

面ࡣᰩ石の前㎸めでそわࢀているࡇとかࡽ根石と

考えࢀࡽるࠋ

　石積みの変化とᑐᛂして、ࣞࢺンチ内の石垣前

面の┒土の土層ሁ積≧ἣも変化しており、ᶆ高

29.8 㹫を᭱高所とした石垣前面の┒土が確認さࢀ

ているࠋ┒土上面ࡣ㯤ᶳⰍの⢓土が広がࡗており、

石垣側かࡽ、庭園側にྥかࡗて⬗が張ࡗたよ࠺に

下がࡗていくࣞࢺࠋンチの東西୧断面でも同ᵝの

⢓土がⷧく張り付くよ࠺に┒土層をそࡗている≧

ἣが確認でき、ட⭡≧を࿊した┒土でࡗ࠶たとみ

ࡣの┒土層ࡇࠋるࢀࡽ 17 世紀後༙の庭園再整備に
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ㄪᰝ༊北壁土層断面図

ㄪᰝ༊南壁土層断面図
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7　10YR4/4　褐色土（粘質土、ややしまりあり、径 0.1 ～ 0.5 ㎝・径２～３㎝・

径㸲㎝大の礫を少量含む）

8　10YR3/2　黒褐色土（粘質土、しまりが弱い、黄褐色粘土粒含む、戸室剥片含む、

径１～３㎝・径㸲～㸴㎝・径 12 ㎝大の礫を少量含む）

9　10YR5/6　黄褐色土（粘性ややᙉい、ややしまりあり、10YR3/2 黒褐色ブロッ

クをまばらに含む、径１～３㎝・径㸲～㸴㎝・径㸶～ 10 ㎝の礫を少量含む）

10　10YR4/3　にぶい黄褐色土（粘性ᙉい、しまり弱い、径 0.5 ～２㎝の礫を少量

含む、10YR5/6 黄褐色土（上の 9層か）がΰじࡗている）

1　10YR3/3　暗褐色土（砂質土、径 0.5 ～２FP の礫を少量含む）

2　10YR4/3　にぶい黄褐色土（砂質土、径 0.5 ～１FP・径２～３㎝・径㸲～７㎝・

径10～14㎝の礫を少量含む、径５～㸷㎝・径11～16㎝のࢥンクリートが入る）

3　10YR2/2　黒褐色土（粘質土、ややしまりあり、10YR5/6 黄褐色のᙉ粘土が部

分的に層状に入る、径 0.5 ～２㎝・径㸲～７㎝・径㸷～ 11 ㎝の礫を少量含む、

径 0.5 ㎝大のクサリ礫含む、径㸲㎝大のࢥンクリート少量入る）

4　10YR3/3　暗褐色土（粘質土、10YR5/6 黄褐色ブロックを多く含む、径 0.5 ～

１㎝大のクサリ礫を含む、径１～３㎝・径５～７㎝の礫を少量含む）

5　10YR3/2　黒褐色土（径２～㸲㎝・径７～㸷㎝の礫を少量含む、戸室剥片を含む）

6　10YR2/1　黒色土（シルト質土、しまりが弱い、炭化物を層状にまࢇ࡭ࢇなく

含む、径 2～㸲㎝の礫を少量含む）
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8　10YR3/3　暗褐色土（粘質土、径 0.5 ～３㎝の円礫少量含む、径㸲～㸶㎝のᡥ

平礫を少量含む、径㸶～ 13 ㎝の礫少量含む、径 21 ㎝大の礫少量入る）

9　10YR3/2　黒褐色土（粘質土、ややしまり弱い、10YR5/6 黄褐色土を粒状に含む、

径 0.5 ～２㎝の円礫を少量含む、径２～㸲㎝・径７～ 12 ㎝の礫を含む）

10　10YR3/3　暗褐色土（粘質土、径１㎝大のクサリ礫を含む、径 0.5 ～２㎝の円

礫を少量含む、径２～㸲㎝・径５～㸴㎝の礫を少量含む）

11　10YR4/3　にぶい黄褐色土（粘質土、10YR5/4 にぶい黄褐色ブロック（地山由

来の土か）がまࢇ࡭ࢇなく入る、径２～㸲㎝のᡥ平礫を少量含む、径 0.5 ～

２㎝の礫少量含む）

12　10YR3/3　暗褐色土（粘質土、径１～２㎝大のクサリ礫を含む、径 0.5 ～１㎝・

径３～㸲㎝・径７～㸶㎝の礫を少量含む）

13　10YR3/3　暗褐色土（粘質土、径 0.5 ～２㎝・径㸲～７㎝の礫を含む、径 17

～ 20 ㎝の礫を少量含む）

14　10YR5/4　にぶい黄褐色土（粘質土、径 0.5 ～２㎝・径㸲～７㎝・径㸷～ 10

㎝の礫を少量含む、10YR3/2 黒褐色ブロックがまࢇ࡭ࢇなく入る）�

1　10YR3/2　黒褐色土（砂質土、径１～㸲㎝の礫を少量含む）༡ቨ 1層とᑐ応

2　10YR3/3　暗褐色土（砂質土、径１～㸲㎝の礫を含む、径５～㸴㎝のᡥ平礫を

少量含む、径 13 ～ 17 ㎝の礫を少量含む）

3　10YR3/3　暗褐色土（砂質土、ややしまり弱い、径１～３㎝の礫を多量に含む、

径㸲～７㎝の礫を少量含む、ࢥンクリート片含む、径 10 ㎝の円礫少量入る）

༡ቨ 2層とᑐ応

4　10YR4/3　にぶい黄褐色土（砂質土、径１～㸲㎝の円礫を非常に多量に含む、

径㸴～㸷㎝の礫を含む、径12～21㎝の礫を少量含む、径㸷～12㎝のࢥンクリー

トが入る）༡ቨ 2層とᑐ応

5　10YR2/2　黒褐色土（粘質土、径 0.5 ～２㎝の円礫を少量含む、径２～㸲㎝の

礫少量含む、10YR5/6 黄褐色ᙉ粘質土が所ࠎに入る）༡ቨ 3層とᑐ応

6　10YR5/6　黄褐色土（ᙉ粘質土、༡ቨ 3 層୰にサン࢖ࢻッチ状に入ࡗていた粘

土層がཌくなࡗて༢⊂の層状に堆積、ブロック状にᔂれ᫆い）༡ቨ 3 層とᑐ

応

7　10YR3/2　黒褐色土（粘質土、ࢥンクリート片が多量に入る、径 0.5 ～１㎝の

円礫を少量含む、径２～５㎝のᡥ平礫を少量含む、径 10 ～ 14 ㎝・18 ～ 22 ㎝

の礫を少量含む）

0 2m
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1　10YR3/1　黒褐色土（粘質土、径２～５㎝礫多く含む、径 20 ㎝の礫少量含む）

2　10YR3/2　黒褐色土（弱粘質土、黄褐色粘土粒を含む、砂を含む、径３㎝大の

礫を少量含む、径 10 ～ 15 ㎝大の礫を少量含む）

3　10YR3/2　黒褐色土（粘質土、黄褐色粘土ブロックを多く含む）

4　10YR3/2　黒褐色土（弱粘質土、黄褐色粘土粒を含む、径３㎝大の礫を含む）

5　10YR3/2　黒褐色土（粘質土、黄褐色粘土粒とFeを含む、砂礫をごく少量を含む）

6　10YR3/2　黒褐色土（粘質土、砂礫を少量含む）

7　10YR3/2　黒褐色土（粘質土、Fe を含む、砂礫を含む、戸室チップを少量含む、

いもり坂造成頃までの旧表土か）

8　10YR3/2　黒褐色土（粘質土、黄褐色粘土粒を少量含む）

9　10YR3/2　黒褐色土（粘質土、しまりあり、黄褐色粘土を層状に含む）

10　10YR2/2　黒褐色土（粘質土、ややしまりあり）

11　10YR3/3　暗褐色土（黄褐色粘土ブロックを多く含む、黒色土のブロックを局

所的に含む）

12　13 層に黄褐色粘土粒多く含む

13　10YR3/2　黒褐色土（粘質土、しまりあり、炭化物をごく少量含む）

14　10YR4/3　にぶい黄褐色土（粘質土、しまりあり、黄褐色のクサリ礫を含む、

径５～ 10 ㎝の礫を含む、戸室石剥片含む）

15　10YR4/4　褐色土（粘質土、径５～７㎝の円礫を多く含む、灰色粘土ブロック

を含む）

16　10YR4/3　褐色土（しまりが弱い、戸室石剥片を含む、径 0.5 ～１㎝大の小礫

を多く含む）

17　10YR4/4　褐色土（粘質土、黄褐色粘土粒を多く含む、ややシルト質）

18　10YR4/2　灰黄褐色土（粘質土、しまりあり、径５～ 10 ㎝大の礫を含む）

19　10YR4/3　にぶい黄褐色土（粘質土、やや偏平な礫を含む、黄褐色粘土粒を含む）

20　10YR2/1　黒色土（粘質土、しまりあり、炭化物を含む、径 0.5 ～１㎝大の黄

褐色粘土粒を含む、径 10 ～ 15 ㎝大の礫を含む）

21　10YR4/4　褐色土（粘質土、しまりあり、黄褐色粘土粒を含む、砂礫を含む、

径 10 ㎝大の礫を少量含む）

22　10YR1.7/1　黒色土（非常にしまる、径 0.2 ～ 0.5 ㎝大の黄褐色粘土粒をまば

らに含む）

23　10YR4/3　にぶい黄褐色土（しまりあり、明黄褐色粘土のブロックを含む、同

じ粘土粒も多く含む）

24　10YR3/2　黒褐色土（しまりあり、明黄褐粘土粒を少量含む）

25　10YR1.7/1　黒色土（しまりあり、黄褐色粘土粒を少量含む）

26　10YR2/2　黒褐色土（粘質土、しまりあり、黄褐色粘土粒を少量含む）

27　10YR2/2　黒褐色土（シルト質、しまりあり、明黄褐色粘土粒を多く含む）

28　10YR3/4　暗褐色土（粘質土、径 10 ㎝大の礫をまばらに含む、明黄褐色粘土

粒を多く含む）

29　10YR2/2　黒褐色土（粘質土、しまりあり、黄褐粘土粒多）

30　10YR3/4　暗褐色土（粘質土、しまりあり、径１㎝大の円礫を含む、黒褐色土

をまばらに含む）

31　10YR2/2　黒褐色土（シルト質、しまりあり、明黄褐色粘土粒を少量、一部同

粘土を層状に含む）

32　10YR5/8　黄褐色土（粘質土、しまりあり、同色の砂を含む、灰白色粘土粒を

少量含む、黄橙色シルト質土粒を少量含む）［化粧土］

33　10YR2/1　黒色土（しまりあり、明黄褐色粘土粒を含む、径３～５㎝大の礫を

含む）

34　10YR5/6　黄褐色土（粘質土、黒色土粒が同比で含まれる、径 0.5 ～径１・３

㎝大の円礫をごく多量（こちらが主体？）含む）

35　10YR5/6　黄褐色土（しまり弱い、径１㎝大の円礫多）

36　10YR2/1　黒色土（明黄褐色粘土粒を含む）

37　10YR2/2　黒褐色土（しまり弱い、黄褐色土粒をほぼ同比含む、径１～２㎝の

円礫を多く含む）

38　10YR2/2　黒褐色土（粘質土、しまり弱い、黄褐色粘土粒を含む）

39　10YR5/6　黄褐色土（しまり弱い、黒褐色土粒を多く含む、径 0.5 ～ 1.5 ㎝の

円礫を含む）

40　10YR2/3　黒褐色土（黄褐色土細粒・砂を多く含む）

41　10YR3/2　黒褐色土（しまりあり、黄褐色土粒を含む、白色粘土粒を少量含む）

42　10YR2/2　黒褐色土（しまりあり、黄褐色土ブロックを含む）

43　10YR5/8　黄褐色土（粘質土、黒褐色土を薄く層状に含む）

44　10YR2/2　黒褐色土（しまりあり、黄褐色土ブロックを含む、黄褐色クサリ礫

を含む）

45　10YR3/4　暗褐色土（粘質土、同色の細砂～シルト質土が層状に入る）［池底

の水成堆積層］

46　戸室チップ層（径５㎝大・径１～２㎝大のチップを主体、石粉状のものも多

く入る、しめかためられて非常にかたくしまる）

47　10YR5/8　黄褐色土（粘質土、しまりあり、同色の砂を含む、戸室チップを少

量含む）

48　10YR5/8　黄褐色土（粘質土、しまりあり、黄白色粘土粒を多く含む、部分的

にブロック状に入る）

49　10YR5/2　灰黄褐色土（しまり弱い、砂礫を多く含む、白色粘土粒を少量含む）

50　10YR5/4　にぶい黄褐色土（砂礫土、しまり弱い、粗砂が主体、径５㎝大の偏

平礫を少量含む、クサリ礫が多く地山由来）

51　10YR4/4　褐色土（砂礫土、しまりやや弱い、クサリ礫を含む、同色の粘質土

を含む、直上に戸室チップがうすく堆積）

52　10YR5/6　黄褐色土（粘質土、しまりあり、同色の粗砂を含む）

53　10YR3/4　暗褐色土（粘質土、石垣根固栗石の隙間下半部に堆積（上部は 52

層に入り込む）［水成堆積］

54　10YR8/2　灰白色粘土（現状より -30 ㎝までピンポールを刺しても手応え変わ

らず、レベル的にも 52 層の掘り込みから見ても地山の可能性高）［地山］

※Ⅰ層：1・2 現代～近代層

  Ⅱ層： 7・10・11・14 ～ 18・20 ～ 24・27・28・31　近世（後期）の盛土層

　Ⅲ層：32 ～ 34・36・37・39 ～ 42・44 17 世紀後半の庭園再整備に伴う盛土層

　Ⅳ層：45 ～ 53 17 世紀前半の作庭当初の整地層
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క࠺ものと考え、Ⅲ層としたࠋ

㯤ᶳⰍ⢓土層ࡣཌみがⷧいが、層の上面にࡈࡣくわࡎか࡞がࡽ黒Ⰽのᪧ表土層がそࡗている≧ἣが

確認できたࠋ⢓土層下఩の┒土層ࡣሁ積方ྥが庭園側かࡽ石垣側࡬とపくࡗ࡞ており、石垣上方かࡽ

のὶ土等の⮬↛ሁ積層で࡞ࡣく、ព図的に┒土しているものとみࢀࡽるࠋ┒土層の࡞かにࡣ、直ᚄが

２～３੉の෇♟が特定の層にまとまࡗてྵまࢀているため、地山にྵまࢀていたとい࠺よりも、庭園

で౑用さࢀていた෇♟がまとまࡗてΰධした、ཪࡣព図的にධࢀࡽࢀたྍ能ᛶが࠶るࠋ

Ⅲ層よりも下層の、ᶆ高⣙ 29 㹫のࣞ࣋ࣝで、⣽◁が஫層≧にධる水成ሁ積層がⅢ層の┒土⠊ᅖを

越えて広がࡗているࡇとかࡽ、┒土௨前ࡣ石垣前面まで水にᾐかるよ࡞࠺≧ἣでࡗ࠶たと考えࢀࡽるࠋ

水成ሁ積土の下ࡣ、㠀常に◳くしまࡗた戸室石のチッࣉ層（46 層）と、㯤〓Ⰽ⢓質土層（47・48 層）

が水平かつᆒ一に広がるࡇࠋのしまりの࠶る土ࡣ、水のᾐ㏱を㜵ぐために᪋工さࢀたと推測しているࠋ

ているࡗ┒て土をࡗ大きく、石垣側にྥかࡣとの༢఩ࡈているが、一層ࡗより下の層も◳く⥾まࢀࡇ

よ࡞࠺ሁ積≧ἣにみえるࠋ水成ሁ積層௨下ࡣⅣ層としたが、ࡇの層に石垣前㎸めのᰩ石層ࡣそわࢀて

おり、ࣞࢺンチの西端でࡇのᰩ石層の掘方を検出したࠋⅣ層上面をቃとして石垣の໙㓄が、Ⅳ層௨下

ࡣ 76r、Ⅳ層より上方ࡣ⣙ 82rと、ࡸࡸ急角度に変化しているࠋ໙㓄が変化するቃ目ࡣ⢒加工石積

部分ࡔが、上部を切石積࡬と改修する㝿に໙㓄を立てるために、一᪦部分的に解体、ᤣえ直しを⾜ࡗ

たྍ能ᛶが࠶るࠋ⢒加工石積の໙㓄のままࡔと、石ᮦ上面の角度も石ᑼにࡴかࡗて下がࡗているため、

そのまま上に切石ᮦをタ置すると、上下の石ᮦの石ᑼ付近に大き࡞㝽間が生ࡌるᜍࢀが࠶るࠋそࢀを

解ᾘするためにも石ᑼを上ࡆる࡝࡞して調整したたとも推測できるࠋたࡔし、᭱⤊的にⅢ層によࡗて

そわࢀてしまࡇ࠺とかࡽ、切石ᮦに஺᥮までࡣし

ࠋるࢀࡽたとみࡗか࡞

平成 22 年度の玉泉院丸庭園確認調査の㝿にే

一つが、ࡕ࠺調査のࢢた࣎ーࣜンࢀて実᪋さࡏ

௒回の、ࡽとかࡇたる࠶調査区の西端に࡝࠺ࡻࡕ

調査≧ἣと比較して改めて࢔ࢥを確認してみたࠋ

黒Ⰽ土と㯤〓Ⰽ土がΰࡗࡊた整地土直下で、地山

としていた 28.94 㹫௨下の 40 ੉程度のཌみの࠶

る層に類ఝしており、௒回のࣞࢺンチで確認した

47・48 層とᑐᛂし、┒土でࡗ࠶たྍ能ᛶが高いࡇ

とがわかࡗたࠋ
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㸲㸬ᑠ⤖

௒回の調査でࡣ、玉泉院丸庭園の

作庭ึ期とみࢀࡽる石垣を確認し

たࠋ石垣ࡣ地上部及び埋ἐ部の大部

分が切石積石垣でࡗ࠶たが、ᇶ部の

３段分ࡣ⢒加工石積にでࡗ࠶たࡇࠋ

の石積みࡣ、切石積石垣に改変さࢀ

た㝿に、ⱝᖸの手がධࡗているが、

石ᮦ加工ࡸ積み方の特ᚩかࡽ、上部

の切石積(５期)にඛ⾜する᫬期(４

期 ) に఩置づけࢀࡇ、ࢀࡽまでホ౯

が定まࡗてい࡞かࡗた作庭ึ期(寛Ọ

11年 1634、加賀藩三代・前田利常に

よる)の石垣の一部と考えࢀࡽるࠋ

現≧の切石、ࢀ石垣のᇶ部をṧして積み直さࡽくしてかࡽࡤ作庭後し、ࡣにより、ụᓊの石垣ࢀࡇ

積とࡗ࡞たࡇとを確認し、その᫬期ࡣ、城内石垣とのᑐ比か17、ࡽ 世紀後༙ ( 五代藩主・前田綱紀

による )と推定さࢀ、庭園においての切石積石垣の出現期を特定したࠋ

平成、ࡣのᵝ相ࡽࢀࡇ 20 年度かࡽ⾜わࢀた玉泉院丸北泉水⦕石垣（6430:）の前面での確認調査で

も同ᵝのᵝ相と変遷を確認している［金沢城調査研究所 2015d］ࠋ（第 61・62 図）

1561: 本来の石垣高が現ἣの３ಸ௨上ࡣ ( ⣙ 7.5 㹫 ) と推測できるが、そのࡇとかࡽ、庭園の北部
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と同ᵝ、東部でもụᓊに高い石垣をᕠࡏࡽていた江戸期の庭園景観が明ࡽかとࡗ࡞たࠋ

また、庭園整備と一体的に石垣整備が⾜わࢀていたࡇとも明ࡽかとࡗ࡞たࠋ石垣改修と同᫬に࡞さ

ていたụのốが後㏥し、石垣とụとの間が部分的ࡗ石垣㝿まで広がࡣた┒土造成により、作庭ᙜึࢀ

に陸地化したと考えࢀࡽるࠋ

石垣の切石化ࡣ、庭園の大がかり࡞再整備の一⎔として実᪋さࢀ、ึ期の庭園景観をๅ新して、௒

日ぢるࡇとのできる切石積石垣の庭が成立したと推ᐹさࢀるࠋ

Џ石஬ƷᚇݑᲢᇹ ��ȷ�� Უ׋

調査区の近᥋地に༢⊂でṧ置さࢀていた切石ᮦで࠶るࠋ石面の形≧ࡸ加工⑞࡝࡞かࡽ本石垣の石ᮦ

でࡗ࠶たとものが、明治 40 年に上部が᧔ཤさࢀた㝿にືかさࢀたものと推測しているࠋ石ᮦの特ᚩ

についてࡣ解体調査でも⾜わ࡞いと、確認するࡇとが㞴しいࡇとかࡽ、ཧ考としてᙜヱ期の石ᮦとᛮ

しきࡇの切石ᮦの観ᐹを⾜ࡇ࠺ととしたࠋ

　石ᮦࡣ長さ 120 ੉、᭱大ᖜ 69 ੉、高さ 56 ੉を測り、᥍えの長さࡣ面の高さの⣙２ಸと長いࠋ正面

形≧ࡣ下༙部の⦕辺を一部Ḟᦆしているが、側辺が直⥺的࡞୙整六角形を࿊しているࠋ面かࡽ長さ（᥍

え）の 1/2 程度までࡣ側面ࡣ直⥺的ࡔが、石ᑼにࡴかࡗてᖜ・高さともに✽まࡗていくࠋ石面をᆶ直

に立てると上面がࡰ࡯水平に、下面ࡣ石ᑼにྥかࡗて上がࡗており、石積の㝿に石面を石垣の໙㓄に

合わࡏてࡡかࡏても、石ᑼが下段の石積等にᖸ΅し࡞いよ࡞࠺形≧とࡗ࡞ているࠋ

　石ᮦの正面ࡣ、前㏙のとおり側⦕が直⥺的࡞୙正六角形で、面の周⦕部に⣙３੉（１ᑍ）ᖜで、平

ล≧工具により平⁥にࡽ࡞した加工⑞がみࢀࡽるࠋそࢀ௚の部分ࡣ、ᖜ３～５ੈ、長さ１੉程度の長

ᴃ෇形を࿊した⣽か࡞ノミ⑞が連続して➽≧とࡗ࡞ているࠋノミ➽ࡣ面にᑐして⦪方ྥにධるࠋ面ࡣ

か࡞り平ᆠにࡗ࡞ており、中ኸ部にࡴかࡗて⬗が張るよ࡞࠺形≧で࡞ࡣいࠋ

上面ࡣᖜ 1.5 ੉程度、長さ 1.5 ～２੉の⁲形をしたノミ⑞の連続したものが⥺≧を࡞しており、石

ᑼにྥかࡗて加工⑞ࡣ⢒く࡞るഴྥが࠶り、石ᑼ周辺でࡣ๭面もしくࡣ⮬↛面と࡞るࠋᕥ右の側面ࡣ、

上面同ᵝの⢒いノミ➽がみࢀࡽるが、そࢀよりさࡽにᖜの⣽いノミ⑞がみࢀࡽるࠋ⢒いࡣつりによࡗ

てṧࡗた⒗≧の┒り上がりが、そࢀよりも⣽いノミ⑞によࡗて取り㝖いて、平ࡽに௙上ࡆているࠋ上

面とᕥ右側面についてࡣ正面側の⦕辺⣙３੉（１ᑍ）ᖜで平ล≧工具を用いて平⁥に௙上ࡆているࠋ

さࡽに上面についてࡣ、⦕辺部の平࡞⁥௙上ࡆに加えて、⣙ 15 ੉（３ᑍ）ᖜで、平ล≧工具で加工を⾜ࡗ

ているが、⦕辺部に比࡭ると῝いノミ➽がṧり、平ล≧工具を用いた平⁥加工としてࡸࡸ、ࡣ⢒い௙

上がりとࡗ࡞ているࠋノミ⑞ࡣ正面中ኸ部の⑞跡に近い、⣽か࡞もので࠶るࠋ下面ࡣ、石積の㝿に஌

る下段の石積との᥋点についてᕥ右側面と同ᵝの⣽いノミ➽が確認できるが、᥋点と࡞ࡽ࡞い⠊ᅖに

ついてࡣ、⮬↛面をṧしているࠋ石ᑼࡣ⮬↛面のままで࠶るࠋ

てࡗて加工度合いが㐪ࡗ石ᮦ全体の形≧と、面によ、ࡣていた㝿の天地についてࢀの石ᮦが積まࡇ

きている点かุࡽ断しているࠋそのࡇとかࡽ、切石ᮦࡣタ置してかࡽの合端加工が᭱も丁ᑀに⾜わࢀ

ているࠋ石切丁場࡝࡞で確認さࢀた寛Ọ期の切石ᮦࡣ、石面のつ᱁がඃඛさࢀ、᥍えの▷いものでࡗ࠶

たࠋ報告した石ᮦࡣ、そのつ᱁࡝࡞かࡽも切石ᮦとして石切丁場かࡽ調達さࢀたもので࡞ࡣく、⢒加

工石を再加工したものと考えࢀࡽるࠋ
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１.調査╔手前（北西かࡽ）

２.掘下ࡆ᏶஢᫬（北西かࡽ）

第 㻢7 図　⋢Ἠ㝔୸༡ᮾ㑇ᵓ෗┿１
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１.32層　㯤ᶳⰍ⢓土層（上かࡽ） ２.調査区上༙南ቨ

３.調査区南ቨ全景 ４.46層検出≧ἣ（上かࡽ）

５.石垣前面段๭り　前㎸めᰩ石検出（上かࡽ） ンチ北ቨ（Ⅲ～Ⅳ層）ࣞࢺ.６

ンチ南ቨࣞࢺ.７ ンチ北ቨ（Ⅳ層）ࣞࢺ.８

第 㻢8 図　⋢Ἠ㝔୸༡ᮾ㑇ᵓ෗┿２
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１.1561:　現≧の天端（北かࡽ） ２.1561:　天端（上かࡽ）

４.1560:　天端（上かࡽ）３.1560:　現≧の天端（北かࡽ）

５.測量㢼景（北西かࡽ） ６.重ᶵによる表土㝖ཤ（北かࡽ）

７.埋めᡠし作業（୙織布の上に㯤ᶳⰍ◁をධࢀる）
（上かࡽ）

８.現地説明会（北かࡽ）

第 㻢9 図　⋢Ἠ㝔୸༡ᮾ㑇ᵓ෗┿３
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第４⠇　玉泉院丸北調査区

㸯㸬ㄪᰝ༊ࡢ఩⨨࡜ㄪᰝࡢᴫせ㸦➨ ��・�� ᅗ㸧

本調査区ࡣ、二ノ丸と玉泉院丸のቃに࠶るⰍ⣬▷෉積石垣の東側に఩置するࠋ

௒回の調査でᑐ㇟としたⰍ⣬▷෉積石垣ࡣ、玉泉院丸庭園石垣の中心部に࠶たり、ᚑ来、17世紀後༙

のᵝᘧとしてホ౯しているが、庭園が作庭さࢀた᫬期17ࡣ世紀前 （༙寛Ọ11年）とさ30、ࢀ年࡝࡯᫬間ᕪ

が࠶るࠋその理⏤を探るために、現≧でぢえ࡞いᇶᗏ部について改修の⑞跡ࡸ作庭ᙜึの特ᚩが認めࡽ

ࠋととしたࡇか確認する࠺࡝るかࢀ

調査区ࡣⰍ⣬▷෉積石垣東面（石垣,'2640(）と奥⣡戸土蔵下石垣（26206）とのධ㝮部に、南北５㹫、東

西３㹫の⠊ᅖでᩳ面上かࡽ下にྥかい、2640(ἢいに長㍈をもつよ࠺にタ定した５ࠋ㹫のࣞࢺンチ長ࡣ、

2640(の南東㝮角部か26206、ࡽとのධ㝮部までの㊥㞳ともࡰ࡯一⮴するࣞࢺࠋンチの北端のᶆ高ࡣ⣙

45.4P、南端ࡣ⣙43.8Pと比高ᕪが1.5Pを越えるᩳ面地ࡔが、ࣞࢺンチ南端よりさࡽに南ྥ࡬かࡗてࡣ、

ࠋる࡞と（る石垣࠶天端に面取りの）る石垣,'3680࠶り、㞮ቭ石垣の東端に࡞地形と࡞かࡸ⦅

㸰㸬ᇶᮏᒙᗎ

本調査区の層ᗎࡣ、Ⅰ㸸近代௨㝆の埋土、Ⅱ㸸近世後期の整地土、Ⅲ㸸近世前期の整地土の大別３層とし

たࠋⅡ層ࡣ᭦に２つに⣽分したࠋ

Ⅰ層ࡣ表土層と近代௨㝆の遺構の掘り㎸み面に࠶たる層をྵࠋࡴ瓦௨外の遺物の大༙がⅠ層かࡽの

出土で࠶るࠋⅡ層ࡣ近世後期の石垣改築後の整地土としたࠋⅡ層とⅢ層のቃ2640ࡣ(前面で明░࡞整地

土を確認しているࠋⅢ層ࡣ近世前期、石垣構築᫬の整地土としたࠋ

　 

第 70 図　⋢Ἠ㝔୸໭ㄪᰝᆅⅬ඲ᬒ 䠄ㄪᰝ๓䠅
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㸱㸬㑇ᵓ

　調査地点ࡣ、加賀藩三代前田利常によࡗて寛Ọ 11 年（1634）に作庭さࢀた玉泉院丸庭園に࠶たるࠋ

玉泉院丸庭園にࡣ、北辺を中心に切石積石垣の石垣群がᒎ㛤しており、その中でも中心的࡞存ᅾで࠶

るⰍ⣬▷෉積石垣の東面（石垣 ,'2640(）と、ࡇの東面とධ角にࡗ࡞て南東にᘏびる石垣（,'26206）、

その前面に調査区ࡣ఩置するࠋ調査区周辺の石垣群ࡣ金沢城石垣編年５期（寛文年間㡭、17 世紀後༙）

の石垣が現≧で᭱も古いᵝ相を♧しており、６期（宝ᬺ期、18 世紀後༙）７ࡸ期（文化期、19 世紀前༙）

に部分的に修理を経たものが現ᅾのጼと考えているࠋ具体的に５期のいつ㡭かࡽ石垣が築かࢀたかࡣ

୙明ࡔが、寛文２年（1762）の地㟈による石垣修補㢪図でࡣ、同所に石垣ࡣᥥかࢀておࡎࡽ土⩚表現

とࡗ࡞ている（第 88 図 ᢡࡣる「加州金沢城絵図」で࠶寛文７年（1667）の石垣修補㢪絵図でࠋ（�1

る（第ࢀにもみてと࠺ランをᶍᘧ的にᥥいているよࣉており、現≧の石垣ࢀ᭤がりをもつ石垣がᥥかࢀ

88 図 、ࡽとかࡇい࡞確認できࡣ改変࡞࠺ランが大きく変わるよࣉ、ࡣ௨㝆の絵図においてࢀࡇࠋ（�2

௒回の発掘調査によࡗて、地表面௨下もྵめて࡝のよ࡞࠺ᵝ相の変化がみࢀࡽるかが課㢟とࡗ࡞たࠋ

えるため、石ᮦの加工の変ࡽもとより、石垣の構築・改修とのᑐᛂでとࡣンチ内の土層ሁ積≧ἣࣞࢺ

化にも留ពし࡞がࡽ掘り下ࡆを㐍めたࠋ

　大別のⅠ層ࡣ、近代௨㝆の整地土及び⮬↛ሁ積土と考えている２ࠋ層とした整地土中にࡣ凝灰岩の

ᯈ石が㔙⸆瓦࡝࡞とともに多量にྵまࢀていたࡣࡽࢀࡇࠋ石垣の上部にࡗ࠶た⣡戸土蔵に౑用さࢀた

⭜ᯈが、ᗫᲠさࢀたものと推定しているࠋ
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　ᯈ石の多くࡣ、長辺⣙ 84 ੉、▷辺⣙ 40 ੉、ཌ

み６੉のつ᱁ရで、㔥で留めるためとᛮしき✸Ꮝ

もみࢀࡽるࠋᯈᮦの▷辺にࡣ切Ḟきがみࢀࡽ、ᮦ

を⥅いで౑用したと考えࢀࡽるࠋᯈᮦの表側が㠀

常に平⁥にࡗ࡞ており、⿬面ࡣチࣙウナの⑞跡が

つ則的にṧるࠋ

　石ᮦのⰍ調ࡣ㯤ⓑⰍと、〓Ⰽがᙉい㯤〓Ⰽ、ࡸ

㯤〓Ⰽ、ࢀࡽた灰ⓑⰍの３種類がみࡗ青࿡がかࡸ

のᮦࡣ௚の２つよりも◳質࡞質ឤを࿊しているࠋ

　調査区の上部東側でࡣ、長㍈ 10 ੉、▷㍈ 7.7 ੉、

ཌみ 1.9 ੉を平ᆒとする、ࡸࡸ長ᴃ෇のᡥ平࡞෇

♟がࡈく㝈ࢀࡽた⠊ᅖに集中して出土した（第 74

図）ࠋ石同ኈの重࡞りが୙つ則で஘ࢀているため、ព図的に敷並࡭たもので࡞ࡣいが、同ࡌ形≧の♟

が集めࢀࡽている࡝ࠋのよ࡞࠺理⏤でࡇの場所に集中しているのか、目的等のヲ⣽ࡣ୙明で࠶るࠋ

　大別Ⅱ層ࡸࡸ、ࡣᵝ相の␗࡞る２つの⣽別層か࡞ࡽるࠋⅡ �a 層としたのࡣ東ቨの 9～ 18 層で、調

査区北༙でࡣ表土かࡽ⣙ 30 ੉掘り下ࡆた 16 層ࡣ特ᚩ的࡞㯤ⓑⰍの⢓土層が広がり、Ⅰ層とのቃとし

たࡇࠋの土ࡣ୧石垣のධ㝮部周辺かࡽ⣡戸土蔵下石垣ἢいにᖜ１㹫程で東側に伸びており、層の上面

ࡽて切ࡗの手前で᧠஘によࢮ࢔い⠊ᅖで明░に確認できるが、調査区中ኸの⊂ࠋ平ᆠにみえるࡸࡸࡣ

ࠋる࡞く࡞ࢀࡽみࡣὶ出によるものか、⢓土層ࡣる調査区南側で࡞急にࡸࡸにᩳ面がࡽており、さࢀ

ཌさࡣの⢓土層ࡇ 15 ੉程度で、⭜瓦片を多量にྵんでいる（第 75 図）ࠋ⭜瓦௨外にࡣ㖡㔥࡝࡞が出

土したが、その௚に᫬期を特定できるよ࡞࠺出土遺物ࡣ確認でき࡞かࡗたࠋ

、た㯤ⓑⰍ⢓土中に直ᚄ２～３੉程度の玉◁利がධるがࢀởࡸࡸ、ࡣの㯤ⓑⰍ⢓土層の᭱下部でࡇ

のቃ目でࡇ࡝࠺ࡻࡕ 17 世紀前༙の⫧前陶ჾࡸ㌾質᪋㔙陶が出土したࡇࠋの層の下ࡣቃ目が明░に๤

がࢀるよ࠺にᅛくしまࡗた灰〓Ⰽ◁質土層と࡞るࠋ掘り下ࡆる㝿にࡣ、一定のཌさ・⠊ᅖで๤がࢀる

よ࠺に土が掘り下ࢀࡽࡆるࡇとかࡽ、たࡇ⬗✺きの࡝࡞で土をつきᅛめ࡞がࡽ┒土していࡗたのでࡣ

ࠋいかと推測している࡞

　Ⅱ �b 層とした土ࡣ東ቨ 19 ～ 22 層で、灰〓Ⰽ◁質土に黒〓Ⰽ土がΰࡌり、戸室石の๤片ࡸ坪野石

と࿧ࢀࡤる黒Ⰽの⁐⤖凝灰岩の๤片もみࢀࡽるࠋ遺物ࡣⅡ �b 層かࡽ㔙⸆瓦がྵまࡎࢀ、⇺瓦のみと

ࢮ࢔るが、調査区中ኸにタ定した東西方ྥのࢀࡽᬯ〓Ⰽ土がみ、ࡣの灰〓Ⰽ◁質土層の下఩ࡇࠋる࡞

の手前࠶たりで南側にࡴかࡗてⴠࡕ㎸ࡴよ࡞࠺≧ἣとࡗ࡞ていたࡇࠋのⴠࡕ㎸みࡣ、調査区東ቨࡸ東

西ࢮ࢔においても確認できており、ᶆ高 44.2 㹫付近かࡽⴠࡕ㎸んでいるが、次に㏙࡭るⅢ層を掘り

第 74 図　෇♟᳨ฟ≧ἣ 第 7㻡 図　㯤ⓑⰍ⢓ᅵᒙ䛸⭜⎰

第 73 図　ᯈ石ฟᅵ≧ἣ
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㎸んで、ᩳ面下方にྥかࡗて面的に下がࡗているࡇࠋの層をྵめて大別Ⅱ層としており、近世後期の

石垣改築᫬に石垣前面の土をᚎ々にかさ上ࡆしていࡗたものと考えているࠋ

　Ⅲ層ࡣ、一部断๭りをいࢀて石垣前面のሁ積≧ἣを確認したࠋ石垣構築᫬の整地土と考えࢀࡽるࠋ

Ⅱ層を取りཤるとⷧいᪧ表土とみࢀࡽるࡸࡸởࢀた層が࠶り、直下にࡣシࣝࢺ質の化⢝土とᛮしき整

地土が࠶り、その下ࡣ石積み᫬にでる石ᮦの加工ᒌとみࢀࡽる戸室石の๤片層がみࢀࡽたࠋいࢀࡎも

ཌさが２੉程度のⷧい層で࠶るが、水平かつᆒ一࡞ሁ積≧ἣで࠶るࢀࡇࠋより下ࡣ、ᰩ石とシࣝࢺ土

がΰᅾする 30 ੉程の┒土がさࢀ、᭦にその下ࡣ調査区の南側に࠶る石垣（,'26806・:）の⿬㎸めと

みࢀࡽるᰩ石層と࡞るࡇࠋのᰩ石層ࡣ平成 24 年度に周辺で実᪋さࢀた࣎ーࣜンࢢ調査の所ぢとも▩

┪し࡞い［金沢城調査研究所 2015d］（第 89 図）

る࠶ンチの北側にࣞࢺ　 26206（⣡戸土蔵下石垣）ࡣ、いわࡺる「金場取ṧ積」で、面加工に特ᚩを

もつ石垣で࠶るが、おおよそᶆ高 45 㹫をቃに上下の段で、石加工に㐪いがみࢀࡽるࡇࠋの石加工の

変化と前面の土層のሁ積≧ἣ（Ⅱ層・㯤ⓑⰍ⢓土層）とᑐᛂしているものと考えているࠋ石加工のヲ

⣽についてࡣ後㏙するࠋ

ᢡನêᲫ

　調査区の東側で一部を検出したが、東西ࢮ࢔と東ቨにかかࡗており、全体形≧ࡣ୙明で࠶るࠋ東ቨ

でみると上端で 1.9 㹫、῝さࡣ 1.3 㹫を測るᩳࠋ面上側ࡣᆶ直に、下方ࡣか࡞り⦆ࡸか࡞掘り㎸み形

≧とࡗ࡞ており、下༙ࡣ一部木根によりかく஘をཷけるが、ࡰ࡯ᆶ直に掘り㎸んでいるよ࠺にみえるࠋ

᭱上層にࡣ直ᚄ 2੉࡝࡯の玉◁利が大量にྵまࢀた土がみࢀࡽるࠋそ土中かࡣࡽ、㌷㝲が౑用したと
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ㄪᰝ༊ᮾቨ　　　　　　　　　　　　　　　

ㄪᰝ༊༡ቨ

S=1/40
1m0

44.0

44.5

43.5 43.5

45.0

44.0

44.5

45.0

㻿㻼１
N

㻿㻼２
S

東西ࢮ࢔
㖡㔥

陶磁ჾ

陶磁ჾ

2620S

㔪金

W

W

W

W

W

1

2

3

4

5

5

6

7

8

910

11

12

13
14

16
1718

19

20

2122

23

24

15

東ቨ・南ቨඹ通土層ὀ記

1　10<53/2　黒〓Ⰽ土（しまり࡞し、⢓り࠶ࡸࡸり、㔙⸆瓦・いࡪし瓦ᑡ量、㔪

金等金属〇ရᚤ量、５～ 10 ੉程度の♟多量ΰࡌる）表土

2　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、遺構№1付近に〓Ⰽシࣝࢺ集中、㔙⸆瓦・

いࡪし瓦ᚤ量、陶磁ჾᚤ量、㖡㔥等金属ᚤ量、５੉程度の♟ᑡ量、Ⅳ化物ᚤ

量ΰࡌる）

3　10<53/2　黒〓Ⰽ土（しまり࡞し、ᚄ２੉程度の玉◁利多量、４੉程度の♟ᑡ

量ΰࡌる）東西ࢮ࢔南面３層にᑐᛂ

4　10<53/2　黒〓Ⰽ土（しまり࡞し、３～５੉程度の玉石ᑡ量ΰࡌる）

5　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、⢓り࠶ࡸࡸり、10 ੉程度の♟ᑡ量ΰࡌる）

東西ࢮ࢔南面４層にᑐᛂ

6　10<54/2　灰㯤〓Ⰽ土（しまり࠶り、⢓質土）東西ࢮ࢔南面５層にᑐᛂ

7　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶り、⢓質土、〓Ⰽ⢓土ᑡ量ΰࡌる）東西ࢮ࢔南

面６層にᑐᛂ

8　10<53/2　黒〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、⢓り࠶ࡸࡸり、〓Ⰽ⢓土ᑡ量、Ⅳ⢏ᚤ

量ΰࡌる）東西ࢮ࢔南面８層にᑐᛂ

9　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、３～７੉程度の♟ᑡ量ΰࡌる）

10　10<53/2　黒〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、４～ 10 ੉程度の♟多量ΰࡌる）

11　10<53/4　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶り、10 ੉程度の♟ᑡ量ΰࡌる）

12　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、５～ 10 ੉程度の♟多量ΰࡌる、部分

的に戸室๤片ධる）

13　10<53/4　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶り、⢓り࠶ࡸࡸり、にࡪい㯤〓Ⰽ⢓土ࣟࣈック

ᚤ量、５～ 10 ੉程度の♟多量）東西ࢮ࢔南面 25 層にᑐᛂ

14　10<54/2　灰㯤〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、黒Ⰽシࣝࢺ多、㯤ᶳⰍ⢓土ࣟࣈック多、

７～９੉程度の♟ᑡ量ྵࡴ）東西ࢮ࢔南面 19 層にᑐᛂ

15　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、⢓り࠶ࡸࡸり、６～ 10 ੉程度の♟多量、

いࡪし瓦ᑡ量ΰࡌる）

16　10<54/3　にࡪい㯤〓Ⰽ土（しまり࠶り、⢓質土、下部ににࡪい㯤ᶳ⢓土ラ࢖

ン≧に集中、いࡪし瓦片ᑡ量、黒Ⰽシࣝࣟࣈࢺックᑡ量ΰࡌる）

17　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶り、⢓り࠶ࡸࡸり、にࡪい㯤〓Ⰽ⢓土多量、い

（るࡌし瓦片ᑡ量ΰࡪ

18　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、⢓り࠶ࡸࡸり、黒Ⰽシࣝࣟࣈࢺックᚤ量、

１੉௨下の玉◁利右側に集中、４੉程度の♟ᑡ量ΰࡌる）

19　10<54/3　にࡪい㯤〓Ⰽ土（しまり࠶り、⢓り࠶ࡸࡸり、２～９੉程度の♟多

量ΰࡌる）東西ࢮ࢔南面 10 層にᑐᛂ

20　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、⢓り࠶り、㯤〓Ⰽ⢓土小ࣟࣈックᑡ量、

５੉程度の♟ᑡ量、Ⅳ⢏ᚤ量ΰࡌる）

21　10<54/4　〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、⢓り࠶り、㯤〓Ⰽ⢓土小ࣟࣈックᑡ量、

５੉程度の♟ᑡ量ΰࡌる）

22　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、⢓り࠶り、㯤〓Ⰽ⢓土小ࣟࣈック多量、

５੉程度の♟ᑡ量ΰࡌる）東西ࢮ࢔北面 14 層にᑐᛂ

23　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、⢓り࠶ࡸࡸり、黒Ⰽ⢓土ࣟࣈックᕥ側

にᚤ量、㯤〓Ⰽ⢓土ࣟࣈックᑡ量ΰࡌる）

24　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、⢓り࠶ࡸࡸり、戸室石片多量ΰࡌる）
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S=1/40
1m0

1　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶り、ᚄ 0.5 ੉௨下の小♟を多くྵ56/6>10、ࡴ 明㯤〓⢓土⢏をྵࡴ、

石垣㝿でே㢌大の♟がධる）

2　10<54/3　にࡪい㯤〓Ⰽ土　（しまり࠶り、ᚄ 0.5 ～１੉の෇♟をまࡽࡤにྵࡴ、ᚄ５੉大の೫

平♟をྵࡴ）

3　10<56/4　にࡪい㯤ᶳⰍ土（⢓土層、10<54/4 〓Ⰽ土をྵࡴ、前㎸め上面に広がる⢓土層、

2640( につくものか）

4　10<54/4　〓Ⰽ土（しまり࡞し、10<52/1 黒Ⰽ⢓土⢏をྵࡴ、石垣の前㎸めᰩ石層を埋める土、

前ᢲさえ石をࣃック、26206 根石との間の土ࡣᰩ石がධࡗているので࣎ࢯ࣎ࢯ）
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ᮾ
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ࢮ
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1　10<53/4　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶り、ᚄ１੉大・５੉大の෇♟をྵࡴ、ᚄ１੉௨

下の小♟をᑡ量ྵ56/3>10、ࡴ 明㯤〓Ⰽ⢓土⢏をᑡ量ྵࡴ）

2　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶り）26206 前面断๭１層とᑐᛂ

3　10<53/4　ᬯ〓Ⰽ土（しまりࡸࡸᙅい、10<56/6 明㯤〓Ⰽ⢓土を多量にྵࡴ、◁

♟をྵࡴ）

4　10<54/3　にࡪい㯤〓Ⰽ土（しまり࠶り）26206 前面断๭２層とᑐᛂ

5　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（⢓質土、土ࡣしまりが࠶るが戸室チッࣉ・๤片が多量に

ྵまࢀるために࣎ࣟ࣎ࣟをᔂࡸࢀすい、✵㝽多い）江戸後期の改修（26206）

の加工クࢬか

6　10<54/4　〓Ⰽ土（シࣝࢺ質土、ࡸࡸしまり࠶り、ᚄ 0.5 ～１੉大の෇♟をࡈ

くᑡ量ྵ５（ࡴ期石垣前面の化⢝土、上部ࡣὶ出か

7　10<56/4　にࡪい㯤ᶳⰍ土（⢓土層）26206 前面断๭３層とᑐᛂ

8　10<54/4　〓Ⰽ土（しまり࡞し）26206 前面断๭４層とᑐᛂ

ͤϩᒙ㸸�㹼��㏆௦ࡢ┒ᅵࠊϪᒙ㸸�㹼��㏆ୡ๓ᮇᩚࡢᆅᅵ
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1　10<53/2　黒〓Ⰽ土（しまり࡞し、⢓り࠶ࡸࡸり、㔙⸆瓦・いࡪし瓦ᑡ量、㔪金

等金属〇ရᚤ量、５～ 10 ੉程度の♟多量ΰࡌる）表土

2　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、遺構№1付近に〓Ⰽシࣝࢺ集中、㔙⸆瓦・

いࡪし瓦ᚤ量、陶磁ჾᚤ量、㖡㔥等金属ᚤ量、５੉程度の♟ᑡ量、Ⅳ化物ᚤ量

ΰࡌる、石垣側かࡽ 1.5P （たりまで凝灰岩ᯈ石・戸室石・㔙⸆瓦集中࠶

3　10<53/2　黒〓Ⰽ土（しまり࡞し、ᚄ２੉程度の玉◁利多量、４੉程度の♟ᑡ量

ΰࡌる）

4　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（上༙分にᚄ 10 ੉・ཌさ 2.5 ੉程度の玉石がᩳめにධり㎸ࡴ）

5　10<54/2　灰㯤〓Ⰽ土（しまり࠶り、⢓質土）

6　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶り、⢓質土、〓Ⰽ⢓土多量ΰࡌる）

7　10<53/2　黒〓Ⰽ土

8　10<53/2　黒〓Ⰽ土（⢓り࠶ࡸࡸり、Ⅳ⢏ᚤ量ΰࡌる）

9　10<53/4　ᬯ〓Ⰽ土（ᚄ 10 ੉程度の川原石ᑡ量ΰࡌる）

10　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（ᚄ７੉程度の川原石多量ΰࡌる）

11　10<53/2　黒〓Ⰽ土（ᚄ７੉程度の川原石・◁利多量ΰࡌる）

12　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶り、⢓り࠶り、㯤〓Ⰽ⢓土⢏ᑡ量ྵࡴ、ᚄ５੉程

度の♟ᑡ量ΰࡌる）

13　10<53/2　黒〓Ⰽ土（ᚄ５੉程度の♟多量ΰࡌる）

14　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（⢓り࠶ࡸࡸり、にࡪい㯤ᶳⰍ⢓土ࣟࣈック多量、黒

〓Ⰽシࣝࣟࣈࢺックᑡ量、ᚄ７੉程度の川原石多量）

15　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（ࡸࡸ⢓り࠶り、㯤ᶳⰍ⢓土ࣟࣈックᑡ量、ᚄ５੉程

度の♟多量ΰࡌる）

16　10<52/2　黒〓Ⰽ土（㯤ᶳⰍ⢓土多量、ᚄ１੉程度の♟ᑡ量ΰࡌる）

17　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、⢓り࠶ࡸࡸり、㯤ᶳⰍ⢓土ࣟࣈッ

ク多量、ᚄ９੉程度の戸室石片ᑡ量、ᚄ７੉程度の♟多量ΰࡌる）

18　10<52/1　黒Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、㯤ᶳⰍ⢓土ࣟࣈックᑡ量、３੉程度

の♟ᑡ量ΰࡌる）

19　10<54/2　灰㯤〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、⢓り࠶ࡸࡸり、黒Ⰽシࣝࢺ多量、

㯤ᶳⰍ⢓土ࣟࣈック多量、７～９੉程度の♟ᑡ量ΰࡌる）

20　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、⢓り࠶ࡸࡸり、㯤ᶳⰍ⢓土ࣟࣈック・

Ⅳ⢏ᚤ量、灰㯤〓Ⰽ⢓土ࣟࣈックᑡ量、戸室石片ᑡ量）江戸後期改修᫬の

戸室๤片をྵࡴ

21　10<53/4　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、㯤ᶳⰍ⢓土ࣟࣈックᑡ量）ᪧ表土

的ࣞࢦࣚ࡞た土

22　10<54/4　〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、⢓り࠶ࡸࡸり、灰㯤〓Ⰽ⢓土多量）

化⢝土

23　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࠶ࡸࡸり、⢓り࠶ࡸࡸり）赤戸室のチッࣉ層

24　10<53/3　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࡞し、５～６੉程度の♟多量（戸室石ྵࡴ）、

〓Ⰽシࣝࣟࣈࢺックᑡ量）

25　10<53/4　ᬯ〓Ⰽ土（しまり࡞し、石垣側 15 ੉௨上の大き࡞川原石ධる、

ቨ側にࡣ 10 ੉程度の♟ධる）ᰩ石層
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みࢀࡽるⓑⰍの࣎タンが」数出土しており、近代௨㝆の遺構と考えࢀࡽるが、用㏵ࡸ目的についてࡣ

୙明で࠶るࠋ　

ౡఎၕ

　Ⅱ層の㯤ⓑⰍ⢓土ࡣ⣡戸土蔵下石垣面かࡽ⣙１㹫ᖜでࡰ࡯水平に広がるが、そࡇかࡣࡽ⦆ᩳ面と࡞

るࡇとかࡽ、明確に㏣え࡞く࡞る᳜ࠋ᱂⑞ࡇࡣのഴᩳが変化する調査区ࡰ࡯中ኸ上寄りに఩置するࠋ

Ⅱ層௨下を掘り下ࡆる㝿にも、୙明░࡞㍯郭のởࢀのよ࠺に広がࡗており、ࣉランをᢚえき࡞ࢀかࡗ

たࠋⅢ層の面をࡸࡸ掘り下ࡆた段㝵で、根巻きとみࢀࡽる黒Ⰽ土の広がりを確認できたࠋ掘方ࡣ直ᚄ

1.4 㹫を測るࠋᗏ面ࡣ、近世前期の┒土層に達しているࠋ木根が四方に伸びたためか、掘方ቨ面にࡣ

୙つ則に⣽い黒Ⰽ土のᖏがධり㎸んでいるᵝᏊがみࢀࡽたࠋ

ᑥኡჺώᆢ石׽東᩿Ტ石׽ +&����'ᲣᲢᇹ ��ȷ��ȷ��ȷ�� Უ׋

　玉泉院丸庭園を代表する切石積石垣としてのⰍ⣬▷෉積石垣ࡣ、石垣南面ࡣព匠的࡞切石積石垣

で࠶るのと␗࡞り、東面ࡣ石面に刻印の࠶る⢒加工石積で࠶るࠋ現ἣの高さࡣ南東㝮角部で 3.5 㹫、

26206（⣡戸土蔵下石垣）とのධ㝮部で 2.1 㹫、南北方ྥの長さࡣ 5.5 㹫を測るࠋ南面同ᵝに金沢城

石垣編年５期（17 世紀後༙・寛文期）のᵝ相を留めている石垣で、外観の観ᐹかࡣࡽ明確࡞改修⑞

跡を認めるࡇとが出来࡞かࡗたࠋ௒回の調査で下部の土を取り㝖いていࡗたが、地中に埋もࢀていた

部分もᵝ相ࡣ変わࡎࡽ、刻印が大きく中ኸにධࡗた石ᮦを多く౑用した、⢒加工石積みでࡗ࠶たࡇと

がわかࡗたࠋ刻印ࡣ東面を通して特定の⣠が集中ࡽࡤ、ࡎࡏつきが࠶るࠋまた、刻印が表面加工によ

り部分的にᾘえているものࡸ、ᚲࡎしも石面の中ኸにࡗ࡞てい࡞いものも࠶るࡇとかࡽ、再利用さࢀ

た刻印石とみࢀࡽるࠋ

　ධ角部側かࡽの２石ࡣ、切石ᮦが౑用さࢀているࠋ奥か２ࡽ石目の切石ᮦࡣ、角が一部Ḟᦆしてい

るが、上下とᕥ右の側辺がそࢀࡒࢀ平⾜にぢえるの

で、ࡸࡸ横長の方形の石ᮦでࡗ࠶たと推測するࠋ石

面ࡣノミによࡗて平ᆠに、丁ᑀに加工さࢀており、

側面の加工もノミを౑用したとみࢀࡽるࠋ寛文期の

切石ᮦࡣ、数寄屋屋敷北調査でも確認したよ࠺に、

平ลの工具によりしࡗかりと平⁥にして合端を合わ

の切石ᮦも寛Ọ期ࡇࡽとかࡇたࡗ࠶るが、ノミでࡏ

の石ᮦを㌿用しているとみࢀࡽるࠋ加工の点ࡔけで

側面ࡣの２石ࡇ、く、石ᮦのタ置方法についても࡞

同ኈが᥋しておࡎࡽ、ワ石がいࢀࡽࢀているࠋ通常
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の切石積石垣の石積ࡸ、石加工にも則してい࡞いࡇとかࡽも、現≧の⢒加工石積のと࡞る௨前に切石

積石垣が࠶り、その一部がṧさࢀた≧態とࡣ考えづࡽいࠋまた、石面の通りも࡞ࡣࣞࢬく、一段ẖの

構成、໙㓄࡝࡞かࡽも⢒加工石積みと一体的とみた࠺࡯がよく、寛Ọの切石ᮦを寛文期に構築さࢀた

⢒加工石積みに㌿用したものとᛮわࢀるࡇࠋの切石ᮦの下部ࡣ大き࡞石ᮦがධࡗているよ࠺にࡣぢえ

の段の下に小ᆺの石ᮦࡇ、ࡣてࡗかࡴよりも南側のᩳ面下方にࢀࡇࠋるࢀࡽ根石とみ、ࡽとかࡇい࡞

がぢえるࡇとかࡽ、根石ᩳࡣ面形≧にἢࡗて、㝵段≧にపくࡗ࡞ていくと推測さࢀるࠋ

　現≧の東面石垣ࡣ、石積の連続ᛶࡸ石ᮦの≧ἣ等をࡩまえると、寛Ọ期に㐳るとࡣ考えにくく、寛

文期に創建さࢀたྍ能ᛶが高いࠋ平成24年度に実᪋した、玉泉院丸庭園整備にక࠺確認調査において、

Ⰽ⣬▷෉積石垣の南西側に࠶る石垣 26706 前面にࣞࢺンチをいࢀており、根石部分をྵめて寛文期に

新たに築いた石垣で࠶るとの所ぢをᚓていた［金沢城調査研究所 2016d］ࠋ௒回の確認調査の⤖ᯝか

たྍ能ᛶが高ࢀランで創建さࣉ࡞࠺寛文期に現≧のよ、ࡣも、Ⰽ⣬▷෉積石垣をྵめた周辺の石垣ࡽ

くࡗ࡞たࠋ

Ტ+&����5ᲣᲢᇹ׽ኛৎ土ᔺɦ石ښ ��ȷ�� ᳸ �� Უ׋

　二ノ丸の南、玉泉院丸に面した郭ቃに築かࢀた東西方ྥにᘏびる切石積石垣で、西にⰍ⣬▷෉積石

垣が、東ࡣ松坂門大ᑗ櫓が取り付くࠋ現ἣの高さࡣ 4.5 㹫、東西方ྥの長さࡺࡣるくᢡࢀるධ角まで

13.7 㹫を測るࠋ

　金場取ṧ積石垣と࿧称さࢀるᵝᘧの石積みで、金場とよࢀࡤる石ᮦ正面の周⦕部を平ลの工具に

よࡗて⦕取るよ࠺に平⁥に加工するが、取りṧした石面の┒り上がりとの段ᕪࡸࡸࡣపいࠋ一方で、

現ᅾの地表面より下఩においてࡣ、平ล≧の工具による加工⑞で࡞ࡣく、ノミによるとみࢀࡽる⦕取

り加工が周⦕部に᪋さࢀており、取りṧし部分との段ᕪも大きいものが主体と࡞るࠋ同ࡌ金場取ṧ積

で࠶ࡣるが上部と下部で加工⑞にᵝ相ᕪがみࢀࡽたࡇࠋの石加工のᕪࡣ前面┒土のⅡ層とした㯤ⓑⰍ

⢓土層とᑐᛂするとみࢀࡽるࠋまたࡇの୧⪅ࡣ、石面にṧる刻印も上部ࡣ₎数Ꮠの「一」をつけるも

のが多いが、下部についてࣞࢺࡣンチで一部を確認したに過࡞ࡂいが、「一」ࡣみ࡞ࢀࡽいࠋ

　城内の௚の金場取ṧ積石垣の石ᮦ周⦕部の加工をみると、17 世紀後༙（金沢城石垣編年５期・寛

文期）と考えている数寄屋屋敷北石垣（本章第２⠇で報告）ࡸいもり坂東石垣ࡣ࡝࡞ノミによる加工

⑞がみࢀࡽ、宝ᬺ期とさࢀる河北一ノ門ࡸ三十間長屋࡝࡞にࡣ平ลの工具を౑用した周⦕加工がみࡽ

26206ࠋるࢀたものと推測さࢀの石垣の上部も宝ᬺ期௨㝆に改修さࡇ、るのでࢀ についてࡣ、石垣の

上面に奥⣡戸土蔵とよࢀࡤる建物が࠶るࡇとかࡽ、石垣༢⊂の改修ࡣ୙ྍ能で、建物修理と同ࡌタ࢖

ミンࢢで修築さࢀたྍ能ᛶが࠶るࠋ

改修᫬期の具体的࡞年代についてࡣ、いくつかೃ補が࠶り、修理ᒚ歴等をみても、本地点の石垣

修理を♧す資料ࡣぢᙜた࡞ࡽいが、石垣上部に࠶る奥⣡戸土蔵の建て᭰えが石垣改修のዎᶵとࡗ࡞た

下部（改修前）　ノミ加工上部（改修後）　平ล加工

第 8㻢 図　石ᮦの࿘⦕㒊のຍᕤ
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ྍ能ᛶが࠶るࠋ土蔵の建て᭰えについてࡣ、一つࡣ宝ᬺ 9年（1759）のⅆ⅏後にᥦ出さࢀた修理㢪に

おいて↝ኻと࠶るࡇとかࢀࡇ、ࡽをዎᶵに石垣修理・土蔵再建が考えࢀࡽるࠋ文化５年（1803）の二

ノ丸ⅆ⅏の㝿に⣡戸土蔵が↝ኻしたか࠺࡝かࡣ୙明で࠶るが、文政年間㡭とさࢀる二ノ丸の絵図でࡣ、

土蔵࡬のධ口ࡣᚑ前通り、北側にᥥかࢀるが、࠶る᫬期かࡽ東側にᥥかࢀるよ࠺に࡞るࠋ文政 13 年

（1830）の「御城中ኍ分◻絵図」でࡣ（第 87 図３）、同ࡌく東側にධ口が࠶るࡇとかࡽ、文政年間中

に改築さࢀたものとみࢀࡽるࠋその㝿に建物の土ྎをྵめた改築が⾜わࢀていࡤࢀ、石垣も一体的に

改修さࢀたྍ能ᛶが考えࢀࡽよࠋ࠺

　寛文期の金場取ṧ積石垣についてࡣ、断ࡕ๭りをいࢀて根石部分まで確認したࠋ地表面かࡽ 2.3P

で根石下端部と࡞り、根石ࡣᰩ石層上にタ置さࢀているࠋ根石前面にࡣ前㎸めのᰩ石とともに大ᆺの

⮬↛石が前ᢲさえとして置かࢀており、石垣前面の┒土と同᫬᪋工さࢀているࠋ前ᢲさえの石ᮦࡣ戸

室石で、断ࡕ๭りの外でもࡰ࡯一ิに並ࡪのが確認できる2640ࠋ( 前面でࡣ前ᢲさえ石を確認でき࡞

かࡗたが、26206 ࠋの⁥りを㜵Ṇするために、タ置したྍ能ᛶが高い࡬たるため前方࠶面上にᩳ⦅ࡣ

　根石等の≧ἣかࡽ、本石垣も現≧ࡣ 17 世紀後༙（石垣編年５期・寛文期）に築かࢀ、江戸後期に

上部を修築したと考えࢀࡽるࠋ

　調査⤊஢後、26206 前面の断ࡕ๭りを埋めᡠす㝿にࡣ、前㎸めのᰩ石取り上ࡆ⠊ᅖを明♧するため、

取り上ࡆたᰩ石に、「ۑ」をቚ書して埋めᡠしたࠋ

㸲㸬ᑠ⤖

　Ⰽ⣬▷෉積石垣の東面において、土に埋まࡗていたᇶ♏部を掘り下ࡆたとࢁࡇ、上部と同ࡌᵝ相の

石積が᭱下段まで続いている≧ἣを確認したࠋ

ランもྵめてࣉ平面のタ計、ࡣⰍ⣬▷෉積石垣、ࡽとかࡇのࡇ　 17 世紀後༙（石垣編年５期）に新

タさࢀたと考えࢀࡽるࠋ

　Ⰽ⣬▷෉積石垣に㞄᥋する⣡戸土蔵下石垣ࡣ、「金場取ṧ積」と称さࢀる切石積の要⣲をもつもので、

近世後期（18 世紀後༙௨㝆）の特ᚩが࠺かがえるが、そのᇶ♏部を掘り下ࡆたとࢁࡇ、石垣編年５

期に఩置づけࢀࡽる、典ᆺ的࡞金場取ṧ積の石垣が確認さࢀたࠋ

　石垣がᤣえࢀࡽた地┙の≧ἣもྵめて、⣡戸土蔵下石垣ࡣ、Ⰽ⣬▷෉積石垣と同᫬期に構築さࢀた

と考えࢀࡽるࠋ௒回の調査により、Ⰽ⣬▷෉積石垣ࡸ付近の二ノ丸西側一ᖏにおいて、切石積を᰾と

した、多ᵝで࢖ࢨࢹンᛶにᐩࡴ石垣景観が成立した᫬期17、ࡣ 世紀後༙で࠶るࡇとが明ࡽかとࡗ࡞

てきたࠋ

　寛文年間（1661 ～ た五代前田綱紀がධᅜし（寛文元年）、改めて金沢城ࡗ育ࢀ江戸で生ま、ࡣ（73

の整備を㐍めた᫬期に࠶たり、玉泉院丸庭園における景観の一新も、その一⎔でࡗ࠶たと考えࢀࡽるࠋ

その具体的࡞年代についてࡣ୙明ࡔが、ඛ㏙したよ࠺に、寛文２年（1662）と寛文７年（1667）にᖥ

府࡬ᥦ出する石垣修理㢪にῧ付するため作成さࢀた絵図面でࡣ、寛文２年ࡣ土⩚、寛文７年でࡣ石垣

がᥥかࢀているࠋ寛文２年の絵図⮬体ࡣ┬␎さࢀた石垣も多く、土⩚表現もそのためかと考えていた

が、௒回の調査成ᯝを຺᱌すると、寛文２年段㝵でࡣ二ノ丸とのቃࡣ土⩚でࡗ࠶たものが、寛文７年

までの間にⰍ⣬▷෉積石垣ࡸ周辺の㞮ቭ石垣࡝࡞の切石積石垣群に整備さࢀたともみてとࢀるࠋ

　また᫖年度の調査において、ụ周ᅖの石垣が 17 世紀後༙に切石化し、ụの形≧変化とも連ືして

いたとものと考えࡽࢀࡇ、ࢀࡽのࡇとかࡽ、玉泉院丸庭園でࡣ、作庭᫬（17 世紀前༙）に༉ᩛする

大つᶍ࡞整備が、17 世紀後༙に⾜わࢀたࡇとが࠺かがえるࠋ
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１. 江戸前期（宝ᬺ大ⅆ前）
「金沢城中地๭絵図⏥号（⦰ᑻ⣙百五十分一）　二அ御丸・御数寄屋屋敷」

金沢市立玉川図書館蔵

３. 文政 13 年（1830）　　「御城中ኍ分◻絵図」横山隆昭氏蔵

７. 天保 15 年（1844）「加州金沢御城来ᅉ␎記」石川県立図書館蔵

⣡ᡞᅵⶶ❧㠃ᅗ

⣡ᡞᅵⶶࡢධཱྀࡢኚ㑄

５.（上）北に出ධ口
「金沢城二の丸地図」 石川県立歴史博物館蔵

６.（下）東に出ධ口
文政年間㡭（1818 ～ 30）「金沢城二ノ丸御殿御次内ᕧ⣽絵図」

金沢市立玉川図書館蔵

２. ᘏ宝４～元⚘年間（1676 ～ 1704）　 　「金沢城絵図ᖜ」
石川県立歴史博物館蔵

４. 昭和 20（1945）年 　「第五十二ᖌ団司令部図」
石川県立歴史博物館蔵

第 87 図　⋢Ἠ㝔୸໭࿘㎶のኚ㑄１
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１. 寛文２年（1662）　「加州金沢城絵図」（公財）前田育徳会蔵 ２. 寛文７年（1667）　「加州金沢城絵図」（公財）前田育徳会蔵
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１.調査区全景（南東かࡽ）

２.調査区全景（東かࡽ）

第 90 図　⋢Ἠ㝔୸໭㑇ᵓ෗┿１
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２.2640(前面断๭り（東かࡽ）

１.2640(（東かࡽ）

３.2640(前面断๭り　前㎸め検出≧ἣ（南かࡽ）

４.東西ቨ（南面） ５.東西ቨ（南面）Ⅲb層

第 91 図　⋢Ἠ㝔୸໭㑇ᵓ෗┿２
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第 92 図　⋢Ἠ㝔୸໭㑇ᵓ෗┿３

２.調査区東ቨ（東西ࢮ࢔上） ３.調査区東ቨ（東西ࢮ࢔下）

４.26206前面断๭り（前ᢲさえ石）（西かࡽ） ５.26206前面断๭り（南かࡽ）

１.26206（南かࡽ）
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２.෇♟検出≧ἣ（南かࡽ）

３.㯤ⓑⰍ⢓土層にྵまࢀる⭜瓦（南かࡽ） ４.遺構№１断面（西かࡽ）

１.表土層　ᯈ石検出≧ἣ（東かࡽ）

５.2640:（Ⰽ⣬▷෉積石垣西面）（西かࡽ）

第 93 図　⋢Ἠ㝔୸໭㑇ᵓ෗┿４
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第̒章　Ҫ෼

第１⠇　概要

　切石積石垣確認調査の、数寄屋屋敷北、玉泉院丸南東、玉泉院丸北の３つの調査区かࡽ出土した

遺物ࡣ、瓦を中心として、陶磁ჾ、金属〇ရ、石〇ရが認めࢀࡽるࢸࠋンࢥࣂ（内ᑍ 540 � 340 �

150PP）で、陶磁ჾ類が４⟽、瓦が 62 ⟽、金属〇ရ３⟽、石〇ရ 36 ⟽で࠶るࠋ第 94 図かࡽ 99 図、

第 104 かࡽ 136 図ࡣ遺物の実測図及び෗┿、第７表かࡽ 24 表ࡣ計測್等を記㍕した観ᐹ表で࠶るࠋ

ᥖ㍕方法ࡣ、ᮦ質ࡈとに分け、調査区ࡈとに土層・遺構༢఩でまとめ、᭦にჾ種ࡸ種別ࡈとにᥖ㍕し

ているࠋ遺物の計測⟠所についてࡣ、巻㢌のซ౛をཧ照していたࡔきたいࠋ瓦の分類についてࡣ、瓦

の図版の前にᥖ㍕した（第 100 ～ 103 図）ࠋ

第２⠇　陶磁ჾ・土ჾ

㸯㸬ᩘᐤᒇᒇᩜ໭㸦➨ �� ᅗ㸧

　301 ～ 305 ࡕ࠺のࡇࠋ出土したࡽるⅠ層か࠶数寄屋屋敷北堀の上層、近代௨後のሁ積層でࡣ 303 ࡣ

中ᅜ陶ჾ⳹南三ᙬ壺で࠶るࠋ㔙⸆࡯ࡣとん࡝๤ⴠもしくࡣ変Ⰽしているが、㈞ⰼ文により၈草ࡸⶈᘚ

が表現さࢀている304ࠋ 明治ࡣ 14 年（1881）の二ノ丸ⅆ⅏に係る↝土層かࡽ出土したࠋ瀬戸産とみ

用数⟭ࠋる࠶用数Ꮠの「２」を᪋した〇ရで⟭、⥺⦪ࡸ⥺る᪤〇の磁ჾ染付碗に赤の上絵付でᅪࢀࡽ

Ꮠが特ᚩ的࡞碗・皿ࡇ、ࡣの௚に染付とⰍ絵（青）の〇ရが࠶り、城内各所かࡽ出土しているࠋ陸㌷

第七連㝲に関わる㣗ჾ類と考えࢀࡽるが、採用の経⦋ࡸ出現かࡽᗫ⤯までのືྥ、具体的࡞౑用≧ἣ

ࠋ部分が多い࡞୙明࡝࡞

306 ～ 309 307・306ࠋ出土したࡽるⅡ層か࠶近世のሁ積層で、ࡣ 同ᕦの磁ჾ染付皿で、再興九谷ࡣ

のࡦとつⱝᮡ❔の〇ရとみࢀࡽるࠋⅠ層出土の 305 も同ᵝの文ᵝをもつⱝᮡ❔〇ရで、本来ࡣⅡ層に

ໟྵさࢀていたもので309・308ࠋ࠺ࢁ࠶ た河原石積水路の埋土にࢀⅡ層の下部、堀ᗏに構築さ、ࡣ

ໟྵさࢀていた308ࠋ 309ࠋる࠶前磁ჾⓑ磁の小皿で⫧ࡣ ᗏ部࡞ᅾ地産の土ᖌჾ皿で、小ᆺの平ᆠࡣ

かࡽ体部がࡸࡸ㛤きẼ࿡に立ࡕ上がるჾ形か17、ࡽ 世紀後༙の年代的特ᚩが❚えるࠋ水路ࢀࡇࡸに

᥋続する数寄屋屋敷北石垣下部のᵽ門、ࡦいてࡣ数寄屋屋敷北の堀とつ࡞がࡗていた数寄屋屋敷東の

堀（中ኸ部）のᗫ⤯年代を♧၀するもので࠶るࠋ

㸰㸬⋢Ἠ㝔୸༡ᮾ㸦➨ ��・�� ᅗ㸧

、近代のⰍ絵磁ჾ〇ရࡣ313ࠋ出土したࡽ近代の┒土層かࡣ表土層、317～320・322～324ࡣ316～310　

322 311・310ࠋる࠶近世の〇ရでࡣ古代の㡲恵ჾ⵹、その௚ࡣ 前磁ჾ染付皿・⵹物⵹、319⫧ࡣ 碗ࡣ

で࠶る320・318・317・314ࠋ 陶ჾで、314ࡣ 再興九谷灰㔙碗、317ࡣ 産地୙明端཯碗、318ࡣ 前⫧ࡣ

陶⫾染付碗、320 323・316・312ࠋる࠶瀬戸・美⃰灰㔙碗でࡣ ࡣ 17 世紀前༙の土ᖌჾ皿、315・324

325・321ࠋる࠶土ჾⅆ㖊でࡣ ࡣ 17 世紀後༙に᪋さࢀた┒土層（Ⅲ層）かࡽ出土した321ࠋ 、土ᖌჾ皿ࡣ

325 前磁ჾ染付碗で、17⫧ࡣ 世紀前༙代に〇作さࢀたとみࢀࡽる326ࠋ 表土～近代ࠋる࠶土ே形でࡣ

┒土層の出土ရで࠶るが、玉泉院丸ࡣ城内で土ே形が᭱もまとまࡗて出土している地点で࠶り、二ノ

丸御殿かࡽのᗫᲠ、玉泉院丸庭園での㐟興࡝࡞との関連が᝿定さࢀるࠋ

㸱㸬⋢Ἠ㝔୸໭㸦➨ �� 㹼 �� ᅗ㸧

　327 ～ 337 ࡕ࠺のࡇࠋ出土したࡽ表土及びⅠ層かࡣ 333 前陶ჾ灰㔙碗で、17⫧ࡣ 世紀後༙～ 18 世
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紀前༙に属するࠋその௚ࡣおよそ明治ึ期を主体とする年代が考えࢀࡽる327ࠋ 瀬戸・美⃰磁ჾ染ࡣ

付皿、330 331・329・328ࠋる࠶再興九谷磁ჾのⰍ絵碗で、高ྎ内に「九谷ᗉ三」㖭がࡣ ᪤〇の、ࡣ

瀬戸・美⃰染付磁ჾ碗・皿に赤絵の上絵付でᅪ⥺・⦪⥺・⟬用数Ꮠ（「１」「３」「４」）等をᥥいた〇

ရで࠶るࡇࠋのࡕ࠺ 329 327、ࡣ と同ᕦの〇ရに絵付したもので࠶る332ࠋ 質のࡸࡸ⢏Ꮚが目立つࡣ

ᝏいⓑ磁皿で、再興九谷の〇ရとᛮわࢀるࠋ本ಶ体にࡣ絵付の⑞跡ࡣ認め࡞ࢀࡽいが、同ᵝのⓑ磁に

青の上絵付で⟬用数Ꮠ等をᥥくタࣉ࢖の〇ရも存ᅾするࠋ本ಶ体が、本来ࡣ絵付まで᪋さࢀる⣲ᮦで

337・335・334ࠋるࢀࡽていたྍ能ᛶも考えࢀたとすると、上絵付が城内で⾜わࡗ࠶ 角形のⅆ㖊類ࡣ

で࠶る336ࠋ ࠋる࠶෇⟄形のⅆ㖊で、近世に㐳るྍ能ᛶがࡣ

　338・339 338ࠋる࠶出土した土ᖌჾ皿でࡽⅡ層の下部かࡣ が 17 世紀ึ期、339 が 17 世紀前༙の〇

作年代を♧すࠋたࡔしⅡ層ࡣ石垣との関係かࡽ近世後期に造成さࢀたと考えࢀࡽ、᪋工の年代を཯ᫎ

するもので࡞ࡣいࠋ

　'01 №遺構ࡣ 1、'02 1850ࠋる࠶ⓑⰍ༙㏱明を࿊する陶磁ჾ〇の࣎タンでࠋ出土したࡽⅠ層かࡣ 年

代௨㝆Ḣ⡿で広く普及したࣟࣉッࢧー࣎タン（3rosser %uttons）と࿧ࢀࡤる〇ရで、陸㌷の⿕᭹ရ

として౑用さࢀたと᝿定さࢀる03'ࠋ ࠋる࠶でࢬビーࡣ

第３⠇　瓦

㸯㸬ᩘᐤᒇᒇᩜ໭㸦➨ ��� 㹼 ��� ᅗ㸧

石組水路（河ࡣ706ࡕ࠺のࡇࠋ出土したࡽ堀ᗏධ㝮部で石垣ᇶ♏前面の整地土（Ⅱ層）か、ࡣ708～701

原石積）⿬㎸めかࡽ出土したࠋいࢀࡎも⇺瓦で࠶る701ࠋ すᕥ回りのࡽ文をᕠ⌔ࡣ軒丸瓦で、瓦ᙜࡣ

三ᕮ文（ᕮⅡ �1）で࠶る702ࠋ ビࢥࡣ作りで⿬面（พ面）の切り㞳し࡞全体的に重ཌࠋる࠶丸瓦でࡣ

࢟ % を♧す703ࠋ ～ 705 703ࠋ三ⴥ文Ⅲ・Ⅳ・Ⅴに相ᙜするࢀࡒࢀそࡣ軒平瓦で、瓦ᙜ文ࡣ にࡣ瓦ᙜ

本体右側に丸に十Ꮠの刻印が࠶る706ࠋ 上辺が小さく面、ࢀ平瓦で、前方の⊃端面が平⁥に調整さࡣ

取りさࢀている707ࠋ 道具瓦、708ࡣ 726ࠋる࠶㨣瓦でࡣ ࠋる࠶平瓦の小片で⊃端面に刻印がࡣ

Ⅱ層出土の⇺瓦ࡣ、年代的特ᚩにまとまりが࠶り �17 世紀前༙に┒⾜していた一群と考えࢀࡽるࠋ

た瓦とすると、17ࢀの㡭付近の建物にⵌかࡇ 世紀後༙の石垣構築᫬に整地土にྵまࢀたとしても▩

ࠋい࡞ࡣ┪

709 Ⅱ層出土資料のࠋる࠶出土した丸瓦でࡽ石組水路埋土かࡣ 702 と類ఝした特ᚩを♧すࠋ

710 ～ 720・722・723 、ࡣ土層出土の瓦↝ࠋ出土したࡽる↝土層とその下఩かࢀⅠ層にྵま、ࡣ

715・717 のよ࡞࠺⭜瓦を㝖くと㔙⸆瓦が主体で࠶る722・710ࠋ ๢梅㖊（梅㖊文Ⅲ）ࡣ軒丸瓦で、瓦ᙜ文ࡣ

で࠶る711ࠋ ～ 713・723 ࠋ光沢のஈしい黒〓Ⰽの㔙⸆が、表面（ฝ面）の全体に᥃かるࠋる࠶丸瓦でࡣ

⿬面ࡣ玉⦕側かࡽ㢌にྥかࡗてὶし᥃けࢀࡽた≧態とࡗ࡞ている712ࠋ の玉⦕端面、723 の⿬面側⦕

上部に़の刻印が࠶る714ࠋ 前面の瓦ࡣ⸆⿬面（ฝ面）の㔙ࠋる࠶梅㖊文Ⅲでࡣ軒平瓦で、瓦ᙜ文ࡣ

ᙜ付近のみに᥃かる717・715ࠋ るが、717࠶瓦で、ともに⇺瓦で⭜ࡣ により大部分が赤Ⰽ化し⇕⿕ࡣ

ている716ࠋ 720・718ࠋる࠶菊文Ⅵのྍ能ᛶがࡣ軒ᱞ瓦で、瓦ᙜ文ࡣ ᩯ瓦、719⇐ࡣ ࠋる࠶棟瓦でࡣ

721 の軒丸瓦・724 の軒ᱞ瓦ࡣ↝土層より上఩かࡽ出土したࠋ

↝土層についてࡣ、ඛ㏙のとおり明治 14 年（1881）の二ノ丸ⅆ⅏に関連して形成さࢀたと考えࡽ

ࡽり、本瓦ⵌとᱞ瓦ⵌの二種が存ᅾするが、出土量か࠶㔙⸆瓦でࡣ瓦の構成をみると、屋根瓦ࠋるࢀ

すると前⪅がඃໃ࡞≧ἣに࠶る࡞ࠋお、調査ᑐ㇟とした石垣上に建つ㞮土蔵ࡣ、文化５年（1808）の

二ノ丸ⅆ⅏後の再建において屋根ࡣ土瓦ⵌとさࢀた（『御造営方日並記』> 石川県教育委員会事務局

文化財課金沢城研究調査室2004b@）ࠋまた文化７年（1810）の景観をᥥく『金沢城二அ丸御殿明⣽図』（金

沢市立玉川図書館蔵）でࡣ、㞮土蔵の屋根ࡣ本ⵌ（本瓦ⵌ）との記㍕が࠶るࠋさࡽに嘉Ọ３～５年（1850

～ 52）㡭の景観を♧す『金沢城二அ御丸三歩◻図』㸿（石川県立図書館蔵）でも、土瓦ⵌの表現とࡗ࡞
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ているࠋ

出土した資料⮬体が、再建᫬ᙜึのものか࠺࡝かࡣ検ウを要するが、㞮土蔵等調査区周辺の建造物

で౑用さࢀていたྍ能ᛶが考えࢀࡽるࠋ

㸰㸬⋢Ἠ㝔୸༡ᮾ㸦➨ ���・��� ᅗ㸧

　727 ～ 733 近代の㯤〓Ⰽ┒土層、734ࡣ ～ 740 近世前期～後期までの資料がࠋ出土したࡽ表土かࡣ

ΰᅾしている734・727ࠋ の軒丸瓦、729 の軒平瓦、730 ～ 732・737 ～ 740 の平瓦17、ࡣ 世紀前༙か

735ࠋるࢀࡽたと考えࢀまでに〇作さࡤ༙ࡽ の⭜瓦も、側辺に㓄さࢀた❑みの形≧かࡽ、近世前期に

㐳るとみࢀࡽる733ࠋ 728ࠋい࡞ᑡࡣるが、⇺〇ရの数量ࢀࡽ軒ᱞ瓦の小丸部とみࡣ 丸瓦、736ࡣ ࡣ

⇐ᩯ瓦で、いࢀࡎも㔙⸆瓦で࠶るࠋ

㸱㸬⋢Ἠ㝔୸໭㸦➨ ��� 㹼 ��� ᅗ㸧

　741 Ⅱ層、742・787ࡣ Ⅱࡣ �b 層かࡽ出土した741ࠋ 742ࠋる࠶小ᆺの⭜瓦でࡣ ၈草文の瓦ᙜを有ࡣ

するもので種類ุࡣ↛とし࡞い787ࠋ ࠋる࠶道具瓦で、ⰼ文の刻印がࡣ

 743 ～ 755 Ⅱࡣ �a 層（㯤ⓑⰍ⢓土層）かࡽ出土した⭜瓦で࠶る754・743ࠋ おおよそ全ᐜが❚えるࡣ

ಶ体で、一辺⣙ 30cP、ཌさ２cP ྎを測るࡰ࡯正方形のᯈ≧を࿊するࠋ四方の側⦕中ኸに長㍈⣙ 2cP、

῝さ 1cP 程度の༙෇形の❑みが᪋さࢀている744ࠋ ～ 747・749・752・753・755 も同ᵝの⭜瓦で࠶るが、

一辺のみṧし、ᑐ辺側をᡴࡕḞき๐ࡗて長方形と࡞るよ࠺加工さࢀているࠋまた 748 㘽ᆺに整形さࡣ

、ࡸ瓦を取り付けるቨ面のᑍ法⭜ࡣࡽࢀࡇࠋる࠶た⭜瓦でࢀ塀の㝮に౑わࡸ建物、ࡣ751・750ࠋているࢀ

通㢼Ꮝ等にᑐᛂするよ࠺二次的に調整さࢀたものと考えࢀࡽる744ࠋ ࡸ 752 でࡣ、海鼠⁽႞でሬりࡇ

めࢀࡽた⠊ᅖと、㟢࿊していて表面の黒Ⰽがⷧࢀた⠊ᅖとのᕪ␗が明░で࠶り、新ᮦでࡗ࠶ても調整

ฎ理さࢀていると考えࢀࡽるࠋ㯤ⓑⰍ⢓質土出土の⭜瓦にࡇ、ࡣのよ࠺に調整さࢀたᮦの比⋡が高いࠋ

元の建物（ࡇの場合、すぐ上఩に建つ⣡戸土蔵が᝿定さࢀる）のቨの端に相ᙜする部分がまとまࡗて

ሁ積したか、࠶るいࡣ㯤ⓑⰍ⢓質土にព図的にΰࡐ㎸ࡴ㦵ᮦとして、ᢅいࡸすいᑍ法のものを㑅別し

たか、いくつかのྍ能ᛶが考えࢀࡽるࠋ

　756 ～ 786、788 ～ 792 た土層で、新ᪧの遺物がࢀ近代௨後に形成さࡣⅠ層ࠋ出土したࡽⅠ層かࡣ

ΰᅾしているࠋ⇺瓦ࡣ軒丸瓦（756・789・790）、軒平瓦（788・791・792）、丸瓦（757）、平瓦（758・

768・769）、⇐ᩯ瓦（784）等がⱝᖸ࠶るが、多くࡣ⭜瓦（763・764・775 ～ 782）で࠶るࠋ下層に࠶

たるⅡ層・㯤ⓑⰍ⢓土層出土資料に比࡭、四辺中ኸのพみࡸࡸࡣ小ᆺでὸいものが多いࠋたࡔし 777

ࠋる࡞␗พみの平面が▴形を࿊し、௚とࡣ

　Ⅰ層でࡣ⇺瓦より㔙⸆ᱞ瓦類が主体とࡗ࡞ているࡣ770・762～760ࠋ軒ᱞ瓦で࠶るࡽࢀࡇࠋの瓦ᙜࡣ、

菊文Ⅲࡣ760 �1、761が菊文Ⅲ �3、762が一文Ꮠ瓦、770ࡣᱜ文で࠶るࡣ760ࠋᑼ側に２⟠所小Ꮝが࠶るࠋ

⿬面後༙部が㟢⫾と࡞り、㔙⸆のⰍ調ࡣᬯ赤〓Ⰽとࡸࡸ明るい770・762・761ࠋ 、全体に㔙⸆が᥃かりࡣ

Ⰽ調ࡣ黒〓Ⰽを࿊する761ࠋ のᑼ側の小Ꮝ１ࡣ⟠所で࠶る771ࠋ ～ 774 774・771ࠋる࠶ᱞ瓦でࡣ ⿬ࡣ

面後༙部が㟢⫾、772 773ࠋ全体に㔙が᥃かるࡣ 783・759ࠋ࠺ᱞ部に㞷Ṇめをకࡣ 棟とᱞ瓦の㝽間ࡣ

をሰぐ面戸瓦で࠶る786・785ࠋ 近世末期～近代にかけての、ࡣ㔙⸆ᱞ瓦類ࡽࢀࡇࠋる࠶ᩯ瓦で⇐ࡣ

౑用年代が考えࢀࡽる370ࠋ についてࡣ、瓦ᙜ文のᵝᘧかࡽみて陸㌷営所期に下るとᛮわࢀるが、そ

の௚もྵめヲ⣽࡞᫬期の特定が課㢟で࠶るࠋ

㸲㸬ᑠ⤖

　切石積石垣確認調査でࡣ、瓦が多数出土したが、石垣構築とᙉく関連するものࡣᑡ࡞いࡇࠋのࡕ࠺

数寄屋屋敷北調査区において、㞮土蔵下石垣西面・数寄屋屋敷北石垣北面のᇶ♏前面をᢚえる造成土
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中かࡽ出土した⇺瓦の一群17、ࡣ 世紀前༙を౑用᫬期とするもので、石垣の構築年代を瓦の┒⾜᫬

期より㝆る 17 世紀後༙とするのに▩┪の࡞い⤖ᯝをᚓたࠋ

近世後期の、ࡣの௚、玉泉院丸北調査区において、⭜瓦を多数ໟྵしていた㯤ⓑⰍ⢓土についてࡇ　

石垣改修と関連して᪋工さࢀたと考えࢀࡽるが、⭜瓦の年代観ࡣ近世前期の⠊␪で考えࡊるをᚓࡎ、

ヲ⣽࡞特定ࡣᅔ㞴で࠶るࠋ

　調査目的と直⤖し࡞いが、数寄屋屋敷北調査区の上層で認めࢀࡽた明治 14 年（1881）の↝土層に

క࠺瓦についてࡣ㈗重࡞所ぢがᚓࢀࡽたࠋ文化６・７年（1809・10）の二ノ丸御殿再建᫬の普請作事

史料で࠶る『御造営方日並記』でࡣ、調査区に᥋する㞮土蔵の屋根について、㖄瓦がすぐに用ពでき

本ⵌࡣ㡭の『金沢城二அ丸御殿明⣽図』にࡌと、また同ࡇᙜ分の間土瓦とする、ࡎ (本瓦ⵌ )でࡗ࠶

たࡇと࡝࡞が記さࢀているࠋたࡔし 1850 年代の景観をᥥいた絵図においても、㞮土蔵ࡣ土瓦ⵌの表

現とࡗ࡞ているࠋ

発掘調査でࡣ、明治 14 年（1881）にᗫᲠさࢀた㔙⸆瓦（陶ჾ瓦）の軒丸瓦・丸瓦が出土した࡞ࠋお『御

造営方日並記』でࡣ、㞮土蔵等の屋根瓦を⣡ධしたே物として「八幡村彦八」をᣲࡆているࠋ↝土層

にక࠺㔙⸆瓦ࡣ、小松市八幡で生産さࢀた瓦と考えࢀࡽる点も整合的で࠶るࠋ

上記文⊩記㍕にࡣ、⇺・㔙⸆の別が♧さࢀてい࡞いが、現ᅾ知ࢀࡽている八幡産瓦ࡣ㔙⸆を᪋した

陶ჾ瓦で࠶り、19 世紀ึ㢌の金沢城でࡣ、㔙⸆瓦が用いࢀࡽたとみるのがጇᙜで࡞ࠋ࠺ࢁ࠶お、八

幡瓦の年代観でࡣ、大別して近世に属するものࡣ赤〓Ⰽの㔙⸆により、近代௨㝆、黒〓Ⰽ系⤫の㔙⸆

がὶ⾜するとのぢ方が࠶るࠋ金沢城内で出土している八幡瓦ࡣ、大༙がᬯ〓Ⰽ～黒〓Ⰽを࿊しており、

がࡽࢀࡇ 19 世紀ึ㢌に㐳るのか࠺࡝かが課㢟とࡗ࡞ているࠋ

た辰巳用水のᑟ水管本体直下において、黒ࢀの点について、鶴ノ丸第１次調査区において検出さࡇ

〓Ⰽの㔙⸆が᪋さࢀた瓦片を検出した事౛が࠶るࡇࠋの調査区でࡣ、用水経路が」数確認さࢀたが、

ᑐ㇟の部分ࡣ、遺構間の切合関係ࡸ年代が特定できる絵図との照合かࡽ、文化～天保ึめ㡭にᶵ能し

ていたと考えࢀࡽている > 石川県金沢城調査研究所 2016d@ࡇࠋの瓦片についてࡣ取り上ࡆてい࡞い

ためヲ⣽が୙明で࠶り、文化ึ年の八幡瓦の㔙⸆が、黒〓Ⰽ主体でࡗ࠶たとࡣゝい切࡞ࢀいが、19

世紀前༙にࡣ黒〓Ⰽの㔙⸆瓦が存ᅾしていたࡇとࡣ確かで࠶るࠋ

　㔙⸆瓦についてࡇࡣの௚、玉泉院丸北調査区のⅠ層において、調査区北側上部の二ノ丸石垣⦕辺に

建ࡗていた⣡戸土蔵のものとみࢀࡽる石〇⭜ᯈとともに、ᱞ瓦ⵌに係る種類が࠶る程度まとまࡗて出

土しているࠋたࡔし近代に下る〇ရがྵまࢀるࡇとも十分考えࢀࡽるࠋ

　瓦の産地についてࡣ、瓦ᙜ文ࡸ調整技法、⫾土ࡸ㔙⸆の≧ἣࡸ、文⊩の記㍕等かࡽ、」数ࣝࢢーࣉ

の存ᅾが᝿定さࢀるが、確定に⮳ࡗてい࡞いものが多いࠋ『御造営方日並記』にࡣ、瓦の౪⤥地、࠶

るいࡣ౪⤥⪅に関わり、本吉（能美市）、八幡村（彦八）・ⶈ代寺村（作右⾨門、௨上小松市）といࡗ

た地名がぢえるࠋまた「瓦ᖌ平ර⾨」として記㍕さࢀるே物ࡣ、別史料より金沢城下༲辰山山㯄に❔

を構えた༲辰平ර⾨に比定さࢀるࡇࠋのࡕ࠺八幡についてࡣ、伝世ရࡸ出土資料 >( 財 ) 石川県埋蔵

文化財センター 2013@ 等が࠶り、現地で生産さࢀた〇ရの特ᚩが明ࡽかで、金沢城跡出土資料とのᑐ

比が㐍んでいるࠋその࡯か༲辰山〇ရ࡝࡞、刻印を有する資料࡝࡞かࡽおおよそ比定しᚓるものも࠶

るが、࡞お課㢟が多いのが実情で࠶るࠋ
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P32㸹表土、表土（ᯈ石ᗫᲠ）
P33㸹表土
P34㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）、Ⅰ層
P35㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）、Ⅰ層（◁利層） P36㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ)、㯤ⓑⰍ⢓土層 断๭り

P37㸹Ⅰ層（玉石）
P38㸹Ⅱ層 ࣞࢺࣈࢧ（ࢮ࢔下）
P39㸹Ⅱ層 ࢮ࢔）ࣞࢺࣈࢧ下)、Ⅱ層（㯤ᶳⰍ⢓土⢏ྵࡴ）
(下ࢮ࢔)     
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'01㸹遺構№１
'02㸹Ⅰ層（◁利層）
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P36㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ)、㯤ⓑⰍ⢓土層 断๭り
P37㸹Ⅰ層（玉石）
P38㸹Ⅱ層 ࣞࢺࣈࢧ（ࢮ࢔下）
P39㸹Ⅱ層 ࢮ࢔）ࣞࢺࣈࢧ下)、Ⅱ層（㯤ᶳⰍ⢓土⢏ྵࡴ）
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ͤ瓦の文ᵝ分類についてࡣ、　石川県金沢城調査研究所 2019cかࡽ㌿㍕したࠋ
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200704-D217
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200704-D215

199801-D149

201204-T029

୕ⴥ文Ϩ

୕ⴥ文ϩ

୕ⴥ文Ϫ

୕ⴥ文ϫ

ᆶୗᆺ୕ⴥ文

୕ⴥ文Ϭࠉ

୕ⴥ文ϭࠉ

୕ⴥ文Ϯ

༙ⴥ文
中心㣭りࡣ㍯郭⥺でᥥかࢀたⴥの上༙

分ࠋ外側に、下ྥきに巻くⴥと上ྥきに

巻く၈草が࠶るࠋ

中心㣭りの三ⴥ文の横に、下ྥきに 2本、

၈草が巻くࠋその外側下ྥきの၈草の巻

きࡣ⧅がࡗていて、上方ඛ端ࡣᯞẟ≧ࠋ

中心㣭りの三ⴥ文の横の下ྥき၈草ࡣ 1

本ࠋその外側ࡣ၈草が「川」のᏐ≧に伸

びるࠋ上方ඛ端ࡣᯞẟ≧ࠋ

中心㣭りの三ⴥ文の横の下ྥき၈草ࡣ 1

本ࠋඛ端まで数本の၈草で構成さࢀてい

るࠋ三ⴥ間࠶ࡣまり㛤か࡞いࠋ

中心㣭りの三ⴥ文の間が㛤き、၈草ࡣ⧅

がࡗてい࡞いࠋ全体的に簡␎化さࢀるࠋ

中心㣭りの三ⴥ文が下をྥき、上に小さ
ⴥが࡞ 2ᯛつくࠋ第 1၈草が下ྥきに῝
く巻き、㏵中かࡽ上ྥきの၈草がᯞ分か
第ࠋしているࢀ 2၈草も第 1၈草かࡽᯞ
分かࢀして、ඛ端ࡣ上下に分かࢀて巻き、
間にⷣ≧のものが࠶るࠋ

中心㣭りの三ⴥ文がⰼᘚのよ࠺にᖜをᣢ

ࠋ全て下ྥきに巻くࡣ၈草、ࡕ

中心㣭りの三ⴥ文の間ࡣ㛤き、၈草１ࡣ

本ࡎつ⊂立して、上下஺஫に巻いているࠋ

中心㣭りの三ⴥ文ࡣ㛤き、横の下ྥき၈
草ࡣ 1本で巻きがὸいࠋその外側の၈草
2本が஺ᕪしてᘏび、下ྥきにὸく、ࡣ
巻いているࠋその外側にも下ྥきの၈草
が࠶るࠋ

ͤ瓦の文ᵝ分類についてࡣ、　石川県金沢城調査研究所 2019c かࡽ㌿㍕したࠋ
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ᱵ㖊文ϫ

ᱜ文

ᫍ文

஑᭙文

中心㣭りࡣ梅㖊文ࠋ第 1၈草が第 2၈草

にῧࡗて上下に巻くࠋ第 2၈草ࡣ末端が

上ྥきに巻くࠋ

中心㣭りࡣ梅㖊文ࠋ၈草ࡣ中心㣭りに近

い側で 3本ࠋ第 1၈草ࡣ上が下より㛤くࠋ

第 2၈草ࡣ末端の巻きが大きく、下ྥき

に巻くࠋ

中心㣭りࡣ梅㖊文ࠋ第 1၈草の㛤きࡣ上

下同ᖜࠋ下が上に比ࢀ₽࡭ているࠋ末端

の巻きࡣὸく、上をྥくࠋ

中心㣭りࡣ梅㖊文ࠋ第 1၈草ࡣ下が上よ

り㛤き、上に比ࢀ₽࡭ているࠋ末端の巻

きࡣὸく、上をྥくࠋ

中心飾りは桜文。 第 1唐草から第 2唐草

へは途切れずに続いている。

中心㣭りࡣ梅㖊文ࠋ၈草ࡣ菊文Ⅲ�３と

類ఝして、中心㣭りをໟࡴよ࡞࠺第１

၈草とᒅ᭤の῝い第２၈草か࡞ࡽるࠋ

ͤ瓦の文ᵝ分類についてࡣ、　石川県金沢城調査研究所 2019c かࡽ㌿㍕したࠋ
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200802-D004

200802-D005

200802-D003
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201106-D026

200603-D052

200603-D050
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201106-D071

⳥文Ϩ

⳥文ϩ

⳥文Ϫ�㸯

⳥文Ϫ��

⳥文Ϫ�㸰

⳥文Ϭ

⳥文Ϫ�㸲

⳥文ϫ�㸯

⳥文ϭ

⳥文ϫ�㸰

中心㣭りの菊ࡣⰼᘚ 10 ᯛࡣ⥺ࠋ⳹ዝで、

⛸がࡗࡣきりしているࠋ၈草ࡣ上ྥきに

巻くࠋ

中心㣭りࡣ 10 ᘚの菊ⰼ文ࠋ၈草ࡣ巻きが

ὸく、第 2၈草ࡣ末端が下をྥくࠋ

中心㣭りࡣⅢ�１より丸࿡をᣢつ 8ᘚの菊

ⰼ文ࠋ၈草ࡣ簡␎化さࢀ、ඛ端でᯞ分か

ࠋる࡞く࡞しࢀ

中心㣭りࡣ丸࿡をᣢつ 8ᘚの菊ⰼ文ࠋ၈

草ࡣᖜが࠶り、㍯ⰼ≧にࡗ࡞ているࠋ第

１၈草ࡣ中心㣭りの菊ⰼ文をໟࡴよ࠺に

上にᘏびて、第２၈草ࡣ下ྥきに巻いて、

ඛ端でᯞ分かࢀしているࠋ

中心㣭りࡣ丸࿡をᣢつ 8ᘚの菊ⰼ文ࠋ၈

草ࡣ菊文Ⅳ�１と同ࠋࡌ

中心㣭りࡣ⛸のࡗࡣきりした 8ᘚの菊ⰼ

文ࠋ第 1・第 2၈草ともᯞ分かࡎࡏࢀ、第

2၈草ࡣ᭤がり࡞がࡽ上࡬ᘏびるࠋ

中心㣭りࡣ 8(") ᘚの菊ⰼ文ࠋ第 1၈草ࡣ

上下に⦆く巻き、第 2၈草ࡣ、ᯞ分かࢀ

したものが上にᙉく巻いているࠋ

中心㣭りࡣ⛸のࡗࡣきりした 8ᘚの菊ⰼ

文ࠋ၈草ࡣ、梅㖊文Ⅲ�１と同ࡌく、第 1

၈草の㛤きが上下同ᖜで、下が上に比࡭₽

ࠋ上をྥくࡣ末端の巻、ࢀ

中心㣭りࡣ丸࿡をᣢつ 8ᘚの菊ⰼ文ࠋ၈

草ࡣ簡␎化さࢀて㍯ⰼ≧で࡞ࡣく࡞り、

第２၈草のᒅ᭤が῝いࠋ

中心㣭りࡣ丸࿡をᣢつ 8ᘚの菊ⰼ文ࠋ第

２၈草ࡣ第１၈草の㏵中かࡽ出て、横࡬

ᘏびた後、上にᘏびるࠋ

ͤ瓦の文ᵝ分類についてࡣ、　石川県金沢城調査研究所 2019c かࡽ㌿㍕したࠋ

第 103 図　㌺ᖹ 䞉㌺ᱞ⎰　⎰ᙜᩥᵝศ㢮３



― 1�7 ―

S=1/6
0 10㎝

201701-D06

201701-D02 201701-D03

201701-D04

201701-D05

201701-D07

201701-D11

201701-D01

701～705・707・708㸹堀ᗏ　ධ㝮部 断๭り (Ⅱ層)
706㸹堀ᗏ　ධ㝮部 断๭り 東側河原石積の⿬㎸め層 (Ⅱc�2層)

709㸹法面　水路埋土 (Ⅱ�32、33層)
710・711・713㸹法面　↝土層 (Ⅰ�26層)
712㸹法面　東西断面　↝土層（Ⅰ�26層）

714～718㸹法面　↝土層 (Ⅰ�26層)
719㸹法面　↝土層 (Ⅰ�26層)

↝土層下 (Ⅰ層、Ⅰ�27層)

T02

T06

T03

T05

T04

T01

T07

T08
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701～705・707・708㸹堀ᗏ　ධ㝮部 断๭り (Ⅱ層)
706㸹堀ᗏ　ධ㝮部 断๭り 東側河原石積の⿬㎸め層 (Ⅱc�2層)

709㸹法面　水路埋土 (Ⅱ�32、33層)
710・711・713㸹法面　↝土層 (Ⅰ�26層)
712㸹法面　東西断面　↝土層（Ⅰ�26層）

714～718㸹法面　↝土層 (Ⅰ�26層)
719㸹法面　↝土層 (Ⅰ�26層)

↝土層下 (Ⅰ層、Ⅰ�27層)
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T13

T12

T11
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201701-D16
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201701-D17
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201701-D10

714～718㸹法面　↝土層 (Ⅰ�26層)
719㸹法面　↝土層 (Ⅰ�26層)

↝土層下 (Ⅰ層、Ⅰ�27層)
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T16
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T17

T18
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201701-D23

201701-D24

201701-D20

720㸹堀ᗏ　◁層 (Ⅰ層)
法面　東西断面 (Ⅰ�17層)、東西断面 ↝

土層 (Ⅰ�26層)、↝土層 (Ⅰ�26層)
721㸹法面　◁層 (Ⅰ層)
722㸹堀ᗏ　表土、◁層 (Ⅰ層)、水路断๭り（6

層）
723㸹堀ᗏ　水路断๭り（6層）
724㸹堀ᗏ　表土 (Ⅰ層)

725㸹法面　↝土層下 (Ⅰ�27層)
726㸹堀ᗏ　ධ㝮部 断๭り (Ⅱ層)

T20

T21T22

T23

T24
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201801-D35

720㸹堀ᗏ　◁層 (Ⅰ層)
法面　東西断面 (Ⅰ�17層)、東西断面 ↝

土層 (Ⅰ�26層)、↝土層 (Ⅰ�26層)
721㸹法面　◁層 (Ⅰ層)
722㸹堀ᗏ　表土、◁層 (Ⅰ層)、水路断๭り（6

層）
723㸹堀ᗏ　水路断๭り（6層）
724㸹堀ᗏ　表土 (Ⅰ層)

725㸹法面　↝土層下 (Ⅰ�27層)
726㸹堀ᗏ　ධ㝮部 断๭り (Ⅱ層)

727～733㸹㯤〓Ⰽ土┒土層
734㸹表土（北ᣑ張）
735・736㸹表土
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743㸹Ⅰ層（玉石)、㯤ⓑⰍ⢓土層

737㸹表土（段掘り部分）
738㸹表土（北側）
739㸹表土（北ᣑ張）
740㸹表土

T41

T42

T43

T37 T38

T39

T40
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744～748㸹㯤ⓑⰍ⢓土層

749㸹Ⅰ層、㯤ⓑⰍ⢓土層（上面)、
㯤ⓑⰍ⢓土層

750・751㸹㯤ⓑⰍ⢓土層（上面）
752・753㸹㯤ⓑⰍ⢓土層
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201901-D59

201901-D60

201901-D61
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744～748㸹㯤ⓑⰍ⢓土層

749㸹Ⅰ層、㯤ⓑⰍ⢓土層（上面)、
㯤ⓑⰍ⢓土層

750・751㸹㯤ⓑⰍ⢓土層（上面）
752・753㸹㯤ⓑⰍ⢓土層

201901-D63

201901-D64

201901-D65
201901-D67

201901-D68

T49
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754㸹㯤ⓑⰍ⢓土層、Ⅰ層
755㸹㯤ⓑⰍ⢓土層
756～758㸹Ⅰ層
759㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）、㯤ⓑⰍ⢓土層（上面）

201901-D78 201901-D81

201901-D47
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760㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）、Ⅰ層
761㸹表土、Ⅰ層

762・764㸹表土、Ⅰ層
763㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）、Ⅰ層、Ⅰ層（玉石）
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T61
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760㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）、Ⅰ層
761㸹表土、Ⅰ層

762・764㸹表土、Ⅰ層
763㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）、Ⅰ層、Ⅰ層（玉石）

201901-D43

201901-D71

201901-D74
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765㸹表土、表土（ᯈ石ᗫᲠ）Ⅰ層、
766・767㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）Ⅰ層、

768・769㸹表土
770㸹表土、表土（ᯈ石ᗫᲠ）
771㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）

772㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）
773㸹表土
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765㸹表土、表土（ᯈ石ᗫᲠ）Ⅰ層、
766・767㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）Ⅰ層、

768・769㸹表土
770㸹表土、表土（ᯈ石ᗫᲠ）
771㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）

772㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）
773㸹表土
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765㸹表土、表土（ᯈ石ᗫᲠ）Ⅰ層、
766・767㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）Ⅰ層、

768・769㸹表土
770㸹表土、表土（ᯈ石ᗫᲠ）
771㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）

772㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）
773㸹表土
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775・776㸹表土、表土（ᯈ石ᗫᲠ）
777㸹表土

778～780㸹表土
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783㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）
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775・776㸹表土、表土（ᯈ石ᗫᲠ）
777㸹表土

778～780㸹表土

781・782・784・785㸹表土
783㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）
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775・776㸹表土、表土（ᯈ石ᗫᲠ）
777㸹表土

778～780㸹表土

781・782・784・785㸹表土
783㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）
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787㸹Ⅱ層（ࢮ࢔上）
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201901- ᣅ 52

201901- ᣅ 55

201901- ᣅ 58
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第４⠇　石〇ရ

石〇ရࡣ、玉泉院丸北調査区においてᯈᮦを中心に出土しており、数寄屋屋敷北調査区で２点、玉泉

院丸北調査区で11点、合計13点の実測を⾜ࡗたࠋ

㸯㸬�ᩘ ᐤᒇᒇᩜ໭ㄪᰝ༊㸦➨ ��� ᅗ ➨ࠊ��・��6 �� ⾲㸧

≧の付╔物がみ⁦㖔ࠋるが、◚断面௨外が全て比⇕により黒Ⰽに変Ⰽしている࠶戸室石片で、ࡣ601　

ࠋる࠶黒の◻石でࡣ602ࠋる࠶ていたྍ能ᛶもࢀものに౑用さ࡞࠺鍛冶⅔のよ、ࡽとかࡇるࢀࡽ

㸰㸬�⋢Ἠ㝔୸໭ㄪᰝ༊㸦➨ ��� 㹼 ��� ᅗ 6�� 㹼 ➨ࠊ��� �� ⾲㸧

ࢀࡽ㰯とみࡣた㢌部に、㢦にࡗるが、丸みをも࠶ࡣ⢒い加工で、ࢀ凝灰岩〇のே形で、⊷とᛮわࡣ603

る᙮り㎸みがみࢀࡽるࠋ㢌部と⬗部の間の㤳に࠶たる部分ࡣ๐り㎸んで、くびࢀを作り、⬚部に࠶たる

⟠所に✸Ꮝがみࢀࡽるࡇとかࡽ、Წ≧のものをᕪし㎸んでいたのかもし࡞ࢀいࠋᙬⰍࡣみ࡞ࢀࡽい604ࠋ

と05ࡣ凝灰岩〇の部ᮦ◚片で࠶るࠋ◳質で⦓ᐦ࡞石質で、緑Ⰽを࿊するので福井産の➖谷石とみࢀࡽ

るࡣ604ࠋ上面がࡸࡸ‴᭤した形≧で角ᰕ≧の✺㉳が側面にみࢀࡽるࡇࠋの✺㉳部分ࡣ上下側面に平ล

の工具（タタ࢟）による工具⑞がみࢀࡽるࡇとかࡇ、ࡽの部分を௚の部ᮦと組み合わࡏて౑用するもの

と推測さࢀるࡣ605ࠋ上面にࡇࢁ࠺≧にみえるࡸࡸつ則的࡞加工⑞がみࢀࡽ、ᕥ側面ࡣ上面側が平⁥に

さࢀるが、下面（◚断面）にྥかࡗて⢒い加工と࡞るࠋ上面とᕥ側面௨外ࡣ◚ᦆしているࡇとかࡽ、全体

形≧等୙明で࠶るࠋ加工⑞が特ᚩ的でࡗ࠶たので実測したࡣ12～606ࠋ凝灰岩〇のᯈᮦで࠶るࠋ石質ࡣ

も南加賀産（㬼川石か）ࢀࡎいࠋ質で赤みをᖏびたⓑⰍに大別できる◳ࡸࡸ㌾質で灰ⓑⰍのものとࡸࡸ

とみࢀࡽるࠋつ᱁にࡣ大小２種類がみࢀࡽるが、▷辺（⦪）の長さ１ࡣᑻ３また４ࡣᑍでඹ通するࠋ長辺

（横）が大２ࡣᑻ８また９ࡣᑍで、小１ࡣᑻ４ᑍ、１ᑻ６ᑍ、１ᑻ８ᑍと２ᑍ刻みのつ᱁が࠶るࠋᮦのཌ

みࡣ、大が２ᑍとᥞ࠺が、小２ࡣᑍ４分、２ᑍ６分、３ᑍと࡞り、小ࡣཌみに関してࡣ大よりもࡸࡸཌいࠋ

大に比࡭て小ࢬ࢖ࢧࡣにࡽࡤつきが࠶るࠋいࢀࡎのᯈᮦも表面と⿬面の加工⑞の㐪いが明░で࠶るࠋ表

面ࡣチࣙウナとみࢀࡽる工具により㠀常に平⁥に整えࢀࡽており、⢒加工᫬に౑用したツࣝが῝くධ

ࠋに平⁥にᆒしているࡽ表面の四方を㢠⦕≧にさࡣ607についてࠋているࡗにṧࡎࢀたものがᾘしきࡗ

⿬面ࡣ、⢒加工᫬のツࣝの⑞跡が明░にṧり、概ࡡᮦの▷辺と平⾜࡞方ྥで加工⑞がみࢀࡽるࠋ小つ᱁

の⿬面ࡣツࣝによる⢒加工の後に、も࠺一手間をかけており、611・12ࡣチࣙウナとみࢀࡽる加工⑞が長

辺に平⾜して一定ᖜでみࢀࡽ、中ኸ部が๐りṧしとしてツࣝ⑞跡をṧし、ࡸࡸ┒り上がࡗた≧態とࡗ࡞

ている610ࠋについてࡣ、ツࣝ⑞跡がみࡎࢀࡽ、⿬面も全面にわたࡗてチࣙウナによࡗて๐ࢀࡽているࠋ

たࡔし、表面に比࡭るとࡸࡸ⢒いࠋ側面についてࡣ、長側面・▷側面ともに平⁥௙上ࢀࡽࡆているが、▷

側面についてࡣ切りḞきがみࢀࡽるࠋ大つ᱁のものࡣ一方がཷけࡤࡽ࡞、も࠺一方ࡏ⿕ࡣるよ࠺にࡗ࡞

ているࠋ小つ᱁のもので610、ࡣと12ࡏ⿕ࡣるタࡔࣉ࢖が、610ࡣも࠺一方に切りḞきが↓いࡣ611ࠋ୧端

ともཷけるタࣉ࢖で࠶るࡽࢀࡇࠋのᯈᮦࡣいࢀࡎも調査区の石垣上方にࡗ࠶た土蔵の⭜ᯈとして౑用

さࢀていたものと考えているが、建物に留める㝿に౑用した㔥の⑞跡ࡸ、㔥の㢌部がቨかࡽ飛び出さ࡞

いよ࠺に埋め㎸ࡴための❑みがみࢀࡽた12・11・09・607ࠋのᯈᮦのࡰ࡯中ኸ部にࡣ留㔥をධࢀるための

✸Ꮝがみࢀࡽるࠋ留㔥ࡣ後㏙するが、㢌部が㹒Ꮠ≧にࡗ࡞たものと考えているࠋまた、607～11いࢀࡎも

側辺に㔥を࠺つための❑みが᙮り㎸まࢀているࠋ⭜瓦のよ࠺に㔥の㢌部ࡔけを埋め㎸ࡴので࡞ࡣく、ᯈ

ᮦのᕥ右をࡗࡨたりと合࠺よ࠺に、⁁≧の᙮り㎸みがさࢀるࠋ௒調査で出土したᯈᮦ２ࡣつのつ᱁がみ

て小つ᱁࡭大つ᱁に比、ࡽか࡝࡞切りḞきࡸく、⿬面の加工⑞࡞ࡣけでࡔるつ᱁の㐪い࡞たが、༢ࢀࡽ

のᯈᮦの౑用方法が༢⣧で࡞ࡣいよ࠺にもឤࢀࡽࡌたࠋ土蔵࡝࡞での౑用᫬ࡣ、大つ᱁で⭜ᯈをᕠࡏࡽ

た࠶と、వⓑとࡗ࡞た部分に小つ᱁を࠶てࡣめていࡗたと᝿定するが、ᚤጁ࡞ᖜのࢀࡎにᑐᛂするため、

長辺が２ᑍ刻みのつ᱁をもࡗているとみࢀࡽるࠋ⿬面のチࣙウナによる加工を㏣加する理⏤ࡣ୙明で

ࠋるࢀࡽ戸室石〇の⦕石とみࡣ613ࠋい࡞ࢀたのかもしࡗ࠶るが、別の౑用方法も࠶



― 1�6 ―

S=1/2
0 5㎝

S=1/6
0 10㎝

201901-S01

201901-S02

201901-S03

201701-S04201701-S05

603～605㸹Ⅰ層（玉石）

601㸹堀ᗏ　近代層 (Ⅰ層)
602㸹堀ᗏ　◁層 (Ⅰ層)

S03

S04

S05

S01 S02

第 122 図　ฟᅵ㑇≀　石１　ᩘᐤᒇᒇᩜ໭ 䞉⋢Ἠ㝔୸໭



― 1�7 ―

S=1/6
0 10㎝

201901-S07

S06㸹Ⅰ層、㯤ⓑⰍ⢓土層

601㸹堀ᗏ　近代層 (Ⅰ層)
602㸹堀ᗏ　◁層 (Ⅰ層)

S06

第 123 図　ฟᅵ㑇≀　石２　⋢Ἠ㝔୸໭



― 1�8 ―

S=1/10
0 20㎝

201901- 大 S01

S07㸹表土、表土（ᯈ石ᗫᲠ）

S07

第 124 図　ฟᅵ㑇≀　石３　⋢Ἠ㝔୸໭



― 1�9 ―

201901- 大 S01

21

4

3

5

1

2

3

4

5

S07

第 12㻡 図　ฟᅵ㑇≀　石４　⋢Ἠ㝔୸໭



― 1�� ―

S=1/10
0 20㎝

201901- 大 S02

S08㸹表土、表土（ᯈ石ᗫᲠ）

S08

第 12㻢 図　ฟᅵ㑇≀　石５　⋢Ἠ㝔୸໭



― 1�1 ―

201901- 大 S02

21 3�᩿㠃

1

2

3

S08

第 127 図　ฟᅵ㑇≀　ฟᅵ㑇≀　石６　⋢Ἠ㝔୸໭



― 1�� ―

S=1/10
0 20㎝

201901- 大 S03
S09㸹表土、表土（ᯈ石ᗫᲠ）、Ⅰ層

S09

第 128 図　ฟᅵ㑇≀　石䠓　⋢Ἠ㝔୸໭



― 1�� ―

201901- 大 S03

2

1

3

4

5

6

2

�᩿㠃

4

6

1
�᩿㠃

3

5 �᩿㠃

S09

第 129 図　ฟᅵ㑇≀　石䠔　⋢Ἠ㝔୸໭



― 1�� ―

S=1/10
0 20㎝

201901- 大 S04S10㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）

1�᩿㠃

1

S10

第 130 図　ฟᅵ㑇≀　石䠕　⋢Ἠ㝔୸໭



― 1�5 ―

S=1/10
0 20㎝

201901- 大 S05

S11㸹表土（ᯈ石ᗫᲠ）

�᩿㠃

�᩿㠃

�᩿㠃

5

3

2

4

1

2

5

3

4

1

S11

第 131 図　ฟᅵ㑇≀　石 10　⋢Ἠ㝔୸໭



― 1�6 ―

S=1/10
0 20㎝

201901- 大 S06

S12㸹表土、表土（ᯈ石ᗫᲠ）

1
2

1

2

S12

第 132 図　ฟᅵ㑇≀　石 11　⋢Ἠ㝔୸໭



― 1�7 ―

S=1/6
0 20㎝

201901-S08

S13㸹表土

S13

第 133 図　ฟᅵ㑇≀　石 12　⋢Ἠ㝔୸໭



― 1�8 ―

S=1/2
0 5㎝

S=1/1
0 5㎝

数寄屋屋敷北
001㸹堀ᗏ　水路埋土 (Ⅱ層)
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M05㸹㯤〓Ⰽ土┒土層（近代）
M06㸹表土

201701-M01 201701-M04201701-M05

201701-M06

201801-M02

201801-M03

M01 M02 M03

M04

M05

M06

第５⠇　金属〇ရ

金属〇ရࡣ、玉泉院丸北調査区で㔥がまとまࡗて出土しているが、石垣天端にࡗ࠶た⣡戸土蔵に関す

るものとみࢀࡽるࠋ数寄屋屋敷北ࡸ玉泉院丸南東調査区でࡣ形≧ࡸ種別がุ別できるよ࡞࠺金属〇ရ

ࠋたࡗか࡞ᑡࡣ

３つの調査区ేࡏて41点の実測を⾜ࡗたが、その35ࡕ࠺点が㖡㔥でࡗ࠶たࠋその࡯かࡣ小ᆺの㕲⁦が

３点、㙥１点、㖡⥺１点で࠶るࠋ

ᲫᲨ�数寄屋屋敷北ᛦ௹ғ㸦➨ ��� ᅗ 0�� 㹼 ➨ࠊ�� �� ⾲㸧

　001か003ࡽの３点とも㖡㔥で、いࢀࡎも㍈部がࡸࡸ᭤がࡗている004ࠋの㈅ᢡ㔥ࡣ㕲㔥で࠶る001ࠋ

ࠋᗫ⤯したと考えている水路の埋土より出土したࡣ17世紀末にࡣ

ᲬᲨ�玉泉院丸Ҥ東ᛦ௹ғ㸦➨ ��� ᅗ ➨ࠊ��・��0 �� ⾲㸧

ࠋにみえる࠺るが、表面に黒いሬ⭷≧のものが付╔しているよ࠶㖡㔥でࡣ005

ᲭᲨ�玉泉院丸北ᛦ௹ғ㸦➨ ���・��� ᅗ 0�� 㹼 ➨ࠊ�� ��・�� ⾲㸧

㖡㔥が多く出土したࠋ大別Ⅱ層とした近世後期の┒土層かࡽの出土が多いࡣ17～007ࠋ大別Ⅱ層出土

で、11点実測したࡣ31・030ࠋⅠ層、033᳜ࡣ᱂⑞、034～41ࡣ遺構№１かࡽ出土したࡣ24・023ࠋ㯤ⓑⰍ⢓土

層かࡽ出土した㖡㔥で࠶るࠋ長さࡣ概１ࡡᑍを中心に、７分と１ᑍ２分のものがみࢀࡽるࡣ035ࠋ㢌部

に「�」印がධࡗている041ࠋのみ㢌巻㔥で࠶るࡣ29・22～20・018ࠋ㢌部が㹒Ꮠの形≧をした留㔥で࠶るࠋ

㢌部の金具ࡣ一体で࡞ࡣく、別のᯈ≧のᮦを組み合わࡏているࠋ長さ４ࡣᑍ５分をᇶ本としているࠋඛ

㏙した土蔵࡝࡞の側ቨとして౑用した⭜ᯈの石ᮦを留めるために౑用したと考えているࡣ028ࠋ㈅ᢡࢀ

㔥で࠶るࡣ27、25、019ࠋ㖔⁦で࠶るࠋいࢀࡎもⷧい༙⌫≧を࿊しているࠋ石垣周辺で鍛冶作業を⾜ࡗて

いた形跡ࡣ、௒回の調査⠊ᅖでࡣ確認できࡎ、௚の出土ရ同ᵝ、上方かࡽのὶࢀ㎸みと考えている026ࠋ

太さが1ੈࡣ032ࠋたࡗか࡞確認できࡣ刻印等ࠋḞᦆしているࡣ方形、ඛ端部ࡣ≦㕲〇の㙥で、断面形ࡣ

程の⣽い㖡〇の㔪金で、２本の㔪金の端部をࡗࡌࡡて⤖᮰しているࠋ屋根瓦を留める㝿に౑用したもの

と推測さࢀるࠋ

第 134 図　ฟᅵ㑇≀　金ᒓ１　ᩘᐤᒇᒇᩜ໭　⋢Ἠ㝔୸༡ᮾ
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0
.
8

―
（
1
.
9
）

口
⦕

1
/
1
2

ࣟ
ク
ࣟ

㏱
明

ⷧ
く
ᆒ
一

ⓑ
Ⰽ

⦓
ᐦ

端
཯
り

ቚ
ࡣ
ࡌ
き

2
0
1
7
0
1
�
%
0
4

3
0
6

数
寄
屋
屋
敷
北

法
面
　
↝
土
層
下
 
(
Ⅰ
�
2
7
層

)
・
堀
ᗏ
　
ቨ
面

・
法
面
側
 
水
路
埋
土
 
(
Ⅱ
層

)
Ⅰ
㹠

磁
ჾ

皿
1
6
.
1

―
（
2
.
4
）

口
1
/
1
2

ࣟ
ク
ࣟ

㏱
明

ⓑ
端
཯
り

内
外
面
染
付
、
ቚ
ᙎ
き
、
↝
⥅
、
㈏
ධ

2
0
1
7
0
1
�
%
0
2

3
0
7

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
法
面
側
 
水
路
埋
土
 
(
Ⅱ
層

)
Ⅱ

b
磁
ჾ

皿
―

1
0
.
4

（
3
.
1
）

ᗏ
部

7
/
1
2

ࣟ
ク
ࣟ

㏱
明

灰
ⓑ

ࡸ
ࡸ
ሀ
い
ឤ
ࡌ

ⱝ
ᮡ

ⱝ
ᮡ

ⱝ
ᮡ

᪋
㔙
－
明
緑
灰
、
ム
ラ
࡞
く
ᆒ
一
、
ツ

ࣖ
有

㈏
ධ
有
　
࿋
㡲
絵

2
0
1
7
0
1
�
%
0
1

P
0
8

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
水
路
埋
土
 
河
原
石
積
前
面
 
(
Ⅱ
層

)
Ⅱ

b
磁
ჾ

⣚
⊦
口

（
6
.
5
）

（
3
.
4
）

2
.
1

1
/
2

ࣟ
ク
ࣟ

ⓑ
磁
（
明
緑
灰
）

ⓑ
Ⰽ
、

⣽
黒
Ⰽ
⢏

⫧
前

ࡸ
ࡸ
端
཯
り

2
0
1
7
0
1
�
'
1
0
7

P
0
9

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
水
路
埋
土
 
河
原
石
積
前
面
 
(
Ⅱ

b�
11

層
)

Ⅱ
b

土
ჾ

土
ᖌ
ჾ
皿

1
2
.
0

7
.
0

2
.
1

࡯
ࡰ
᏶
形

手
づ
く
ࡡ

ᆒ
質
（
⢊
質
）

⣽
◁
多
Ѝ
㹂
㸽
㸻
㹀

類 ὸ
㯤
ᶳ

ᅾ
地

ᅾ
地

再
興

九
谷

1
7
㹡
～

㹁
類
か

Ἔ
↮
⑞

8
6
.
5
g

2
0
1
7
0
1
�
'
8
2

9
5

P
1
0

玉
泉
院
丸
南
東

表
土
（
北
側
）

Ⅰ
磁
ჾ

皿
―

1
0
.
2

（
3
.
0
）

ᗏ
部

5
/
1
2

ࣟ
ク
ࣟ

㏱
明
㔙
－
灰
ⓑ

⣲
地
－
灰
ⓑ
、
ሀ
⦓
、

◁
⢏
ྵ
ま
ࡎ

⫧
前

᪋
㔙
－
ム
ラ
࡞
く
ᆒ
一
、
ツ
ࣖ
有
、
Ẽ

Ἳ
ྵ
ࡴ
、
࿋
㡲
絵

◁
目
跡
一
ヶ
所
有

ᅪ
⥺
内
に
岩
山
か

2
0
1
8
0
1
�
%
0
8

P
1
1

玉
泉
院
丸
南
東

表
土
（
北
側
）

Ⅰ
磁
ჾ

⵹
9
.
9

8
.
4

（
2
.
5
）

4
/
1
2

ࣟ
ク
ࣟ

㏱
明
㔙
－
灰
ⓑ

⣲
地
－
灰
ⓑ
、
ሀ
⦓
、

◁
⢏
ྵ
ま
ࡎ

⫧
前

᪋
㔙
－
ム
ラ
࡞
く
ᆒ
一
、
ツ
ࣖ
有
、
Ẽ

Ἳ
ྵ
ࡴ
、
ࣆ
ン
࣍
－
ࣝ
有
、
࿋
㡲
絵

2
0
1
8
0
1
�
%
0
9

P
1
2

玉
泉
院
丸
南
東

表
土

Ⅰ
土
ჾ

土
ᖌ
ჾ
皿

（
9
.
0
）

5
.
5

（
2
.
1
）

手
づ
く
ࡡ

⣽
◁
⢏
多

に
ࡪ
い
㯤
ᶳ

↝
成
Ⰻ

口
⦕
部
に
Ἔ
↮
⑞

2
0
1
8
0
1
�
'
8
7

P
1
3

玉
泉
院
丸
南
東

表
土
　

Ⅰ
磁
ჾ

㖊
1
5
.
6

6
.
2

6
.
8

1
2
/
1
2

࡯
ࡰ
᏶
形

ࣟ
ク
ࣟ

㏱
明

ⓑ
Ⰽ
、
ሀ
⦓

内
面
－
᪋
㔙
に
ᑡ
し
ム
ラ
有

高
ྎ
内
㖭
有

2
0
1
8
0
1
�
%
1
5

P
1
4

玉
泉
院
丸
南
東

表
土
（
南
側
ᣑ
張
）

Ⅰ
陶
ჾ

碗
―

5
.
2

（
2
.
4
）

ᗏ
部

4
/
1
2

ࣟ
ク
ࣟ

〓
灰
Ⰽ

2
0
1
8
0
1
�
'
8
6

9
6

P
1
5

玉
泉
院
丸
南
東

表
土
（
段
掘
り
部
分
）

Ⅰ
土
ჾ

ⅆ
㖊

（
1
7
.
2
）

―
（
5
.
6
）

口
⦕
小
片

ࣟ
ク
ࣟ

印
ⰼ
文
・
ỿ
⥺
・

赤
ᙬ

⢒
◁
ᑡ
・
赤
Ⰽ
⢏
ᑡ

灰
㯤
〓
Ⰽ

ᅾ
地

ᅾ
地

↝
成
Ⰻ

2
0
1
8
0
1
�
'
8
4

3
1
6

玉
泉
院
丸
南
東

表
土
（
段
掘
り
部
分
）

Ⅰ
土
ჾ

土
ᖌ
ჾ
皿

（
1
3
.
6
）
（
1
0
.
0
）

（
1
.
5
）

口
⦕

3
/
1
2

手
づ
く
ࡡ

⢒
◁
⢏

多
、
赤
Ⰽ
⢏
ᑡ

ὸ
㯤
ᶳ

↝
成
Ⰻ

2
0
1
8
0
1
�
'
8
3

3
1
7

玉
泉
院
丸
南
東

㯤
〓
Ⰽ
土
┒
土
層
（
近
代
）

Ⅰ
陶
ჾ

碗
（
9
.
6
）

―
（
2
.
7
）

口
⦕
小
片

ࣟ
ク
ࣟ

灰
㔙

灰
ⓑ

㈏
ධ
࠶
り

2
0
1
8
0
1
�
'
9
0

P
1
8

玉
泉
院
丸
南
東

㯤
〓
Ⰽ
土
┒
土
層
（
近
代
）

Ⅰ
陶
ჾ

碗
（
1
0
.
0
）

―
（
4
.
2
）

口
⦕

3
/
1
2

ࣟ
ク
ࣟ

灰
㔙

灰
㯤
〓

Ⰽ
⫧
前

⫧
前

㈏
ධ
࠶
り

染
付
の
ྍ
能
ᛶ
࠶
り

2
0
1
8
0
1
�
'
8
9

P
1
9

玉
泉
院
丸
南
東

㯤
〓
Ⰽ
土
┒
土
層
（
近
代
）

Ⅰ
磁
ჾ

碗
―

3
.
8

（
2
.
4
）

ᗏ
部

3
/
1
2

ࣟ
ク
ࣟ

ⓑ
磁
（
明
緑
灰
）

2
0
1
8
0
1
�
'
9
1

P
2
0

玉
泉
院
丸
南
東

㯤
〓
Ⰽ
土
┒
土
層
（
近
代
）

Ⅰ
陶
ჾ

碗
―

4
.
8

（
1
.
9
）

ᗏ
部
᏶
形

ࣟ
ク
ࣟ

灰
㔙
（
内
側
の
み
）
灰
ⓑ

2
0
1
8
0
1
�
'
9
2

P
2
1

玉
泉
院
丸
南
東

㯤
灰
Ⰽ
⢓
質
土
層
（
近
世
）

Ⅰ
土
ჾ

土
ᖌ
ჾ
皿

（
1
0
.
5
）

―
（
2
.
8
）

口
⦕
小
片

手
づ
く
ࡡ

◁
⢏
ᑡ
࡞
い
、
ᆒ
質
㸽

に
ࡪ
い
㯤
ᶳ

ᅾ
地

↝
成
Ⰻ

2
0
1
8
0
1
�
'
9
3

P
2
2

玉
泉
院
丸
南
東

㯤
〓
Ⰽ
土
┒
土
層
（
近
代
）

Ⅰ
㡲

恵
ჾ

⵹
―

―
（
1
.
3
）

口
⦕
小
片

ࣟ
ク
ࣟ

ᆒ
質

♟
ᑡ
量

灰
↝
成
Ⰻ

2
0
1
8
0
1
�
'
8
8

（
）
ࡣ
遺
存
್

「
」
ࡣ
᚟
元
್
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第
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表

　
出
土
遺
物
観
ᐹ
表
　
陶
磁
ჾ
・
土
ჾ

２

図
版

番
号

調
査
区

遺
構
等

層
位

種
К

器
種

ӝ
ࢲ
⅙

（
㎝
）

ࡁ
ࢲ
⅙

（
㎝
）

器
᭗
⅙

（
㎝
）

遺
܍
ࡇ

঺
࢟
∝
⅙
ૢ
࢟

᣸
ᕤ
∝
ᘺ
᫭
等

Ꮢ
ם
∝
ᑥ
調

࢟
ཞ
特
ࣉ

င
ע

࠰
ˊ
等

特
記
事
項

Ｉ
Ｄ

P
2
3

玉
泉
院
丸
南
東

㯤
〓
Ⰽ
⢓
土
┒
土
層
（
近
代
）

Ⅰ
土

ჾ
土
ᖌ
ჾ
皿

（
1
4
.
0
）

―
（
2
.
3
）

口
⦕

3
/
1
2

手
づ
く
ࡡ

⦓
ᐦ
、
ᆒ

質
ὸ
㯤
ᶳ

ᅾ
地

↝
成
Ⰻ

内
外
⥥
Ἔ
↮
⑞

2
0
1
8
0
1
�
'
9
4

P
2
4

玉
泉
院
丸
南
東

㯤
〓
Ⰽ
土
┒
土
層
（
近
代
）

Ⅰ
土

ჾ
ⅆ
㖊

（
2
4
.
0
）

―
（
8
.
0
）

口
⦕
小
片

ࣟ
ク
ࣟ

印
ⰼ
文
・
ỿ
⥺
・

赤
ᙬ

⢒
◁
多
・
赤
Ⰽ
⢏
ᑡ

に
ࡪ
い
㯤
ᶳ

ᅾ
地

⫧
前

↝
成
Ⰻ

2
0
1
8
0
1
�
'
8
5

P
2
5

玉
泉
院
丸
南
東

㯤
灰
Ⰽ
⢓
質
土
層
（
近
世
）

Ⅰ
磁

ჾ
碗

―
―

（
3
.
0
）

口
⦕
小
片

ࣟ
ク
ࣟ

㏱
明

⣲
地
－
灰
ⓑ
、
ሀ
⦓
、

◁
⢏
ྵ
ま
ࡎ

Ⰽ
調
－
内
外
面
㸻
明
緑
灰

᪋
㔙
－
ム
ラ
࡞
く
ᆒ
一
、
ツ
ࣖ
有
、
Ẽ

Ἳ
ྵ
ࡴ
、
࿋
㡲
絵

1
7
㹡
後
༙
௨
後
の
埋
ᡠ
土
中

2
0
1
8
0
1
�
%
0
7

9
7

9
6

3
2
7

玉
泉
院
丸
北

表
土
・
表
土
（
ᯈ
石
ᗫ
Რ
）
・
Ⅰ
層

Ⅰ
磁

ჾ
皿

（
1
3
.
9
）

6
.
0

3
.
6

口
⦕

4
/
1
2

ᗏ
部

1
2
/
1
2
ࣟ
ク
ࣟ

㏱
明

（
わ
ࡎ
か
に
青
み

が
か
ࡗ
た
）

࿋
㡲
発
Ⰽ
Ⰻ

灰
ⓑ

◁
⢏
ᚤ

ሀ
⦓

2
0
1
9
0
1
�
%
1
2

P
2
8

玉
泉
院
丸
北

表
土
（
ᯈ
石
ᗫ
Რ
）

Ⅰ
磁

ჾ
碗

1
0
.
8

―
（
3
.
3
）

口
⦕

2
/
1
2

ࣟ
ク
ࣟ

㏱
明

ⓑ
Ⰽ
、
ሀ
⦓

内
面
－
⢒
く
㈏
ධ
有

࿋
㡲
の
発
Ⰽ
Ѝ
Ⰻ

赤
上
絵
付
「
１
」

外
面
の
高
ྎ
付
近
に
㈏
ධ
有

ぢ
㎸
み
౑
用
⑞
有

⺬
ノ
目
พ
ᆺ
高
ྎ

内
外
面
染
付

赤
上
絵
付
「
３
」

⺬
ノ
目
พ
ᆺ
高
ྎ

高
ྎ
内
㖭
「
九
谷
ᗉ
三
」

「
九
谷
栄
山
」
（
ᗏ
部
付
近
側
面
）
か

㔙
－
Ẽ
Ἳ
有

赤
上
絵
付
「
４
」

ぢ
㎸
み
ᑑ

2
0
1
9
0
1
�
%
1
4

P
2
9

玉
泉
院
丸
北

表
土
・
表
土
（
ᯈ
石
ᗫ
Რ
）

Ⅰ
磁

ჾ
皿

1
3
.
4

5
.
8

3
.
7

口
⦕

7
.
5
/
1
2

ᗏ
部

1
2
/
1
2
ࣟ
ク
ࣟ

㏱
明

୙
ᆒ
一

灰
ⓑ

2
0
1
9
0
1
�
%
1
1

P
3
0

玉
泉
院
丸
北

表
土

Ⅰ
磁

ჾ
碗

9
.
1

3
.
1

5
.
7

ᗏ
部

1
2
/
1
2
ࣟ
ク
ࣟ

㏱
明

Ⰽ
絵

灰
ⓑ

◁
⢏
ᚤ

ሀ
⦓

2
0
1
9
0
1
�
%
1
3

P
3
1

玉
泉
院
丸
北

表
土

Ⅰ
磁

ჾ
有
ྎ
碗

1
0
.
3

3
.
8

5
.
5

口
⦕

9
/
1
2

ᗏ
部

1
0
/
1
2
ࣟ
ク
ࣟ

㏱
明

（
わ
ࡎ
か
に
青
み

が
か
ࡗ
た
）

Ⰽ
絵

灰
ⓑ
、
ሀ
⦓

2
0
1
9
0
1
�
%
1
0

9
8

P
3
2

玉
泉
院
丸
北

表
土
・
表
土
（
ᯈ
石
ᗫ
Რ
）

Ⅰ
磁

ჾ
皿

（
1
4
.
2
）

（
7
.
2
）

3
.
5

口
⦕

8
/
1
2

ᗏ
部

6
/
1
2

ࣟ
ク
ࣟ

ⓑ
Ⰽ

㈏
ධ
࠶
り

2
0
1
9
0
1
�
'
9
6

P
3
3

玉
泉
院
丸
北

表
土

Ⅰ
陶

ჾ
碗

―
4
.
5

（
2
.
9
）

ᗏ
部
᏶
形

灰
㔙

ὸ
㯤
ᶳ

2
0
1
9
0
1
�
'
9
5

P
3
4

玉
泉
院
丸
北

表
土
（
ᯈ
石
ᗫ
Რ
）
・
Ⅰ
層

Ⅰ
土

ჾ
ⅆ
㖊

―
―

（
1
0
.
1
）

⢒
◁
、
海

面
㦵
㔪
ྵ
ࡴ

に
ࡪ
い
㯤
ᶳ

ᅾ
地

⫧
前

瀬
戸
・

美
⃰

瀬
戸
・

美
⃰

瀬
戸
・

美
⃰

↝
成
Ⰻ

ナ
ࢹ
・
ࢣ
ࢬ
ࣜ
明
░

2
0
1
9
0
1
�
'
1
0
0

P
3
5

玉
泉
院
丸
北

表
土
（
ᯈ
石
ᗫ
Რ
）
・
Ⅰ
層
（
◁
利
層
）

Ⅰ
土

ჾ
ⅆ
㖊

―
―

（
8
.
1
）

タ
タ
ラ
作
り

⣽
◁
多

灰
㯤
〓

ᅾ
地

↝
成
Ⰻ

2
0
1
9
0
1
�
'
9
9

9
9

3
3
6

玉
泉
院
丸
北

表
土
（
ᯈ
石
ᗫ
Რ
）
・
㯤
ⓑ
Ⰽ
⢓
土
層
 
断
๭
り

Ⅱ
土

ჾ
ⅆ
㖊

―
（
1
9
.
2
）

（
8
.
6
）

ࣟ
ク
ࣟ

灰
㯤
ᶳ

ᅾ
地

↝
成
Ⰻ

2
0
1
9
0
1
�
'
1
0
2

3
3
7

Ⅰ
層
（
玉
石
）

Ⅰ
土

ჾ
ⅆ
㖊

―
―

（
8
.
7
）

タ
タ
ラ
作
り

⣽
◁
⢏
多

に
ࡪ
い
㯤

ᶳ
ᅾ
地

↝
成
Ⰻ

2
0
1
9
0
1
�
'
1
0
1

P
3
8

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
 
ࢧ
ࣈ
ࢺ
ࣞ
（
࢔
ࢮ
下
）

Ⅱ
㹠

Ⅱ
㹠

土
ჾ

土
ᖌ
ჾ
皿

（
1
2
.
2
）

―
（
2
.
4
）

口
⦕

3
/
1
2

手
づ
く
ࡡ

ᅾ
地

Ἔ
↮
⑞

2
0
1
9
0
1
�
'
9
8

P
3
9

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
 
ࢧ
ࣈ
ࢺ
ࣞ
（
࢔
ࢮ
下
）
・
Ⅱ

層
（
㯤
ᶳ
Ⰽ
⢓

土
⢏
ྵ
ࡴ
）
(
࢔
ࢮ
下

)
土
ჾ

土
ᖌ
ჾ
皿

（
1
5
.
4
）

―
（
2
.
7
）

口
⦕

3
/
1
2

手
づ
く
ࡡ

⣽
◁
⢏
多

、
黒
㞼
ẕ
⢏

多 に
ࡪ
い
㯤

ᶳ
ᅾ
地

2
0
1
9
0
1
�
'
9
7

図
版

番
号

調
査
区

遺
構
等

層
位

種
К

器
種

最
大
長
⅙

（
㎝
）

最
大
幅
⅙

（
㎝
）

最
大
厚
⅙

（
㎝
）

重
量

(g
)

特
記
事
項

Ｉ
Ｄ

9
9

'
0
1

玉
泉
院
丸
北

遺
構
№
１

陶
ჾ

࣎
タ
ン

1
.
1

1
.
1

0
.
3
5

0
.
5

Ⰽ
調
㸸
9
/
ⓑ

2
0
1
9
0
1
�
'
1
0
9

'
0
2

玉
泉
院
丸
北

Ⅰ
層
（
◁
利
層
）

Ⅰ
陶

ჾ
࣎
タ
ン

1
.
1

1
.
1

0
.
6

0
.
4

Ⰽ
調
㸸
9
/
ⓑ

2
0
1
9
0
1
�
'
1
0
8

'
0
3

玉
泉
院
丸
北

表
土
（
ᯈ
石
ᗫ
Რ
）

Ⅰ
ビ
ー
ࢬ

0
.
6

0
.
6
2

0
.
6
2

0
.
3

Ⰽ
調
㸸
9
/
ⓑ

2
0
1
9
0
1
�
'
1
0
7

3
2
6

玉
泉
院
丸
南
東

表
土
（
南
側
）
～
近
代
┒
土

Ⅰ
土
ே
形

高
4
.
9

ᖜ
3
.
0

ཌ
2
.
0

7
.
5
<
5
7
/
4
に

ࡪ
い
ᶳ

ᅾ
地

中
実
ᆺ
合
ࡏ

2
0
1
8
0
1
�
'
1
0
3

（
）
ࡣ
遺
存
್

「
」
ࡣ
᚟
元
್

瀬
戸
・

美
⃰

再
興

九
谷

再
興

九
谷
"

࢟
ラ
ࢥ
㞼
ẕ
、
ᗏ
面
に
穴
有
、
重
量
2
0
g
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第
9
表

　
出
土
遺
物
観
ᐹ
表
　
瓦
１

図
版

番
号

調
査
区

遺
構
等

層
位

器
種

表
面

処
理

釉
色

焼
成

色
調

瓦
当

文
様

寸
法

（㎝
）

珠
文

径
他

胎
土

内
面
調
整

線
刻

・
刻
印

特
記
事
項

Ｉ
Ｄ

a
ｂ

ｃ
ｄ

e
f

g
h

i
j

1
0
4

T
0
1

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
ධ
㝮
部
 
断
๭
り
 
(
Ⅱ
層

)
Ⅱ

c
軒
丸
瓦

⇺
ᬯ
灰

ᕮ
Ⅱ

（
1
2
.
6
）
（
1
0
.
7
）

（
9
.
8
）

（
2
.
0
）

⌔
文
㸸

1
4
ಶ

⌔
文

ᚄ 0
.
8
5

灰
ⓑ

/
シ
マ
↓

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
ᑡ
、

⣽
◁
－
ᑡ

2
0
1
7
0
1
�
'
0
4

T
0
2

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
ධ
㝮
部
 
断
๭
り
 
(
Ⅱ
層

)
Ⅱ

c
丸
瓦

⇺
灰

（
2
5
.
6
）

（
9
.
5
）

3
.
5

（
6
.
2
）

7
.
3

2
.
0

4
.
8

灰
ⓑ

/
シ
マ
↓

♟
－
並
、

⢒
◁
－
ᑡ
、

⣽
◁
－
並

ࢥ
ビ
࢟
㹀

2
0
1
7
0
1
�
'
0
6

T
0
3

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
ධ
㝮
部
 
断
๭
り
 
(
Ⅱ
層

)
Ⅱ

c
軒
平
瓦

⇺
灰

三
ⴥ

文
Ⅲ

（
1
2
.
6
）

（
9
.
9
）

4
.
0

―
（
8
.
3
）

2
.
9

4
.
5

2
.
0

1
.
8

―
灰
ⓑ

/
シ
マ
↓

♟
－
ᚤ
、

⢒
◁
－
多
、

⣽
◁
－
ᑡ

ӻ
2
0
1
7
0
1
�
'
0
2

T
0
4

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
ධ
㝮
部
 
断
๭
り
 
(
Ⅱ
層

)
Ⅱ

c
軒
平
瓦

⇺
灰

三
ⴥ

文
Ⅳ

―
（
9
.
3
）

―
（
4
.
6
）

―
（
1
.
8
）

（
2
.
6
）

―
2
.
1

―
ὸ
㯤
ᶳ

/
シ
マ
↓

♟
－
わ
ࡎ

か
、
⢒
◁

－
ᑡ
、
⣽

◁
－
ᑡ
、

〓
Ⰽ
⢏
有

2
0
1
7
0
1
�
'
0
3

T
0
5

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
ධ
㝮
部
 
断
๭
り
 
(
Ⅱ
層

)
Ⅱ

c
軒
平
瓦

⇺
灰

三
ⴥ

文
Ⅴ

（
1
8
.
5
）
（
1
7
.
3
）

5
.
1

―
（
1
2
.
4
）

2
.
1

3
.
6

1
.
8

1
.
9

2
.
2

灰
ⓑ

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
ᑡ
、

⣽
◁
－
ᑡ
、

海
⥥
㦵
㔪

－
ᑡ

2
0
1
7
0
1
�
'
0
5

7
0
6

Ⅱ
c

平
瓦

⇺
灰

（
2
4
.
9
）
（
1
3
.
9
）
（
1
2
.
2
）

3
.
1

2
.
3

灰
ⓑ

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
並
、

⣽
◁
－
ᑡ

2
0
1
7
0
1
�
'
0
7

7
0
7

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
ධ
㝮
部
 
断
๭
り
 
(
Ⅱ
層

)
Ⅱ

c
道
具
瓦

⇺
ᬯ
灰

（
1
1
.
0
）

（
8
.
2
）

1
.
9

灰
ⓑ

/
シ
マ
わ

ࡎ
か
に

有

♟
－
並
、

⣽
◁
－
並
、

〓
Ⰽ
（
赤

Ⰽ
㸽
）
⢏

有

2
0
1
7
0
1
�
'
1
1

T
0
8

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
ධ
㝮
部
 
断
๭
り
 
(
Ⅱ
層

)
Ⅱ

c
㨣
瓦

⇺
ᬯ
灰

（
1
8
.
3
）
（
1
5
.
2
）

5
.
7

9
.
4

灰
/
シ

マ
↓

♟
－
並
、

⢒
◁
－
多
、

⣽
◁
－
多

2
0
1
7
0
1
�
'
0
1

1
0
5

T
0
9

数
寄
屋
屋
敷
北

法
面
　
水
路
埋
土
 
(
Ⅱ

�
3
2
、
3
3
層

)
Ⅱ

b
丸
瓦

⇺
ᬯ
灰

（
2
7
.
5
）
（
1
1
.
7
）

（
1
.
3
）

（
2
.
3
）

（
8
.
8
）

1
.
9
5

灰
ⓑ

/
シ
マ
↓

⢒
◁
－
多

2
0
1
7
0
1
�
'
0
8

T
1
0

数
寄
屋
屋
敷
北

法
面
　
↝
土
層
 
(
Ⅰ

�
2
6
層

)
Ⅰ
㹠

軒
丸
瓦

㔙
⸆

黒
梅
㖊
Ⅲ

（
7
.
0
）

（
4
.
7
）

（
3
.
3
）

2
.
9

に
ࡪ
い

赤
〓
Ⰽ

/
シ
マ
↓

⢒
◁
－
並
、

ⓑ
い
⢏
ᑡ

し
有

2
0
1
7
0
1
�
'
1
3

T
1
1

数
寄
屋
屋
敷
北

法
面
　
↝
土
層
 
(
Ⅰ

�
2
6
層

)
Ⅰ
㹠

丸
瓦

㔙
⸆

黒
〓
Ⰽ

（
1
7
.
5
）
（
1
4
.
3
）

3
.
4

6
.
8

（
1
1
.
3
5
）

1
.
9

4
.
1
5

に
ࡪ
い

ᶳ
Ⰽ

/
シ
マ
↓

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
多
、

ⓑ
い
⢏
－

並

2
0
1
7
0
1
�
'
2
1

T
1
2

数
寄
屋
屋
敷
北

法
面
　
東
西
断
面
 
↝
土
層
 
(
Ⅰ

�
2
6
層

)
Ⅰ
㹠

丸
瓦

㔙
⸆

黒
〓
Ⰽ

2
4
.
2

1
5
.
7

3
.
7

1
2
.
8

6
.
9

1
.
9

3
.
8

ᶳ
Ⰽ

/
シ
マ
等

↓

♟
－
わ
ࡎ

か
、
⢒
◁

－
多
、
⣽

◁
－
多

़
2
0
1
7
0
1
�
'
1
8

（
）
ࡣ
遺
存
್

「
」
ࡣ
᚟
元
್

外
面
㸸
࣊
ラ
≧
工
具
に

よ
る
ナ
ࢹ

内
面
㸸
ウ
チ
タ
タ
࢟
、
Წ

≧
ᅽ
⑞
、
ࢥ
ビ
࢟
㹀
、
指

㢌
ᅽ
⑞
有

内
面
㸸
Წ
≧
ᅽ
⑞

㔙
㸸
Ⅰ
（
a
～

c
）

ࢥ
ビ
࢟
㹀
後
࠺
ࡕ
た
た

き周
⦕
部
Ḟ
け
て
い
る
よ

࠺
に
ぢ
え
る
が
㔙
が
か

か
る

㔙
が
し
み
㎸
ん
ࡔ
よ
࠺

に
࡞
ࡗ
て
い
る
ࠋ
元
々
ட

⿣
が
࠶
ࡗ
た
の
か
㸽

࣊
ラ
≧
工
具
⑞
࠶
り

光
沢
有

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
ධ
㝮
部
 
断
๭
り
 
東
側
河
原
石
積
の
⿬
㎸

め
層
 
(
Ⅱ
c
�
2
層
)
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第
1
0
表

　
出
土
遺
物
観
ᐹ
表

瓦
２

図
版

番
号

調
査
区

遺
構
等

層
位

器
種

表
面

処
理

釉
色

焼
成

色
調

瓦
当

文
様

寸
法

（㎝
）

珠
文

径
他

胎
土

内
面
調
整

線
刻

・
刻
印

Ｉ
Ｄ

a
ｂ

ｃ
ｄ

e
f

g
h

i
j

T
1
3

数
寄
屋
屋
敷
北

法
面
　
↝
土
層
 
(
Ⅰ

�
2
6
層

)
Ⅰ
㹠

丸
瓦

㔙
⸆

黒
〓
Ⰽ

（
2
3
.
9
）

1
5
.
3

2
.
9

1
2
.
0

6
.
7

1
.
9

3
.
7
5

赤
〓
Ⰽ

/
シ
マ
有

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
並
、

ⓑ
Ⰽ
の
⢏

有

2
0
1
7
0
1
�
'
1
2

1
0
5

T
1
4

数
寄
屋
屋
敷
北

法
面
　
↝
土
層
 
(
Ⅰ

�
2
6
層

)
Ⅰ
㹠

軒
平
瓦

㔙
⸆

ᬯ
赤

灰
Ⰽ

梅
㖊
Ⅲ

（
1
6
.
2
）
（
1
3
.
7
）

―
―

（
9
.
8
）

（
2
.
7
5
）

（
4
.
2
）

2
.
4
5

1
.
4
5

―
ᶳ
Ⰽ

/
シ
マ
↓

ᆒ
一

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
並

2
0
1
7
0
1
�
'
1
5

T
1
5

数
寄
屋
屋
敷
北

法
面
　
↝
土
層
 
(
Ⅰ

�
2
6
層

)
Ⅰ
㹠

⭜
瓦

⇺
灰
ⓑ

（
1
4
.
2
）
（
2
2
.
7
）

2
.
2

灰
ⓑ

/
シ
マ
有

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
並

2
0
1
7
0
1
�
'
0
9

7
1
6

数
寄
屋
屋
敷
北

法
面
　
↝
土
層
 
(
Ⅰ

�
2
6
層

)
Ⅰ
㹠

軒
ᱞ
瓦

㔙
⸆

黒
〓
Ⰽ

梅
㖊

Ⅲ
o
r

Ⅳ
（
1
8
.
6
）

（
9
.
1
）

―
1
0
.
9

（
3
.
8
）

3
.
5

5
.
2

3
.
5

1
.
9
5

―
ᶳ
Ⰽ

/
シ
マ
↓

♟
－
ᚤ
、

⢒
◁
－
並

2
0
1
7
0
1
�
'
1
6

7
1
7

数
寄
屋
屋
敷
北

法
面
　
↝
土
層
 
(
Ⅰ

�
2
6
層

)
Ⅰ
㹠

⭜
瓦

⇺
に
ࡪ

い
ᶳ

（
1
6
.
1
）
（
2
6
.
3
）

2
.
0

ᶳ
/
シ

マ
有

♟
－
並
、

⢒
◁
－
並
、

ΰ
ධ
物
大

（
1
.
7
੉
）

2
0
1
7
0
1
�
'
1
0

1
0
6

T
1
8

数
寄
屋
屋
敷
北

法
面
　
↝
土
層
（
Ⅰ

�
2
6
層
）

Ⅰ
㹠

棟
瓦

㔙
⸆

黒
〓
Ⰽ

（
1
7
.
8
）

1
9
.
5
5

1
.
9
5

ᶳ
Ⰽ

/
シ
マ
↓

ᆒ
一

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
並
、

ⓑ
い
⢏
－

並

2
0
1
7
0
1
�
'
1
4

T
1
9

数
寄
屋
屋
敷
北

法
面
　
↝
土
層
下
 
(
Ⅰ

�
2
7
層

)
・
↝
土
層
 
(
Ⅰ

�
2
6
層

)
・
↝
土
層
下
 
(
Ⅰ
層

)
Ⅰ
㹠

棟
瓦

㔙
⸆

ᬯ
赤

灰
Ⰽ

2
6
.
1

2
3
.
7

3
.
7
/

1
.
9
5

ᶳ
Ⰽ

/
ࢧ
ン
ࢻ

࢖
ッ
チ

≧

♟
－
ᚤ
、

⢒
◁
－
ᑡ

㔙
か
か
り
Ⅳ
か

2
0
1
7
0
1
�
'
1
7

1
0
7

T
2
0

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
◁
層
 
(
Ⅰ
層

)
・
法
面
　
東
西
断
面
 
(
Ⅰ

�
1
7
層

)
・
東
西
断
面
 
↝
土
層
 
(
Ⅰ

�
2
6
層

)
・

↝
土
層
 
(
Ⅰ

�
2
6
層

)

Ⅰ
㹠

棟
瓦

㔙
⸆

ᬯ
赤

〓
Ⰽ

2
5
.
4

1
9
.
1

1
.
8

明
赤
〓

Ⰽ

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
並
、

⣽
◁
－
多

指
⑞
有
か
㸽

2
0
1
7
0
1
�
'
2
0

T
2
1

数
寄
屋
屋
敷
北

法
面
　
◁
層
 
(
Ⅰ
層

)
Ⅰ
㹠

軒
丸
瓦

㔙
⸆

ᬯ
赤

〓
Ⰽ

梅
㖊
Ⅲ

1
5
.
8

1
0
.
7

―
2
.
5

ᶳ
♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
並
、

⣽
◁
－
並

外
面
㸸
㔙
の
ࣄ
ビ
多
い

2
0
1
7
0
1
�
'
2
5

T
2
2

Ⅰ
㹠

軒
丸
瓦

㔙
⸆

黒
梅
㖊

（
1
5
.
7
）
（
1
1
.
3
）

―
（
2
.
6
）

㯤
灰

♟
－
多

2
0
1
7
0
1
�
'
1
9

T
2
3

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
水
路
断
๭
り
（
6
層
）

Ⅰ
㹠

丸
瓦

㔙
⸆

黒
灰

1
4
.
2

3
.
6

（
1
2
.
4
）

7
.
1

1
.
8

3
.
8

ᶳ
♟
－
多

⣦
2
0
1
7
0
1
�
'
2
3

T
2
4

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
表
土
 
(
Ⅰ
層

)
Ⅰ

a
軒

ᱞ
瓦

㔙
⸆

࢜
ࣜ

ー
ࣈ
黒

（
1
2
.
2
）
（
1
3
.
9
）

―
（
1
.
7
）

（
1
2
.
5
）

3
.
0

（
4
.
6
）

2
.
4

1
.
7

―

ᶳ
～
明

赤
〓

/
ࡸ
ࡸ
マ

ー
ࣈ
ࣝ

♟
－
多

2
0
1
7
0
1
�
'
2
4

（
）
ࡣ
遺
存
್

「
」
ࡣ
᚟
元
್

⭜
瓦
く
ࡰ
み
部
分
㸸
⦪
�
横
�
῝
੉

瓦
ᙜ
－
菊
、
⛸
ࡣ
ࡗ
き

り
、
８
ᯛ
の
ⰼ
ᘚ

第
１
၈
草
－
ᯞ
分
か
ࢀ

（
上
下
）

第
２
၈
草
－
ᯞ
分
か
ࢀ

ま
か
࡞
い

全
長
㸸
（
1
1
.
1
）
ᖜ
㸸

（
1
6
.
2
）

全
面
᪋
㔙

光
沢
有

全
面

㏱
明
ឤ
有

光
沢
有

1
.
7
5
7
਻

外
面
㸸
全
面
、
内
面
㸸
瓦

ᙜ
付
近
Ѝ
黒
灰
Ⰽ
、
光
沢

有⿬
面
㸸
࣊
ラ
≧
工
具
の

ナ
ࢹ
、
⦪
方
ྥ

᪋
㔙
㸸
ࣄ
ビ
๭
ࢀ
多
い

光
沢
有

⦪
長
พ
（
ὸ
、
皿
≧
）

く
ࡰ
み
部
分
㸸

1
.
7
�
1
.
0
�
0
.
6
੉

෇
形
พ
㸿
か

側
辺
の
ナ
ࢹ
て
い
ࡡ
い

く
ࡰ
み
部
分
㸸
（
2
.
0
）
�

1
.
2
�
0
.
9
੉

㔙
㸸
Ⅲ

光
沢
有

内
㸸
さ
し
⦭
⑞
、
Წ
≧
ᅽ

⑞ 㔙
㸸
Ⅰ
a
～

c
の
い
づ
ࢀ

か

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
表
土
 
(
Ⅰ
層

)
・
◁
層
 
(
Ⅰ
層

)
・
水
路
断

๭
り
（
6
層
）

2
8
.
1

（
付
╔

物
ྵ

ࡴ
）

2
7
.
9

（
本
体
）

菊
（
分

類
に

ヱ
ᙜ

↓
）
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第
1
1
表

　
出
土
遺
物
観
ᐹ
表

瓦
３

図
版

番
号

調
査
区

遺
構
等

層
位

器
種

表
面

処
理

釉
色

焼
成

色
調

瓦
当

文
様

寸
法

（㎝
）

珠
文

径
他

胎
土

内
面
調
整

線
刻

・
刻
印

特
記
事
項

Ｉ
Ｄ

a
ｂ

ｃ
ｄ

e
f

g
h

i
j

T
2
5

数
寄
屋
屋
敷
北

法
面
　
↝
土
層
下
 
(
Ⅰ
�
2
7
層

)
Ⅰ
㹠

棟
瓦

㔙
⸆

に
ࡪ

い
赤
〓

（
1
4
.
0
）

1
9
.
3

2
.
1

ᶳ
♟
－
並
、

⢒
◁
－
並
、

⣽
◁
－
並

2
0
1
7
0
1
�
'
2
2

7
2
6

1
0
8

1
0
9

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
ධ
㝮
部
 
断
๭
り
 
(
Ⅱ
層

)
Ⅱ

c
⇺

灰
ὸ
㯤
ᶳ

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
ᑡ
、

⣽
◁
－
並

有
Კ
Ꮠ
　
千
手
観
㡢
⳶
⸃

か
2
0
1
7
0
1
�
ᣅ

3
1

7
2
7

玉
泉
院
丸
南
東

㯤
〓
Ⰽ
土
┒
土
層

Ⅰ
軒
丸
瓦

⇺
灰
㯤
〓

ᕮ
Ⅱ

�
1
㹠

（
ᕥ
）

1
4
.
9

1
0
.
6

7
.
0

2
.
2

⌔
文
㸸

1
4
ಶ

⌔
文

ᚄ
0
.
9

ᕮ
㢌

ᚄ
2
.
0

灰
ⓑ

/
シ
マ
↓

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
ᑡ

ᕮ
中
心
に
⌔
文

周
⦕
に
ἢ
ࡗ
て
ナ
ࢹ

2
0
1
8
0
1
�
'
2
6

T
2
8

玉
泉
院
丸
南
東

㯤
〓
Ⰽ
土
┒
土
層

Ⅰ
丸
瓦

㔙
⸆

ᬯ
赤
灰

（
1
1
.
3
）

（
9
.
0
）

3
.
0

（
8
.
4
）

7
.
0

1
.
9

4
.
6

に
ࡪ
い

〓
/
シ

マ
↓

♟
－
並
、

⢒
◁
－
多

内
㸸
Წ
≧
ᅽ
⑞

2
0
1
8
0
1
�
'
3
4

T
2
9

玉
泉
院
丸
南
東

㯤
〓
Ⰽ
土
┒
土
層

Ⅰ
軒
平
瓦

⇺
㯤
灰

三
ⴥ
文
Ⅲ
㸽

（
1
6
.
5
）
（
1
6
.
6
）

―
―

（
9
.
5
）

2
.
7

4
.
4

2
.
2

（
1
.
4
）

（
1
.
4
）

灰
/
シ

マ
↓

⢒
◁
－
並

2
0
1
8
0
1
�
'
2
9

T
3
0

玉
泉
院
丸
南
東

㯤
〓
Ⰽ
土
┒
土
層

Ⅰ
平
瓦

⇺
ᬯ
灰

（
1
4
.
0
）
（
1
5
.
6
）

―
1
.
1

1
.
4

灰
/
シ

マ
↓

⢒
◁
－
わ

ࡎ
か

2
0
1
8
0
1
�
'
2
7

T
3
1

玉
泉
院
丸
南
東

㯤
〓
Ⰽ
土
┒
土
層

Ⅰ
平
瓦

⇺
ᬯ
灰

（
1
3
.
5
）
（
1
2
.
0
）

―
（
1
.
5
）

1
.
2

灰
/
シ

マ
↓

⢒
◁
－
わ

ࡎ
か

2
0
1
8
0
1
�
'
2
8

T
3
2

玉
泉
院
丸
南
東

㯤
〓
Ⰽ
土
┒
土
層

Ⅰ
平
瓦

⇺
㯤
灰

（
1
6
.
0
）

（
9
.
4
）

―
1
.
2

1
.
8

灰
/
シ

マ
有

⢒
◁
－
ᑡ
、

⣽
◁
－
並

2
0
1
8
0
1
�
'
3
2

T
3
3

玉
泉
院
丸
南
東

㯤
〓
Ⰽ
土
┒
土
層

Ⅰ
軒
ᱞ
瓦

⇺
灰

ᕮ
Ⅱ
�
1

小
ᕮ

か
㸽

（
9
.
8
）

（
8
.
5
）

（
5
.
0
）

1
.
8

⌔
文
㸸

1
2
ಶ

⌔
文

ᚄ
0
.
7

灰
ⓑ

/
シ
マ
↓

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
ᑡ

2
0
1
8
0
1
�
'
3
3

T
3
4

玉
泉
院
丸
南
東

表
土
（
北
ᣑ
張
）

Ⅰ
軒
丸
瓦

⇺
灰

ᕮ
Ⅱ

�
1
㹠

（
ᕥ
）
（
1
6
.
2
）
（
1
2
.
2
）

1
3
.
6

1
.
9

⌔
文
㸸

1
2
ಶ

⌔
文

ᚄ
0
.
8

ᕮ
㢌

部
ᖜ

2
.
3

灰
ⓑ

/
シ
マ
↓

⢒
◁
－
ᑡ

2
0
1
8
0
1
�
'
3
0

T
3
5

玉
泉
院
丸
南
東

表
土

Ⅰ
⭜
瓦

⇺
ᬯ
灰

（
9
.
7
）

（
1
1
.
3
）

2
.
3

灰
ⓑ

/
シ
マ
↓

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
並

く
ࡰ
み
部
分
㸸
1
.
6
�

1
.
5
�

1
.
0
੉

2
0
1
8
0
1
�
'
3
1

7
3
6

玉
泉
院
丸
南
東

表
土

Ⅰ
⇐
ᩯ
瓦

㔙
⸆

灰
㯤

（
1
2
.
5
）
（
1
1
.
8
）

2
.
0

に
ࡪ
い

赤
〓

/
シ
マ
↓

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
並

2
0
1
8
0
1
�
'
3
5

7
3
7

玉
泉
院
丸
南
東

表
土
（
段
掘
り
部
分
）

Ⅰ
平
瓦

⇺
有

2
0
1
8
0
1
�
ᣅ

2
4

T
3
8

玉
泉
院
丸
南
東

表
土
（
北
側
）

Ⅰ
平
瓦

⇺
有

2
0
1
8
0
1
�
ᣅ

2
5

T
3
9

玉
泉
院
丸
南
東

表
土
（
北
ᣑ
張
）

Ⅰ
平
瓦

⇺
有

2
0
1
8
0
1
�
ᣅ

2
6

T
4
0

玉
泉
院
丸
南
東

表
土

Ⅰ
平
瓦

⇺
有

2
0
1
8
0
1
�
ᣅ

2
7

（
）
ࡣ
遺
存
್

「
」
ࡣ
᚟
元
್

⭜
瓦
く
ࡰ
み
部
分
㸸
⦪
�
横
�
῝
੉
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第
1
2
表

　
出
土
遺
物
観
ᐹ
表

瓦
４

図
版

番
号

調
査
区

遺
構
等

層
位

器
種

表
面

処
理

釉
色

焼
成

色
調

瓦
当

文
様

寸
法

（㎝
）

珠
文

径
他

胎
土

内
面
調
整

線
刻

・
刻
印

特
記
事
項

Ｉ
Ｄ

a
ｂ

ｃ
ｄ

e
f

g
h

i
j

T
4
1

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
（
࢔
ࢮ
）

Ⅱ
a

⭜
瓦

⇺
黒
〓

（
8
.
6
）

（
1
4
.
5
）

2
.
2

灰
㯤
〓

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
多
、

⣽
◁
－
ᑡ
、

石
ⱥ
㸽
－

並

2
0
1
9
0
1
�
'
6
6

T
4
2

1
0
9

1
1
0

1
1
1

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
（
࢔
ࢮ
上
）

Ⅱ
㹠

⇺
灰

に
ࡪ
い

㯤
ᶳ

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
ᑡ
、

⣽
◁
－
多

2
0
1
9
0
1
�
'
5
6

T
4
3

玉
泉
院
丸
北

Ⅰ
層
（
玉
石
）
・
㯤
ⓑ
Ⰽ
⢓
土
層

Ⅱ
a

⭜
瓦

⇺
灰
～

灰
ⓑ
Ⰽ

3
0
.
2

2
9
.
9

2
.
8
5

灰
ⓑ
Ⰽ

/
シ
マ
有
　

ࢧ
ン
ࢻ

࢖
ッ
チ

≧

⢒
◁
－
ᚤ

2
0
1
9
0
1
�
'
5
7

T
4
4

玉
泉
院
丸
北

㯤
ⓑ
Ⰽ
⢓
土
層

Ⅱ
a

⭜
瓦

⇺
ᬯ
灰

2
9
.
8

1
1
.
8

2
.
2

灰
ⓑ

/
シ
マ
有
　

マ
ー
ࣈ

ࣝ
≧

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
ᑡ
、

⣽
◁
－
並

2
0
1
9
0
1
�
'
5
8

T
4
5

玉
泉
院
丸
北

㯤
ⓑ
Ⰽ
⢓
土
層

Ⅱ
a

⭜
瓦

⇺
ᬯ
灰

2
9
.
7

8
.
0

2
.
2

灰
ⓑ

/
シ
マ
有

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
並

2
0
1
9
0
1
�
'
6
0

7
4
6

玉
泉
院
丸
北

㯤
ⓑ
Ⰽ
⢓
土
層

Ⅱ
a

⭜
瓦

⇺
灰

2
9
.
4

1
2
.
5

2
.
3

灰
ⓑ

/
シ
マ
有

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
ᑡ

2
0
1
9
0
1
�
'
5
9

7
4
7

玉
泉
院
丸
北

㯤
ⓑ
Ⰽ
⢓
土
層

Ⅱ
a

⭜
瓦

⇺
灰
ⓑ

～
灰

3
0
.
1

1
3
.
2

2
.
0

灰
ⓑ

/
シ
マ
有

１
੉
大
の

♟
わ
ࡎ
か

に
ྵ
ࡴ
、

⣽
◁
多
い

2
0
1
9
0
1
�
'
6
1

T
4
8

玉
泉
院
丸
北

㯤
ⓑ
Ⰽ
⢓
土
層

Ⅱ
a

⭜
瓦

⇺
灰
ⓑ

～
灰

2
8
.
9

2
9
.
4

2
.
1

灰
ⓑ

/
シ
マ
ᑡ

し
有

♟
－
ᑡ
、

⣽
◁
－
多

2
0
1
9
0
1
�
'
6
2

T
4
9

玉
泉
院
丸
北

Ⅰ
層
・
㯤
ⓑ
Ⰽ
⢓
土
層
（
上
面
）
・
㯤
ⓑ
Ⰽ
⢓
土
層

Ⅱ
a

⭜
瓦

⇺
灰

2
9
.
6

2
4
.
8

2
.
5

灰
ⓑ

/
シ
マ
有

１
੉
大
の

♟
ྵ
ࡴ
、

⣽
◁
多
い

2
0
1
9
0
1
�
'
6
3

෇
形
พ
㸿

く
ࡰ
み
部
分
㸸
（
1
.
3
）
�

1
.
1
�
0
.
9
੉
、

2
.
1
�
1
.
2
�
1
.
2
、
2
.
4
�

（
1
.
4
）
�
（
1
.
0
）

↝
成
後
（
౑
用
᫬
）
に
๐

ࡗ
て
ࢧ
࢖
ࢬ
を
調
整
し

て
い
る

෇
形
พ
㸿

（
῝
い
）
㞧

く
ࡰ
み
部
分
㸸

2
.
3
�
1
.
2
�
1
.
1
੉
、

2
.
4
�
1
.
2
�
1
.
0

1
.
5
2
2
਻

ࢥ
ー
ナ
部
に
౑
用
か

෇
形
พ
㸿

く
ࡰ
み
部
分
㸸
（
1
.
1
）
�

（
0
.
9
）
�
（
0
.
9
）
੉

༙
分
に
๭
ࡗ
て
౑
用

๭
面
の
方
に
⁽
႞

෇
形
พ
㸿

く
ࡰ
み
部
分
㸸

2
.
3
�
1
.
1
�
0
.
9
੉

1
.
0
8
0
਻

෇
形
พ
㸿
（
ᗏ
面
⢒
い
ま

ま
）

く
ࡰ
み
部
分
㸸

2
.
4
�
1
.
3
�
1
.
3
੉

図
の
上
下
ࡔ
け
㏥
Ⰽ
（
ࡇ

ࡕ
ࡽ
が
出
て
い
た
か
㸽
）

通
常
の
⁽
႞
⑞
と
㏫
㌿

し
て
い
る

0
.
7
4
6
਻

෇
形
พ
㸿

く
ࡰ
み
部
分
㸸
（
2
.
1
）
�

1
.
3
�
1
.
1
੉

1
.
1
0
5
਻

⿬
面
に
工
具
⑞
有

く
ࡰ
み
部
分
㸸
$（
1
.
0
）

�
（
1
.
9
）
�
（
1
.
1
）
੉
、
%

（
1
.
2
）
�
2
.
3
�
1
.
0
、
&

（
1
.
4
）
�
（
2
.
1
）
�

（
0
.
8
）
、
'（
1
.
0
）
�

（
1
.
5
5
）
�
1
.
3

ⓑ
く
㏥
Ⰽ
部
分
有
㸸
（
表

面
も
ᑡ
し
࠶
ࢀ
て
い
る
）

㏥
Ⰽ
し
て
い
࡞
い
所
（
⁽

႞
の
࠶
ࡗ
た
部
分
）
と
ࡣ

ᑡ
し
㐪
࠺
≧
態

く
ࡰ
み
部
分
㸸

2
.
3
�
1
.
5
�
1
.
0
੉

（
）
ࡣ
遺
存
್

「
」
ࡣ
᚟
元
್

⭜
瓦
く
ࡰ
み
部
分
㸸
⦪
�
横
�
῝
੉

၈
草
文
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第
1
3
表

　
出
土
遺
物
観
ᐹ
表

瓦
５

図
版

番
号

調
査
区

遺
構
等

層
位

器
種

表
面

処
理

釉
色

焼
成

色
調

瓦
当

文
様

寸
法

（㎝
）

珠
文

径
他

胎
土

内
面
調
整

線
刻

・
刻
印

特
記
事
項

Ｉ
Ｄ

a
ｂ

ｃ
ｄ

e
f

g
h

i
j

T
5
0

玉
泉
院
丸
北

㯤
ⓑ
Ⰽ
⢓
土
層
（
上
面
）

Ⅱ
a

⭜
瓦

⇺
灰

（
1
5
.
4
）

（
9
.
5
）

（
7
.
4
）

灰
/
シ

マ
↓

♟
－
ᑡ
、

⣽
◁
－
多

⭜
瓦
ࢥ
ー
ナ
部
分

2
0
1
9
0
1
�
'
6
4

T
5
1

1
1
1

1
1
2

1
1
3

1
1
4

玉
泉
院
丸
北

㯤
ⓑ
Ⰽ
⢓
土
層
（
上
面
）

Ⅱ
a

⭜
瓦

⇺
灰

（
1
3
.
8
）
（
1
7
.
5
）

2
.
3
/
2
.
2

灰
ⓑ
～

灰
/
シ

マ
ᑡ
し

有

♟
－
ᑡ
、

⣽
◁
－
多

2
0
1
9
0
1
�
'
6
5

T
5
2

玉
泉
院
丸
北

㯤
ⓑ
Ⰽ
⢓
土
層

Ⅱ
a

⭜
瓦

⇺
黒
、
灰

2
9
.
6

1
3
.
5

2
.
2

灰
ⓑ

/
シ
マ
有
、

ᩳ
め

♟
－
並
、

⢒
◁
－
多
、

⣽
◁
－
多

2
0
1
9
0
1
�
'
6
7

T
5
3

玉
泉
院
丸
北

㯤
ⓑ
Ⰽ
⢓
土
層

Ⅱ
a

⭜
瓦

⇺
灰

2
9
.
9

（
1
9
.
8
）

2
.
2

灰
ⓑ

/
シ
マ
有

♟
－
ᑡ
（
♟

大
有
）
、
⢒

◁
－
並

2
0
1
9
0
1
�
'
6
8

T
5
4

玉
泉
院
丸
北

Ⅰ
層
・
㯤
ⓑ
Ⰽ
⢓
土
層

Ⅱ
a

⭜
瓦

⇺
灰

2
9
.
9

2
9
.
6

2
.
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Რ
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Რ
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－
ᚤ
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9

1
.
9

に
ࡪ
い

㯤
ᶳ

♟
－
、
⢒

◁
－
ᑡ
、

⣽
◁
－
ᑡ

有
（
末
広
）

2
0
1
9
0
1
�
'
5
4

T
8
5

玉
泉
院
丸
北

表
土

Ⅰ
⇐

ᩯ
瓦

㔙
⸆

黒
〓
Ⰽ

2
3
.
6

1
2
.
7

2
.
0
5

ᶳ
Ⰽ

/
シ
マ
↓
　

ᆒ
一

♟
－
多
、

⢒
◁
－
多

2
0
1
9
0
1
�
'
4
5

7
8
6

玉
泉
院
丸
北

表
土

Ⅰ
⇐

ᩯ
瓦

㔙
⸆

ᬯ
赤

灰
Ⰽ

（
2
2
.
2
）

1
2
.
2

1
.
8
5

ᶳ
Ⰽ

/
シ
マ
↓
　

ᆒ
一

♟
－
多
、

⢒
◁
－
多

2
0
1
9
0
1
�
'
4
9

7
8
7

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
（
࢔
ࢮ
上
）

Ⅱ
㹠

道
具
瓦

⇺
㯤
灰

ὸ
㯤

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
ᑡ
、

⣽
◁
－
並

有
2
0
1
9
0
1
�
ᣅ

5
8

T
8
8

玉
泉
院
丸
北

Ⅰ
層

Ⅰ
軒

平
瓦

⇺
「
上
」

2
0
1
9
0
1
�
ᣅ

5
6

T
8
9

玉
泉
院
丸
北

Ⅰ
層

Ⅰ
軒

丸
瓦

⇺
有

2
0
1
9
0
1
�
ᣅ

5
7

T
9
0

玉
泉
院
丸
北

表
土

Ⅰ
軒

丸
瓦

⇺
有

2
0
1
9
0
1
�
ᣅ

5
4

T
9
1

玉
泉
院
丸
北

表
土

Ⅰ
軒

平
瓦

⇺
黒
〓

〓
灰

♟
－
ᑡ
、

⢒
◁
－
ᑡ
、

⣽
◁
－
並
、

石
ⱥ
㸽
ᚤ

有
2
0
1
9
0
1
�
ᣅ

5
2

T
9
2

玉
泉
院
丸
北

表
土

Ⅰ
軒

平
瓦

⇺
有

2
0
1
9
0
1
�
ᣅ

5
5

෇
形
พ
㸿

く
ࡰ
み
部
分
㸸

2
.
1
�
1
.
1
�
0
.
8
੉
、

（
1
.
8
）
�
1
.
0
�
（
0
.
5
）
、

（
1
.
0
）
�
（
1
.
0
）
�

（
0
.
6
）
、
2
.
0
�
1
.
0
�
0
.
6

෇
形
พ
㸿

く
ࡰ
み
部
分
㸸
（
0
.
8
）
�

（
0
.
9
）
�
（
0
.
2
）
੉
、

（
2
.
0
）
�
1
.
0
�
0
.
7
、

2
.
1
�
（
1
.
1
）
�
0
.
6
、

2
.
2
�
1
.
0
�
0
.
7

⁽
႞
部
分
と
の
ቃ
に
同

方
ྥ
の
⥺
≧
の
⑞
が
つ

く
も
の
が
一
定
量
み
ࡽ

ࢀ
る
ࠋ

ࡸ
ࡸ
外
側
࡬
張
り
出
す

よ
࠺
に
‴
᭤

布
目
⑞
有

2
.
6
5
9
਻

෇
形
พ
㸿
（
ὸ
め
）

く
ࡰ
み
部
分
㸸
（
2
.
0
）
�

1
.
1
�
0
.
6
੉

෇
形
พ
㸿
（
ὸ
め
）

く
ࡰ
み
部
分
㸸
（
2
.
3
）
�

1
.
0
�
0
.
7
੉
、（
1
.
9
）
�

（
0
.
9
）
�
0
.
8
、

2
.
3
�
0
.
9
�
0
.
1
7

ᙉ
め
の
ナ
ࢹ
有

面
取
り
有

⁽
႞
付
╔
か
㸽

ナ
ࢹ
⑞
ṧ
る

0
.
2
7
0
਻

（
）
ࡣ
遺
存
್

「
」
ࡣ
᚟
元
್

⭜
瓦
く
ࡰ
み
部
分
㸸
⦪
�
横
�
῝
੉
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第
1
6
表

　
出
土
遺
物
観
ᐹ
表

石

第
1
7
表

　
出
土
遺
物
観
ᐹ
表

金
属
１

図
版

番
号

調
査
区

遺
構
等

層
位

器
種

最
大
長
（
㎝
）

最
大
幅
（
㎝
）

最
大
厚
（
㎝
）

重
量

(g
)

特
記
事
項

Ｉ
Ｄ

1
2
2

S
0
1

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
近
代
層
 
(
Ⅰ
層

)
Ⅰ
㹠

1
1
.
7

8
.
9

7
.
2

4
3
0

上
下
方
ྥ
か
ࡽ
の
⿕
⇕

特
に
上
方
ࡣ
相
ᙜ
の
高
温
と
࡞
ࡗ
て
い
る

2
0
1
7
0
1
�
6
0
5

S
0
2

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
◁
層
 
(
Ⅰ
層

)
Ⅰ
㹠

◻
石

2
.
3

2
.
3

0
.
5
5

3
.
6

◻
石
（
黒
）

⋵
具

表
面
ࡣ
࡞
め
ࡽ
か
で
ᦶ
⪖
か
、
側
面
ࡣ
横
方
ྥ
の
᧿
⑞
が
ṧ
る

2
0
1
7
0
1
�
6
0
4

S
0
3

玉
泉
院
丸
北

Ⅰ
層
（
玉
石
）

Ⅰ
石
ே
形

6
.
2

4
.
9

（
3
.
9
）

8
8
.
7

ே
形
（
⊷
㸽
）

⋵
具
㸽

2
0
1
9
0
1
�
6
0
1

S
0
4

玉
泉
院
丸
北

Ⅰ
層
（
玉
石
）

Ⅰ
1
0
.
4

1
2
.
1

7
.
5

6
6
9
.
5

2
0
1
9
0
1
�
6
0
2

S
0
5

玉
泉
院
丸
北

Ⅰ
層
（
玉
石
）

Ⅰ Ⅰ

1
3
.
5

8
.
7

7
.
1

7
4
0
.
2

2
0
1
9
0
1
�
6
0
3

1
2
3

6
0
6

玉
泉
院
丸
北

Ⅰ
層
・
㯤
ⓑ
Ⰽ
⢓
土
層

3
5
.
3

2
6
.
2

8
.
3

6
�
5
7
5

2
0
1
9
0
1
�
6
0
7

1
2
4

1
2
5

6
0
7

玉
泉
院
丸
北

表
土
・
表
土
（
ᯈ
石
ᗫ
Რ
）

Ⅰ
ᯈ

石
4
2
.
4

8
5
.
7

6
.
1

2
4
�
1
5
0

㍍
石
凝
灰
岩
（
ῐ
灰
ⓑ
Ⰽ
）

࠺
す
い
㯤
〓
Ⰽ
部
分
、
⿕
⇕
か

ⓑ
Ⰽ
と
緑
Ⰽ
の
♟
ྵ
ࡴ
（
緑
Ⰽ
が
多
）

2
0
1
9
0
1
�
大

S
0
1

1
2
6

1
2
7

S
0
8

玉
泉
院
丸
北

表
土
・
表
土
（
ᯈ
石
ᗫ
Რ
）

Ⅰ
ᯈ
石

3
9
.
7

8
5
.
4

6
.
6

2
3
�
8
5
0

㍍
石
凝
灰
岩
（
ῐ
灰
ⓑ
Ⰽ
）

ⓑ
Ⰽ
と
緑
Ⰽ
の
♟
ྵ
ࡴ
（
ⓑ
Ⰽ
が
多
）

2
0
1
9
0
1
�
大

S
0
2

1
2
8

1
2
9

S
0
9

玉
泉
院
丸
北

表
土
・
表
土
（
ᯈ
石
ᗫ
Რ
）
・
Ⅰ
層

Ⅰ
ᯈ
石

4
2
.
9

8
8
.
9

6
.
6

2
6
�
4
0
0

㍍
石
凝
灰
岩
（
灰
ⓑ
Ⰽ
）

ⓑ
Ⰽ
と
緑
Ⰽ
の
♟
ྵ
ࡴ
（
緑
Ⰽ
が
多
）

2
0
1
9
0
1
�
大

S
0
3

1
3
0

S
1
0

玉
泉
院
丸
北

表
土
（
ᯈ
石
ᗫ
Რ
）

Ⅰ
ᯈ

石
4
0
.
4

5
6
.
6

8
.
1

2
3
�
6
0
0

㍍
石
凝
灰
岩
（
灰
ⓑ
Ⰽ
）

緑
～
青
Ⰽ
の
♟
ྵ
ࡴ

2
0
1
9
0
1
�
大

S
0
4

1
3
1

S
1
1

玉
泉
院
丸
北

表
土
（
ᯈ
石
ᗫ
Რ
）

Ⅰ
ᯈ
石

4
2
.
4

5
0
.
4

9
.
1

（
1
9
�
8
0
0
）

㍍
石
凝
灰
岩
（
灰
ⓑ
Ⰽ
）

ⓑ
Ⰽ
の
♟
ྵ
ࡴ

2
0
1
9
0
1
�
大

S
0
5

1
3
2

S
1
2

玉
泉
院

丸
北

表
土
・

表
土
（
ᯈ
石
ᗫ
Რ
）

Ⅰ
ᯈ

石

⦕
石
か

4
0
.
5

4
2
.
5

7
.
4

1
3
�
6
0
0

㍍
石
凝
灰
岩
（
ῐ
赤
ⓑ
Ⰽ
）

ⓑ
Ⰽ
の
♟
ྵ
ࡴ

戸
室
石
（
赤
）

2
0
1
9
0
1
�
大

6
0
6

1
3
3

S
1
3

玉
泉
院
丸
北

表
土

Ⅰ
3
6
.
1

1
1
.
4

9
.
2

5
�
0
1
5

2
0
1
9
0
1
�
6
0
8

（
）
ࡣ
遺
存
್

「
」
ࡣ
᚟
元
್

図
版

番
号

調
査
区

遺
構
等

層
位

器
種

器
種

最
大
長
（
㎝
）

最
大
幅
（
㎝
）

最
大
厚
（
㎝
）

重
量

(g
)

特
記
事
項

Ｉ
Ｄ

1
3
4

M
0
1

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
水
路
埋
土
 
河
原
石
積
前
面
 
(
Ⅱ
層

)
Ⅱ

c
㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
3
.
3

0
.
8
5

0
.
3
5

2
.
0
9

2
0
1
7
0
1
�
0
0
5

M
0
2

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
⢓
質
土
層
 
(
Ⅰ
層

)
Ⅰ
㹠

㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
2
.
1

0
.
8

0
.
2
7

1
.
0
8

2
0
1
7
0
1
�
0
0
1

M
0
3

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
⢓
質
土
層
 
(
Ⅰ
層

)
Ⅰ
㹠

㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
2
.
8

0
.
7
7

0
.
2
3

1
.
2
8

2
0
1
7
0
1
�
0
0
4

M
0
4

数
寄
屋
屋
敷
北

堀
ᗏ
　
◁
層
 
(
Ⅰ
層

)
Ⅰ
㹠

㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
（
㈅
ᢡ
ࢀ
）

6
.
2

0
.
8
1

0
.
4

4
.
1

2
0
1
7
0
1
�
0
0
6

M
0
5

玉
泉
院
丸
南
東

㯤
〓
Ⰽ
土
┒
土
層
（
近
代
）

Ⅰ
㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
3
.
8

0
.
7
9

0
.
2
5

1
.
6
2

表
面
の
黒
Ⰽ
の
付
╔
物

2
0
1
8
0
1
�
0
0
3

0
0
6

玉
泉
院
丸
南
東

表
土

Ⅰ
㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

寛
Ọ
通
宝

2
.
3

1
.
9
5

0
.
1

1
.
9
7

穴
部

0
.
6
�

0
.
6
੉

2
0
1
8
0
1
�
0
0
2

（
）
ࡣ
遺
存
್

「
」
ࡣ
᚟
元
್
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第
1
8
表

　
出
土
遺
物
観
ᐹ
表

金
属
２

㕲
〇
ရ

図
版

番
号

調
査
区

遺
構
等

層
位

器
種

器
種

最
大
長
（
㎝
）

最
大
幅
（
㎝
）

最
大
厚
（
㎝
）

重
量

(g
)

特
記
事
項

Ｉ
Ｄ

1
3
5

1
3
6

0
0
7

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
（
࢔
ࢮ
上
）

㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
3
.
9

1
.
1

0
.
5

（
0
.
4
）

3
.
3
3

2
0
1
9
0
1
�
0
2
3

M
0
8

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
（
࢔
ࢮ
上
）

㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
3
.
9

0
.
5

0
.
3

1
.
9
7

断
面
ࡣ
␎
方
形

角
が
ᑡ
し
丸
࿡
お
び
る

2
0
1
9
0
1
�
0
2
7

M
0
9

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
（
࢔
ࢮ
下
）

㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
3
.
5

0
.
9

0
.
3
5

2
.
2
8

2
0
1
9
0
1
�
0
2
6

M
1
0

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
（
࢔
ࢮ
下
）

㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
3
.
7

0
.
8

0
.
3
5

1
.
3
3

2
0
1
9
0
1
�
0
2
9

M
1
1

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
（
㯤
ᶳ
Ⰽ
⢓
土
⢏
ྵ
ࡴ
）
（
࢔
ࢮ
下
）

㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
（
3
.
0
）

0
.
3
5

0
.
3
5

1
.
1

2
0
1
9
0
1
�
0
3
3

M
1
2

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
（
࢔
ࢮ
上
）

㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
3
.
2

0
.
7

0
.
4

2
.
0

2
0
1
9
0
1
�
0
2
4

M
1
3

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
（
࢔
ࢮ
下
）

㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
3
.
4

0
.
6

0
.
2
5

1
.
2
5

2
0
1
9
0
1
�
0
3
1

M
1
4

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
（
࢔
ࢮ
下
）

㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
3
.
2

0
.
9
5

0
.
3

1
.
2

ඛ
端
部
ま
で
Ⰻ
ዲ
に
ṧ
る

2
0
1
9
0
1
�
0
2
8

M
1
5

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
（
࢔
ࢮ
下
）

㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
2
.
7

0
.
8

0
.
4
5

1
.
7
3

断
面
ࡣ
ࡸ
ࡸ
ṍ
ん
で
い
る
が
、
ᇶ
本
ࡣ
方
形

2
0
1
9
0
1
�
0
3
2

0
1
6

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
（
࢔
ࢮ
上
）

㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
2
.
0
5

0
.
6
5

0
.
3
5

0
.
7
9

2
0
1
9
0
1
�
0
2
5

0
1
7

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
（
࢔
ࢮ
下
）

㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
2
.
9
5

0
.
7

0
.
4

1
.
4

㢌
部
と
の
᥋
続
部
付
近
ࡣ
ࡸ
ࡸ
丸
࿡
の
࠶
る
断
面

ඛ
端
部
に
ࡴ
か
ࡗ
て
ࡣ
方
形
で
角
も
し
ࡗ
か
り
た
ࡗ
て
い
る

2
0
1
9
0
1
�
0
3
0

M
1
8

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
（
࢔
ࢮ
上
）

㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
1
2
.
4

3
.
3

0
.
6

2
1
.
2

2
0
1
9
0
1
�
0
2
2

M
1
9

玉
泉
院
丸
北

Ⅱ
層
（
㯤
ᶳ
Ⰽ
⢓
土
⢏
ྵ
ࡴ
）
(
࢔
ࢮ
上

)
㕲
〇
ရ

㕲
⁦

9
.
6

1
1
.
9

4
.
0

3
3
1
.
5

木
Ⅳ
片
多
く
ྵ
ࡴ

2
0
1
9
0
1
�
0
0
9

M
2
0

玉
泉
院
丸
北

㯤
ⓑ
Ⰽ
⢓
土
層

Ⅱ
a

Ⅱ
a

Ⅱ
a

Ⅱ
a

Ⅱ
b

Ⅱ
b

Ⅱ
b

Ⅱ
b

Ⅱ
b

Ⅱ
a

Ⅱ
a

Ⅱ
a

Ⅱ
a

Ⅱ
a

㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
1
3
.
5

（
2
.
9
）

0
.
7

2
4
.
7

断
面
菱
ᆺ

2
0
1
9
0
1
�
0
1
2

M
2
1

玉
泉
院
丸
北

㯤
ⓑ
Ⰽ
⢓
土
層

Ⅱ
a

㖡
・
㖡
合
金
〇
ရ

㔥
1
3
.
5

（
3
.
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第５章　総括

第１節　各調査区の成果

　第１章第１節で記述した通り、切石積石垣確認調査は、城郭庭園等の総合研究事業の一環として、

金沢城庭園の構成要素である切石積石垣を取り上げ、その構築当初の状況を探ることを目的に着手し

たものである。一方で石垣の調査研究は、金沢城調査研究事業の根幹であり、切石積石垣の初期の様

相を明確にすることは、累年の課題でもあった。以上からそれぞれに特徴のある数寄屋屋敷北・玉泉

院丸南東・玉泉院丸北の３地点において、上記の課題にかかる知見を得るべく確認調査を実施した。

　各調査区の成果については、第３章各節の結びでとりまとめたが、ここで改めて略述しておく。

　①数寄屋屋敷北調査区については、雛土蔵下石垣下部において、正面正方形を基調とする切石材の

布積が確認できる箇所であり、当初は、切石積石垣出現期である寛永年間（1624 ～ 44）頃（石垣編

年４期）の状況が遺存している可能性も念頭においていた。調査の成果、４期粗加工石の転用材を主

体とする数寄屋屋敷北石垣と一体的に構築されていることが判明し、石材の加工状況や根固めの造成

土から出土した瓦の年代等からみても、石垣の構築は 17 世紀後半に下ると結論した。また雛土蔵下

石垣を構成する石材は、極めて厳密な規格を保持しており、調整加工は最高水準の精緻さであった。

さらに戸室石の材のほかに、部分的に坪野石材を組み込んでおり、意匠の異なる数寄屋屋敷北石垣と

の一体性も含め、見せる石垣として意図的に整備されていることが窺えた。

　②玉泉院丸南東調査区については、寛永 11 年（1634）の庭園作庭当初は、調査区を含む南東一帯

まで堀の形状を継承した池が広がっており、その東岸には石垣が築かれていたこと、しかし当初の石

垣は粗加工石積であり、17 世紀後半に乱積の切石積石垣に改修されたことが判明した。なお池岸の

石垣については、出島・紅葉橋の北側においても、同様の過程を経ていることが確認されている [石

川県金沢城調査研究所 2015d]。

　③玉泉院丸北調査区については、意匠的な切石積石垣が連なる庭園東側の中央部に位置し、庭園の

要とも言える色紙短冊積石垣の基礎部を検出し、構築年代を確認した。埋没していた基礎部も地上部

と同様の特徴であり、17 世紀後半に新設されたと結論した。また隣接する納戸土蔵下石垣も色紙短

冊積石垣と一体的に構築されたことが明らかとなった。

第２節　金沢城の切石積石垣

１．初期の切石積石垣

初期の切石積石垣の事例

　上記の通り、今回の調査で基礎部を確認した切石積石垣は、17 世紀後半に構築・改修されたもの

であった。寛永期に遡る切石積石垣の資料は得られなかったこととなるが、ここで現在判明している

初期・寛永年間頃（石垣編年４期）の切石積石垣の事例を確認しておきたい。

　４期の切石積石垣として確実な事例は、二ノ丸の東辺、五十間長屋下南半・西から橋爪門続櫓下南・

東へと続く櫓台石垣と、櫓台南部に取り付く階段（雁木坂）を挟んで対面する西側石垣台のそれぞれ

下部である。菱櫓・五十間長屋・橋爪門続櫓台石垣は、寛永８年（1631）の大火後の二ノ丸造成と一

体的に構築された。内堀に面した部分は粗加工石積、橋爪門枡形・二ノ丸に面した部分は切石積とな

っている。その後の複数の改修により、菱櫓や五十間長屋北部は根石まで取り替えられ、五十間長屋

南部から南側の基礎数段が、構築当初の様相を保っている。階段西側の石垣台は大部分が近代以後撤

去されているが、東辺の基礎の一部が確認されている [石川県金沢城調査研究所 2011d・2015c]。
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　これらは控えが短く、正面正方形を基調とする切石専用材を整然と積んだ布積（四方積）であるが、

地点によって多少の違いがある。①五十間長屋下南半・西（2120W）中央付近は、最下段（根石）が

粗加工石で、その上面を平坦に整形し、おおよそ正面正方形の石材を布積にした典型とみなしうるも

の（第 138 図１・２、第 141 図上）、②五十間長屋下南半・西（2120W）南端付近は、南側へ地盤が下

り階段となっていることと対応し、一部に鉤形（角欠き）や長方形を呈する石材が混じるものとなる（第

138 図３、第 141 図上）。階段を挟んだ対面の石垣台（2330E）についても、当初材の立面はほとんど

確認できないが、上面に鉤形の切り込みがやはり認められる（第 138 図４）。③橋爪門続櫓下南（2110S）

（第 138 図５、第 141 図上）は、最下段が粗加工石で、この上１～２段までが構築当初の積みであるが、

正面形は台形状を呈して左右の脇に楔形の石口が生じ、密着した切合わせにならず、半切石積ともい

うべき状態である。ただしこれは石垣前面の整地層により、これらの大半が埋もれることと関連して

いるように思われる。

　この他、本丸附段三十間長屋北側櫓台（明治以後地上部撤去）の西面（1421W）において検出した、

４期構築とみられる切石積石垣がある（第 138 図６）[石川県金沢城調査研究所 2008d]。調査地点で

は近代の抜き取りにより、粗加工石の根石と、正面略長方形の切石材がその上位に一石残るのみであ

った。切石材の加工はやや粗く、刻印が残る。上面・北側側面は平刃の工具により平坦に調整されて

いた。ただし石垣前面の整地層との関係からすれば、この事例も地中に埋まっていた部分とみられる。

　なお、本丸鉄門付近の石垣は、文禄年間（1592 ～ 96）頃（１期）に始まり、明和３年（1766）ま

で複数時期の改修が窺われる。門台石垣の基礎や、門の北側、乾櫓まで延長される西側への張り出し

部分の基礎に寛永期の石材が据えられている [ 石川県金沢城調査研究所 2014d] が、上部における石

積の状況は明確ではない。明和期改修範囲にも近世前期の切石材が転用されており、寛永期に切石積

石垣として整備された可能性があるが、詳細は判然としない。

　このように、４期の切石積石垣は、後代の改修等により、根石を含むごく基礎部分しか遺存してお

らず、なかでも構築時の地表面より上位に露呈していたのは、五十間長屋下南半のみとなっている。

ここからは、①正面が正方形に近い材で、布積とする意匠が主体で、②階段のような箇所では、長方

形や鉤形（角欠き）も組み合わされること、③地中に埋まる部分では、根石の上に、石口が密着しな

い若干不整形の材を積む場合があるといった点が確認される。

主要な門の初期の状況と５期の切石積石垣

　ここで、上記の状況と対比させるため、尾坂門・河北門・石川門・東ノ丸唐門といった主要な門の

石垣と、４期に後続する５期の切石積石垣の構築状況について概観しておく。

　大手にあたる尾坂門石垣は、巨石を用いた鏡積で、原形は慶長年間（1596 ～ 1615）頃（２期）に遡る。

後代に改修を受けているが、割石積ないし粗加工石積である（第 138 図７、4010N）。

　河北門枡形は明治初期に大部分が撤去されたが、遺存していた基礎部分の検討から、慶長年間後半

頃（２期新）に成立し、17 世紀後半（５期）に切石積化したと考えられる [ 石川県金沢城調査研究

所 2011c]。河北一ノ門外東側、河北坂東の粗加工石積石垣は、面が比較的平板に調整されている（第

138 図８、第 141 図中、3440W）。当初の枡形内もこのような形状だった可能性が想定される。

　石川門の枡形の一部や二ノ門台は、明和２年（1765）に改修された切石積となっているが、この時

に初めて切石積になったかどうかははっきりしない。ただし現況の平面プランとなったのは寛永年間

頃（４期）と推定され、明和の切石積に隣接し、４期の粗加工石積 [3120N 等 ] が遺存している（第

139 図１）。

　寛永以前、本丸の正面出入口であった東ノ丸唐門前については、文禄・慶長期の創建から元和期（1615

～ 24）・寛永期とプランの変更を伴う改修を経て、17 世紀後半にも石垣意匠の変更があったが、主た

る石垣面（1300N）は、自然石積から粗加工石積への変化であった（第 139 図２）[ 石川県金沢城調
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査研究所 2008d]。

　石垣編年５期については、寛文～元禄年間（1661 ～ 1704）頃としているが [ 石川県金沢城調査研

究所 2012c 他 ]、その主体は寛文年間（1661 ～ 1673）とする見方が強まっている。

　４期の系統を引く四方積については、ア :二ノ丸菱櫓・五十間長屋北部、イ：二ノ丸北西部裏口門

周辺西部・雛土蔵下・数寄屋屋敷東の大別２地点のみで認められる。

　４期切石積（四方積）基礎部を検出した五十間長屋南半では、上部は宝暦 13 年（1763）に改修さ

れており、それまでは４期四方積が上部まで遺存していた可能性が考えられる。ただしア：菱櫓（2140W・

S）・五十間長屋北半（2130W・S）については、寛文８年（1668）に根石ごと改修された状況で、５期

切石積石垣となっている（第 139 図３、第 141 図下）。石材の主体は控の短い切石専用材で、刻印が

残るものが目立つ。正面は正方形を基調とするが、角落としとなって五～六角形を呈するものも多い。

これらは４期石材を転用・再調整した材とみられる。五十間長屋北半は比較的整然とした四方積、菱

櫓では正面多角形の石材が多くなるが、いずれにしろ四方積の系統を引く意匠である。

　イについては、石材の加工状況等により細別されるが、基本的には上部が正面長方形材を連ねる布

築積、下部は四方積となっている（第 139 図４、第 142 図中下）。下部の四方積は、今回の調査地点

である雛土蔵下西（2710W）では、最下段の根石も５期に構築されたことが判明した。数寄屋屋敷東

（2720W）では、雛土蔵下と同様に、間隔を空けて坪野石石材を組み込む意匠がみられる。これらのこ

とから、この一帯の切石積石垣は下部を含め５期に下る可能性が高い。しかし石材には大型の刻印を

残す４期の正面正方形の切石材が多数転用されており、本来は、４期の四方積切石積石垣が曲輪の一

角に築かれていたことを想起させる。

　一方、乱積（金場取残積を含む）は、数寄屋屋敷北（2800N）・玉泉院丸（第 139 図５、第 142 図

上、第 143 図上）のほか、本丸附段北部の階段側壁（第 139 図６、第 141 図下、1412E・1411W）[ 石

川県金沢城調査研究所 2019c]、三ノ丸北西部の土橋門（第 139 図７、第 141 図下、3620E）、玉泉院

丸西部の鼠多門（第 139 図８、6110N・6100S）、鶴ノ丸東部の水ノ手門（第 140 図１、第 141 図下、

1221N）等広がりを見せる。発掘調査や文献史料から、石垣自体は４期かそれ以前に創建されている

ことが窺える。玉泉院丸庭園が粗加工石積であったこと以外、先行する石垣の状況は明確ではないが、

玉泉院丸や石川門等の事例からすると、粗加工石積であった可能性を考える必要がある。

初期の切石積石垣の構築箇所

　以上から、初期の切石積石垣は、主として二ノ丸御殿とその周辺で採用され、これらの区域では５

期に改修されることがあっても、四方積の系統を引く意匠が受け継がれたとみられる。「見せる石垣」

として、第一に御殿の荘厳の演出 [ 石川県金沢城調査研究所 2020f] を意図して構築されたと理解さ

れる。他方、自然石積・割石積・粗加工石積であった箇所が５期に切石積に改修される場合、乱積が

採用されたと考えておきたい。

　なお、公儀普請であった元和 6年（1620）・寛永元年（1624）・寛永５年（1628）の大坂城石垣普請では、

金沢城に先行して、前田家により門の枡形や曲輪の仕切りに大型の正面長方形・正方形石材等を用い

た切石積石垣が構築された（第 140 図２）。元和６年（1620）時の石垣は石材寸法が比較的不均等で、

鉤形の切り欠きを多用し段差の解消を図っている部分が多くみられる。時期が降るにつれ石材の規格

化が進み、鉤形の調整は少なくなるが、石材の方形化が不徹底で、その結果生じた石材間の隙間に楔

形の小型石材を充てることが多くなる [ 石川県金沢城調査研究所 2012c P299 ～ P310]。全国的にも

城郭の切石積石垣としては最古の部類に入るとみられ、金沢城での構築はこの経験を踏まえていると

考えられるが、四方積とは異なる意匠であり、この差異をどう考えるかが課題となっている。

加工技術

　今回の事業で体系的に追求するには至らなかったが、切石積石垣や、粗加工石積石垣の隅角部にみ
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られる特徴として、平刃工具を用いた隅角部稜線脇の平坦化による稜線の強調、石材上下面・側面（合

端）の平坦化による隣接石材間の密着状況が注目される（第 140 図３・４）。これらは、伝統技術の

事例から、平刃の頭部に直交する柄を取り付けた工具である「タタキ」（第 141 図５）を用い、石面

に対して刃を垂直気味に当て、凹凸を均して平坦にする「小叩き」と称される加工によると考えられる。

金沢城では、５期以降の切石積石垣や、粗加工石積石垣の隅角部で普遍的に観察される。一方、４期・

寛永年間頃においては、事例の少ない切石積石垣では十分に観察できていないが、粗加工石積石垣の

隅角部を対象とすると、稜線・側面加工ともに、確実な平刃工具痕が認められない。４期においては、

丁寧なノミ加工を重ねて、稜線や合端を整えていると看取される。なお城内出土の石造物では、４期

ないしそれ以前から同様の加工技術が認められる個体があるので、石造物製作等からの技術の導入が

あったと推定されるが、詳細は今後の課題としたい。

　なお、先に挙げた本丸附段三十間長屋北側櫓台石垣の調査では、切石材の側面・上面に平刃工具痕

を確認しているが、近代に上部が撤去されている箇所で、櫓台の北側では寛文期以後の改修も想定さ

れるので、寛永期の加工の事例とするには慎重を期す必要がある。

２．庭園と切石積石垣

庭園の構成要素としての石垣

　石垣は、城郭の重要な構成要素であるが、金沢城の玉泉院丸庭園においては借景等ではなく、庭園

の構成要素そのものである点が大きな特徴である。色紙短冊積石垣周辺のように、直接曲輪の斜面を

保護するものではなく、建物の土台でもなく、通常の庭園であれば自然石を主体に山水のさまを象徴

する石組等に代わって、石垣がこれを表現する構成となっている。

　今回の調査では、作庭当初の玉泉院丸庭園には、切石積石垣が備わっていなかったことが明らかに

なったが、作庭以前に二ノ丸下の崖際に配されていた堀を前身として、寛永 11 年（1634）に池泉が

整備されるにあたり、池泉の岸に精巧な粗加工石積石垣が構築されたことも明確になった。作庭段階

から、庭園の構成要素として石垣が扱われていたのであり、全体的な構成は不明であるものの、その

発想は、前田利常の代に淵源を求める必要がある。

　玉泉院丸の切石積石垣については、金沢城調査研究事業に着手した当初から、いわゆる寛永文化と

関連付ける見方があり、今もなお検討すべき課題になっている。茶道を始め、建築や庭園等の分野で

大きな足跡を残した小堀政一（遠州）と前田利常の親密な関係や、遠州が作庭した、あるいはその影

響が認められる庭園で、切石材が効果的に用いられていること等はよく知られている。

　今回の調査では、石垣を庭園に積極的に取り入れた作庭時の寛永期と並び、切石積の導入に示され

る、意匠としての石垣を究極にまで推し進めた寛文期の画期性を改めて認識することになった。

前田利常が小松城に隠退した 17 世紀中葉においては、４代光高の早世もあり、金沢城の整備は停滞

していたと推定されている。江戸に生まれ育ち、寛文元年（1661）に初めて国元入りした５代綱紀は、

以降金沢城の再整備に取り組むこととなる。この間の石垣普請の特徴について、江戸初期までの城郭

構造の展開が一段落し、政庁としての機能や威儀の整備に重点が置かれるようになったことを背景に、

戸室石切丁場の第２次稼働期を万治３年（1660）～寛文末年に比定し、これと連動して形成された新

たな造営体制に支えられたものであったこと等が考察されている [木越 2013b・2015]。

乱積について

　寛文期に改修・構築された石垣の大きな特徴はその多様性にあり [ 北野 2004・石川県金沢城調査

研究所 2020f]、玉泉院丸庭園に凝縮されている。ここではそのうち、切石積の主体を為し、色紙短

冊積や金場取残積の基調とも言える乱積について取り上げる。ただし、割石材・粗加工石材による乱

積と比較すると、切石積の場合は横目地が通る部分も多く、正面正方形材を整然と積み並べる四方積

との差異がむしろ特徴になっている。その成立にはさまざまな背景が想定される。意匠としては、氷
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の罅割れ・裂け目になぞらえた氷裂文を想起させる。また規格的な四方積に対し崩した形とみなすこ

とができれば、芸道の分野で説かれる真行草の格と対応するようにも思われる。素材の効率的な利用

という観点からは、形状にばらつきのある粗加工石材を転用し、普請の現場で適宜組み合わせて築く

ことに適した積み方と考えられる。このことは、とくに金場取残積に窺えるところであるが、乱積の

切石積石垣の素材の主体を、前代４期の粗加工石の古材に求める想定に基づいている。さらにこの頃

導入された、平刃工具の利用など細工石工の系統を汲む加工技術も、乱積切石積石垣の盛行に寄与し

たと考えられる。

　ところで加賀前田家では、切石積石垣の成立以前、慶長後期から元和期にかけては、先進的とも言

える布積を積極的に採用せず、乱積傾向の石垣を構築することが主流であった。寛永期に至り布積が

主体となるが、乱積傾向を残す石垣も構築されていた。

　寛文４年（1664）に改修された、いもり堀南東の鯉喉櫓台石垣（1930S）は、布積の粗加工石積であるが、

ほぼ同時期改修の二ノ丸菱櫓下に比べると、乱積に近い箇所が目立つ（第 140 図６）[ 石川県金沢城

調査研究所 2020c]。鯉喉櫓台では旧材の転用度合いが比較的高いためかと考えられるが、これらの

箇所は、寛文５年（1665）改修の切石積石垣である土橋門西側（第 139 図７）とよく似た面構成とな

っている [ 石川県金沢城調査研究所 2012c]。このように乱積は、前田家においては長く継承されて

きた積み方と言え、切石積石垣の意匠としても受け入れやすい状況だったのかも知れない。

玉泉院丸石垣の改修が、利常隠居後の整備停滞を受けたものであったとしても、乱積を基調とする切

石積とした点に大きな意義を認めたいが、二ノ丸以外の一部の門等にも採用されていることを考慮す

ると、城郭全体を対象とした再整備構想において、「見せる」石垣にも格式あるいは真行草のような

区別の意識が生じた可能性を考えておきたい。

　ただし玉泉院丸石垣には、変化に富み工夫を凝らした豊かな意匠性が示すように、庭園向きの石垣

として独創性があることは論を待たない。また色紙短冊積とその周辺は、城郭の構造物として発達し

てきた石垣により、滝石組や滝壺などを表現した、あるいは石垣がそれらの機能や景観を備えている

のであって、単に切石材によって滝石組を構築する営為とは区別される。北野博司氏が指摘した通り

[ 北野 2004]、このような発想は、石垣構築技術の成熟による支持があってこそ実現されるが、造園

に造詣の深い文化的素養のある人物・集団等の影響・関与が想定される。

庭園における切石積石垣のその後

　17 世紀後半では、城の縁辺部である金谷出丸・蓮池の地において、庭園や馬場、文庫等で構成さ

れる屋敷空間が形成された。蓮池に隣接する南東の高台（のちの竹沢）も含め、後には庭園自体の充

実とあわせて、二ノ丸に匹敵する御殿が構えられるようになる。この傾向の端緒としても、17 世紀

後半は重要であるが、一方で庭園の見所としての石垣は、玉泉院丸庭園にのみ認められる。

　金谷・蓮池庭では、築山の土留等に石垣がみられるが、庭園の構成要素であるとしても見せる石

垣とは言い難い。蓮池庭に隣接し、19 世紀前半に整備が進んだ竹沢庭では、神社社殿や長屋（櫓・

蔵）、水道施設の基壇、池・水路の護岸（第 140 図７）、出入り口等の他、天然の湧水である金城霊沢

周辺において、人工の崖（第 140 図８）や岩窟に切石材が用いられている [石川県金沢城調査研究所

2018c]。しかし基壇・護岸・出入り口等は、庭園特有の見所ではない。金城霊沢周辺については、玉

泉院丸庭園の石垣と一脈通じたところがあるが、規模が小さく、何より切石を用いた構造物といった

方がふさわしい点、やはり区別されるものである。

　以上の通り、庭園の見所としての石垣構築は、寛永期・寛文期における玉泉院丸周辺に特徴的な事

象であり、そのまま後代に受け継がれることはなかった。この点もまた、寛永期・寛文期特有の問題

の所在を示唆するものと言える。
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第 137 図　金沢城切石積石垣現位置図



１．五十間長屋下南半西下部１（2120W） ２．五十間長屋下南半西下部２（2120W）

３．五十間長屋下南半西階段下部（2120W） ４．二ノ丸階段西（2330E）

５．橋爪門続櫓下南下部（2110S）

８.河北坂東（3440W）

６．三十間長屋北側下西（1421W）

（2003-6 地点）

７．尾坂門（4010N）
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第 138 図　金沢城跡の切石積石垣等１



２．東ノ丸唐門前（1300N）

７．土橋門西（3620E）

１．石川門桝形（3120N）

４．数寄屋屋敷東（2720W）３．五十間長屋下北半西（2120W）

５．玉泉院丸東泉水縁（1511W） ６．本丸附段階段西（1412E）

８.鼠多門側壁南（6100S）
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第 139 図　金沢城跡の切石積石垣等２



８．兼六園（竹沢庭）金城霊沢南東

６．鯉喉櫓台南（1930S）５．タタキ（近代）［小阪央氏蔵］

１．水ノ手門（1221N） ２．大坂城山里丸

４．五十間長屋下西 北半　切石材合端加工

７．兼六園（竹沢庭）霞ヶ池

寛文石垣隅角部稜線

（二ノ丸菱櫓下北東 2140E）

３．寛永石垣隅角部稜線

（本丸北東 1301N）
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第 140 図　金沢城跡の切石積石垣等３
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本丸附段階段西【1412E】
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要⣙

　切石積石垣確認調査ࡣ、埋ἐしているึ期の切石積石垣を発掘して、出現期の実

態（場所・ព匠・技術等）を明ࡽかとするࡇとで、外観ࡸព匠を重どした「ぢࡏる石垣」

が生み出さࢀた技術的・社会的背景を探るࡇとを目的として⾜わࢀたࠋ　

　数寄屋屋敷北調査区でࡣ、ᑐ㇟とした㞮土蔵下石垣と数寄屋屋敷北石垣ࡣともに

17 世紀後༙、寛文期に構築さࢀたࡇとを確認したࠋ㞮土蔵下石垣᭱ࡣ下部の根石か

寛Ọ期の古ᮦを㌿ࡣつ᱁ᛶを有するが、数寄屋屋敷北石垣࡞天端に⮳るまでཝᐦࡽ

用する࡝࡞し、正面を多角形に成形し、面加工もⲨ々しさをṧすࠋᑐ照的࡞二つの

石垣を㓄するࡇとで、そࢀࡒࢀのព匠を㝿立たࡏるࡇとをព図した石垣と考えࢀࡽ

るࠋ

　玉泉院丸南東調査区周辺ࡣ、ᙜึ玉泉院丸庭園が作庭さࢀた㡭ࡣụがࡇの࠶たり

まで㏕ࡗていたࠋ寛文期の庭園の再整備に㝿して、⢒加工石積を切石積石垣に改築

したࡇとを確認したࠋ石垣ࡣ現地表下⣙ 3.8 㹫まで続いており、地上部と埋ἐ部の

大部分ࡣ切石積（５期）で積まࢀているが、ᇶ部の３段分ࡣ⢒加工石積（４期）で

ࠋたࡗ࠶

　玉泉院丸北調査区でࡣ、Ⰽ⣬▷෉積石垣が平面的ࣉ࡞ランもྵめ 17 世紀後༙に新

タさࢀたࡇとを確認したࠋⰍ⣬▷෉積石垣の東面石垣ࡣ、⢒加工石積で築かࢀてい

るが、そのᇶ部に⮳るまで５期のᵝ相でࡗ࠶たࠋまた、㞄᥋する⣡戸土蔵下石垣の

ᇶ部についても同᫬期に構築さࢀたࡇとを確認したࠋ

17、ࡣ切石積石垣が玉泉院丸庭園において出現したの、ࡽの調査かࡽࢀࡇ　 世紀後

༙とみࢀࡽ、そࡣࢀ、前田家五代綱紀によࡗて⾜わࢀた庭園の再整備と一体的に㐍

めࢀࡽたと考えࢀࡽるࠋ　　　　　　　　　　　　
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